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は じ め ク
】

高松市教育委員会では、平成元年度から足掛け4年 にわたつて、林、太田地区において

東道路の建設に先立ち埋蔵文化財発掘調査を実施してまいりました。

この両地区は、都市基盤整備、地場産業振興、文化発信の拠点として、区画整理が行

われる一方、コンベンションセンター、県立図書館等の建設が進み、21世紀の高松の発

展を支えるエリアとして、今大きく変貌を遂げつつあります。

しかし、この地域は、旧来の農村景観が鮮かに残 り、古代から現在に至る讃岐の歴史

的遺産を豊かに育んできた土地柄でもあります。現在の土地割りの中にも、千年余前の

区画整理である条里制の区画が整然と残 り、その一角には日本最古の荘園絵図である弘

福寺領讃岐国山田郡田図の故地が確実視されています。近年の発掘調査でも貴重な遺跡

が数多 く発見されています。これらの文化財は、市民共通の郷土の遺産として大切にし

て行 くことはもちろん、なかんずく、環境問題、真の生活の豊かさが社会全体の課題と

して衆目を集める昨今、示唆に富む事柄が多々あろうと存じます。

開発事業によって文化財に貴重な発見や多くの知見が得られるという現実には複雑な

感情を禁じ得ません。しかし、そうであるからこそ、これらの調査成果を最大限に活用

し、広 く還元していくことが私どもに課せられた課題と心得ているところでございます。

浴 。長池遺跡をはじめ一連の事業の実施に当たり、建設省香川工事事務所、地元関係

者各位ほか、たくさんの方々のご理解とご協力をいただきましたこと、末尾ながら厚 く

御礼申しあげるものです。

平成 5年 3月

高 松 市 教 育 委 員 会

教 育 長  山 口 寮 式





凡  例

1 本書は、一般国道 11号高松東道路建設にともなう埋蔵文化財発掘調査報告書の第 1

冊で、高松市林町に所在する浴・長池遺跡の調査報告を収録した。

2 本事業は、高松東道路、上天神一前田東間 8kmの うち太田第2土地区画整理事業地に

含まれる約 1.7kmを対象とする。

3 本事業は、建設省四国地方建設局から高松市が受託し、高松市教育委員会が発掘調

査を実施した。

4 事業費は、建設省四国地方建設局が全額を負担した。

5 調査にあたって下記の関係諸機関並びに方々の助言と協力を得た。記して謝意を表

したい。

建設省四国地方建設局  建設省四国地方建設局香川工事事務所

香川県教育委員会    財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

高松市都市開発部太田第2土地区画整理事務所

文化庁文化財保護部 服部英雄 香川大学 木原淳幸 丹羽佑一

東京大学 石上英一 京都大学 金田章裕

奈良国立文化財研究所 工楽善通 牛嶋茂

高松工業高等専門学校 権藤典明 立命館大学 高橋学 皇学館大学 外山秀一

高知大学 内田忠賢 通商産業省工業技術院地質調査所 寒川旭 (敬称略)

6 本書の報告にあたっては、次の機関並びに方々に分析及び鑑定を依頼した。

木製品樹種鑑定  金沢大学 鈴木光男

石器等石材鑑定  香川県立高松南高等学校 川村教― (敬称略)

なお、鑑定結果のうち本書に掲載できなかったものについては、後続の調査報告で
｀
順次報告の予定である。

7 調査全般を通じて、高松市内在住、未光甲正氏の協力を得た。



8 本遺跡の調査及び整理作業は、文化財係長藤井総括のもと、山本、中西、山元があ

たった。本報告書の執筆分担は次のとおりである。

調査の経緯 。地理的環境・歴史的環境       藤井

遺構                      山本

土器・石器                  山元

木製品                     中西

編集は山本・山元が共同であたつた。

9 写真は、遺構については調査担当者が撮影し、遺物写真については写房 楠華堂 (楠

本真紀子)に委託した。

10本遺跡の調査における各業務の委託先は次のとおりである。

発掘調査掘削工事       東海興業株式会社

遺跡写真測量業務       アジア航測株式会社

出土木製品保存処理業務    財団法人元興寺文化財研究所

ll 本書で使用する遺構略号は次のとおりである。

SH竪穴住居   SB掘 立柱建物  ST方 形 (円形)周溝墓

SD溝状遺構   SR自 然旧河道  SP柱 穴

SK土坑     SA柵 列     SX性 格不明遺構

12 遺物番号は、土器、石器、木器ともに挿図 (遺物実測図)ご とに1か ら順に付 した。

13本書第 1～ 4図「主要遺跡分布図」の作製にあたり、国土地理院発行 1/50,000地 形

図「高松」「高松南部」「玉野」「丸亀」を使用した。
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第 1章

調査の経緯 と経過





第 1章 調査の経緯

埋蔵文化財調査事業について、香川県内では、国、県に関わる事業については、香川県教育

委員会が、その他については、市町教育委員会が調査を実施することになっている。ただし、

本調査事業は、その枠組みを逸脱して、高松市教育委員会が手がけることとなった。

本事業は、一般国道11号高松東道路の延長約 8kmの うち、約 1,7kmを、高松市が担当して埋

蔵文化財にかかる調査を実施したもので、本市にとってはじめての大規模な調査事業であった。

ところで、その 1,7血の範囲であるが、昭和 62年  2月  2日 の香川県都市計画審議会で都

市計画決定された香川中央都市計画事業大田第 2土地区画整理事業施工区域内にあたる。太田

第 2土地区画整理事業と一般に呼ばれている本事業は、施工者が高松市、その代表者が高松市

市長である。々のために、一般国道11号高松東道路の計画路線のうち一部を高松市で担当する

こととなった。その総面積約80,000だ、行政区域でいえば、高松市林町から伏石町にまたがる

区域で、かつては、山田君I林郷および香川郡太田郷と呼称されていた区域でもある。

調査の実施にあたって、一般国道11号高松東道路施工者である建設省四国地方建設局香川工

事事務所長と、大田第 2土地区画整理事業施工者高松市長と、発掘調査を担当する高松市教育

委員会の教育長の 3者の間で、太田第 2土地区画整理事業区域内の一般国道11号高松東バイパ

ス用地にかかる埋蔵文化財調査に関する覚書が締結されたのが、12月 15日 のことである。

そして実際の調査は、平成元年 8月 15日 に着手することとなった。最初の調査地に選ばれた

のが、埋蔵文化財の包蔵が確実視されていた浴 。長池遺跡、すなわち本書に報告するところの

遺跡である。その調査以降、平成 2年度には、浴 。松ノ木遺跡、浴・長池 I遺跡、井手東 I遺

跡、平成 3年度には、井手東 I遺跡、浴 。長池 I遺跡の一部、居石遺跡、蛙股遺跡の一部、平

成 4年度には、蛙股遺跡、居石遺跡の一部の調査を実施し、現地における発掘調査をすべて完

了することができた。現在は、これらの成果をまとめるべ く、整理作業に追われている段階で

ある。

調査の経過

浴・長池遺跡の調査は、諸般の事情から工事請負方式によった。契約者が東海興業で、工事

期間が平成元年 8月 15日 ～平成 2年 3月 24日 である。調査日程は、下記のとおり。

平成元年 8月 22日 機械掘削・表土層除去開始/仮設道敷設開始

9月 22日 周囲安全棚設置工事開始

9月 27日 第 1工区発掘作業開始

10月 14日 第 2工区発掘作業開始
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11月 10日  協和中学校生徒現地学習 (参加者約 300人)

12月 15日  第 3・ 第 4工区発掘作業開始

12月 19日  第 1・ 第 2工区航空測量

12月 25日 第 1工区埋戻完了

平成 2年 1月 10日  第 2工区埋戻完了

2月 2日 第 3工区航空測量

2月 22日 第 3・ 第 4工区航空測量

3月 12日  第 4工区航空測量

3月 14日 第 3工区埋戻完了

3月 19日  第 4工区埋戻完了

3月 24日 発掘作業 (現地作業)完了

整理作業の経過

浴 。長池遺跡の整理作業は、平成 2年の10月 より5人の整理体制で基礎整理作業を開始し、

翌年 4月 より1名増員した。整理作業は、現地作業と並行して行った上、大規模な発掘調査の

整理作業は、今回がはじめてであるなど、困難な部分が多々あった。整理作業の工程は、第 1

表に示したとおりであり、最終的な詰めの作業は、現場作業が終了した 9月 末から行った。

９９

月
町 5 6 7 8 9 10 12

９９

■
― 2 3

一
 注記・復元作業  

一
― 弥生土器 実測

９９

Л
彎 5

盆
Ｕ 7 8

ｎ
コ

ｎ
ｕ 12

９９

■

― 2 3

弥生上器・須恵器実測 石器実測

９９

Л
彎 5 6 7 8 9 10 12

９９

・

１ 2 3

石器実測⊆二空壷三三
「

~~~~~~~■
匹豊菱坐

一 遺物トレカ ビ アウト→
や一一――遺構 トレース・レイアウト

ー
写真撮影
十一―一原稿執筆

一
一

編集作業       発行

第 1表 整理作業工程表
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調査組織

浴 。長池遺跡を含む一連の高松東道路埋蔵文化財発掘調査事業の遂行にあたっては、高松市

教育委員会文化振興課が主管課としてあたった (平成 4年度の機構改革により教育部文化振興

課から文化部文化振興課に改称)が、事業予算管理と掘削工事請負に関する設計事務について

は太田第 2土地区画整理事務所が担当した。事業関係者は以下のとおりである。

浴 。長池遺跡発掘調査及び整理作業関係者

(発掘調査―平成元年度、整理作業一平成 2年度～平成 4年度)

教育長

教育部長

文化部長

教育部次長

文化部次長

文化振興課長

文化振興課長補佐

文化財係長

文化振興課主事

文化振興課事務員

文化振興課

非常勤嘱託

三木 義夫 (～ H4.9)

山口 寮式 (H4.10～ )

多田 孜  (～14,3)

増田 昌三 (H4.4～ H4.9)

上里 文麿 (H4.10～ )

友國 隆夫 (～ 12.3)

増田 昌三 (H2.4～ H3.3)

上里 文麿 (H4.4～ H4.9)

三木 丸夫 (～ H2.3)

多田 恒男 (H2,4～ )

亀井 俊  (～ H4.3)

藤田 容三 (H3.4～ )

藤井 雄三

山本 英之

山元 敏裕 (H3.4～ )

山元 敏裕 (H215～ H3.3)

中西 克也

山元 敏裕 (H2.2～ H2.3)

岡田 信子 (H元 .■～)

竹林 弘子 (H2.10～ )

井口 夫美子 (12.10～ )

太岡第 2土地区画

整理事務所    小坂 伸夫 (～H4.4)

為定 典生

大川 玲子 (H2.10～)

吉本 みどり (12.10～ )

出石 真理子 (H2.10～ )

佐々木由美子 (13.4～ )

※一部期間継続せず
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第 1節 地理的環境

瀬戸内海の中央部、備讃瀬戸と呼ばれる海域の南側に開けた平野がある。讃岐平野である。

かなりの面積を測る平野ではあるが、そのまとまりに欠ける嫌いがある。すなわち、各々独立

した小平野の集合体が讃岐平野と呼ばれているのである。

各々の小平野は、2～ 300メ ー トル程度の山々で区画される。山々は、メサとかビュー トと呼

ばれる溶岩台地の侵食地形で、比較的単調な容姿を持つ。高松平野では平野の北東部に位置す

る、天然記念物 「屋島」が、メサの代表例で、西側の中ほどに位置する「六 ツロ山」カミ、

ビュー トの代表例であろうか。

ところで、高松平野の東は、屋島から南に、前田山 (龍王山)、 芳岡山、二子山に至って南方

の讃岐山脈の山麓地帯に繋がり、西は、六ツロ山の南に、堂山 (胴山)、 北には、伽藍山、萬燈

山、袋山、勝賀山、串の山 (袋山から勝賀山は、五色台と呼ばれる山群の 1つ)の山並みで、

各々東西の境界を形成する。さらに、北は瀬戸内海、南は讃岐山脈の山麓部で画された区域が

高松平野である。

この区域内には、先にあげた山々と同様の大きさをもった山が、独立丘陵のごとく′点在する

のも特徴である。積石塚古墳群や、栗林公園の借景として名高い石清尾山塊をはじめ、由良山、

日山、上佐山等が上げられる。海岸部のすぐ北部に浮かが、男木島、女木島も同様に考えられ

よう。

高松平野は小平野のうちでは、比較的大きい方である。北に瀬戸内海、南に讃岐山脈が配さ

れるため、他の小平野の同様、高松平野でも、川は北流する。しかもかな りな急流で雨水が一

気に流れるため、常時は水量に乏しい。そのような河川の中で香東川 (延長約33キ ロメー トル、

流域面積約 120平方キロメートル)は、最大の河川である。その東西を流れる詰田川 (延長約

5キ ロメートル、流域面積約32平方キロメートル)、 本津川 (延長約21キ ロメー トル、流域面積

約51平方キロメー トル)の両河川が、香東川の旧河道を流れることを考えれば、高松平野の大

部分を香東川の流域として把握することができよう。

これに対して、新川 (延長約19キ ロメー トル、流域面積約 132平方キロメー トル)、 春 日川

(延長約15キ ロメー トル、流域面積約63平方キロメートル)の流域は、高松平野東側の一部を

占めるに過ぎない。

地形的にみても、香東川流域は、現在の香川町岩崎橋付近を扇頂とする扇状地であるのに対

し、新川 。春日川流域には、扇状地の発達はみられず、自然堤防帯が広がる。すなわち、両河

川の間には営力の差が歴然としているのである。これは、源流が讃岐山脈の奥深 くにある河川

と、そうでないものの差であろうか。
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香東川によって造られた扇状地は、新旧合わせて、 5段階に分けられるという。浴 。長池遺

跡ののる扇状地は時代が最も新 しい段階のものである。

高松平野の北部には、三角州帯が広がる。ここには、本来の三角州帯が含まれているが、大

部分は、近年に至って埋め立てた土地が広大な面積をしめ、さらには人工改変が著しい市衡地

である。

さて、浴 。長池遺跡は、そのような高松平野のほぼ中央、扇状地上に位置する。遺跡は、東

と西に大きく分割することができる。東側は、香東川の比較的新しい旧河道である。後日報告

する浴・松ノ木遺跡に続 く。また、この旧河道には、低い地形を利用して南の方から分木池、

下池、長池、大池そしてガラ池と、連続して溜池が造られている。

従って、西側は旧河道の西を画する微高地であり、これまた後述する浴 。長池 Ⅱ遺跡に続 く。

といっても、東は旧河道、西は微高地というように、単純に分割することはできないようであ

る。扇状地の特色は、網 目状の流路が、一見無秩序なように走ると浴 。長池 I遺跡でも、調査

結果と、そのような扇状地の特性とが、矛盾しなかったようである。

-6-



第 2節 歴史的環境

発掘の調査の結果から、遺跡の性格一つ一つを取 り上げることも大切ではあるが、他方、各

遺跡のもつ性格を単純化して相互に比較検討することも必要ではなかろうか。そのような方針

のもと、遺跡の性格を「遺構と遺物」について、「どの時代のものJか、「存在する ;存在しな

い ;極めて多く存在する」に評価 し、それを比較検討したのが別表である。以下、別表を中心

に検討してみることを、本稿の大きな目的とすることとする。

更新世における高裕平野の歴史は、現在のところさほど明確ではない。近年の発掘調査によ

り、中間西井坪遺跡
α)(中

間町)から、比較的多 くの旧石器時代の遺物が発見された。また、雨

山南遺跡
②

(三谷町)、 西畠遺跡
0(生島町)でもナイフ形石器が、多 くの剣片とともに採集され

ている。これらの遺跡は、低地を見下ろす小高い丘陵もしくは、山麓部に立地する。さらに具

体化すれば、低地との比高差数十メートルという範囲に納まるといえよう。塩飽諸島の旧石器

時代の遺跡群も同様である。

これらの事実は何を語るのか。国分台、城山両遺跡というサヌカイ ト原産地に所在する例を

除いて、山地部と平地部には、旧石器時代の遺物は存在しないのか。それとも遺跡は存在する

が現在は発見されていないのだろうか。

旧石器時代の生活の基盤とするところは、平野部を見下ろす小高い丘もしくは山麓部である

が、旧石器時代の遺跡をあたかも死者の住まいである古墳の立地を分析するように、評価する

ことが妥当であろうか。本市で発掘を行った、井手東 I遺跡
④

(伏石町)、 蛙股遺跡
0(太田下

町)では、アカホヤ層が検出された。これまで平地部における地山と考えられていた黄褐色粘

質土層に、粥白な層序を持ってアカホヤ層が存在することを確認した。それより上部の黄褐色

粘質土層は、少なくともアカホヤ降灰以降、完新世の堆積であることが明らかである。

従って、井手東 I遺跡、蛙股遺跡のあた りでは、旧石器時代人の生活の舞台であった更新世

の面は、比較的浅 く、やや深 くに埋もれていることになる。ところで、両遺跡の近傍に位置す

る大池遺跡 (木太町)では、有舌尖頭器 2点が採集されている0。
更新世の面がおもいのほか、

浅いもしくは顔を出していると考えられる。このことから更新世の面は一様ではなく、場所に

よって凹凸の差があると推定される。現在の地形とはかなり違った地形であったことが類推で

きる。しかし、当時の地表は深 くうずめられているのでなく、さらに断片的な遺物が発見され

ていることから考えて、今後この地域において、旧石器時代はいうに及ばず、縄文時代草創期

から前期の遺跡が発見される可能性は、皆無ではないといえよう。また、更新世の終わ り頃に

おいて、既に安定した段丘面であったと推定される高松市南部の台地状の平野部には、現在の

ところ注目すべき遺跡は確認されていない。今後の調査によりこの地域で旧石器時代の遺跡が

-7-



発見されれば、丘稜性の山麓部のみに同時代の遺跡が立地するのではないことが、いっそう明

白になるであろう。

縄文時代を、アカホヤ降灰以前と以後に分けて考えてみる。現在のところ、アカホヤ以前の

遺跡は発見されていない。これについて、次の仮説を提案できる。遺跡が「存在する」という

仮説と、「存在しない」という相反する両説である。

旧石器時代と遺跡の少なさでは類似するが、決定的に違 うのは、表採 。発掘のいずれにせよ、

遺跡は発見されていないことである。皆無なのである。アカホヤ降灰は自然現象であり、人間

の営みによって生じたものではなく、これを歴史上の区分として利用するのは適当とは思えな

いが、高松平野においては降灰以前と、以後に大きな断絶を認めざるを得ない。

縄文時代の遺跡は、下司遺跡
0(東植田町)で、前期に属するとされる土器片が発見されてい

る。さらに後期になると、前田東中村遺跡
0(前田東町)は、注目土器を始めとして、多 くの上

器片が出上した。三谷三郎池 C遺跡0(三谷町)で幾つかの上器片が採集されている。これらの

遺跡は、高松平野の縁辺部に立地するのみで平野部中央付近からの出土は確認されていない。

これに続 く、晩期中頃の遺跡として、平野部の中央に居石遺跡
a①

(伏石町)が出現する。続い

て縄文時代晩期末に属する遺跡として、林・坊城遺跡
°つ

(林町)、 浴 。長池遺跡、浴 。長池 Ⅱ遺

跡
α動

(林町)、 井手東 I遺跡
④、井手東 Ⅱ遺跡は°

(伏石町)、 前田東中村遺跡 (前 田東町)な どが

判明している。これらの遺跡はいずれも発掘調査で発見されたもので、発掘例 (27例に対する

7例)で、26%の 出現率である。発掘調査実施場所は、現在における道路計画によって決定さ

れたものであり、縄文晩期人の生活によって決定されたものではないから、標本の扱い方、母

集団数等の資料操作に問題があるとは考えられるが、調査区の設定については任意性があると

考えられよう。従って、出現率は縄文晩期の遺跡の存在率に近いと推測することも可能である。

高松平野中央部においては、今後の発掘調査において、同様な傾向を示す可能性があることも

指摘しておきたいは0。

とすれば、縄文晩期において、山麓部、丘稜部という平地の縁辺部だけでなく、高松平野の

中央部がある程度広範囲に開発されていたことも証明できそうである。すなわち、居住範囲が

拡大していた、もしくは、拡大しつつあったと推定できよう。この傾向は弥生時代以降顕著と

な り、低地部の開発・集住が一般的となるようである。以上のことから、縄文時代晩期は高松

平野における一つの画期として想定したい。

次に、弥生時代前期だが、井手東 I遺跡 (伏石町)以外は、縄文晩期もしくは弥生時代草創

期の遺跡を引き継ぐ。集落の立地等、遺跡を形成する諸条件にあまり異変がないものと判断し

女とい。

この時期、浴 。長池 I遺跡の例で明らかなように、高松平野では、比較的規則正しい区画を
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もつ水田が出現した。浴・長池 I遺跡の近傍にも類似した水田が検出されている。浴・長池遺

跡 (林町)、 弘福寺領山田郡田図比定地遺跡■°
(林町)がそれで、いずれも、弥生時代中期以前

と推定される水田遺構で、以上の成果から、この時代すでに広範囲に水田が造成されていたと

推定できよう。

遺跡の出現状況の大きな変動は、弥生時代中期に認められる。中期前半は、井手東 I遺跡

(伏石町)、 浴 。長池 I遺跡、浴 。長池遺跡 (林町)等、前代に引き続いて存在する遺跡が認め

られるほか、浴・松ノ木遺跡・°
(林町)、 上天神遺跡°°

(上天神町)、 凹原遺跡
°働

(下多肥町)等

が、新たに出現する。弥生時代前期の集落が他地域に展開した姿を示すものと、解釈したい。

ところが、方生時代中期後半になると状況が一変する。平地部でこの時代に属する凹線文で装

飾された土器の発掘例が報告されているのは、僅かに、浴・長池遺跡 (林町)、 前田東中村遺跡

0(前田東町)のみである。その一方で、久米池南遺跡
は9(新田町)、 中山田遺跡9°

(池田町)、

屋島境内遺跡御)(屋島東町)な ど、高地性集落として把握できる遺跡の存在が顕著となる。そ

の他に市内では、女木島の鷲ケ峰遺跡
⑫

(女木町)、 招鉢谷遺跡
?°

(峰山町)、 伽藍山遺跡
?°

(御

厩町)等も高地性集落の候補にあげられる。これらはいずれも、集落性遺跡の空白地帯であっ

て、高松平野を見おろすことのできる小高い丘稜、もしくは山頂付近に位置 し、視界を確保す

る上では極めて優位な占地といえる。

このように、突然に出現した高地性集落に対して、平地性遺跡の数の上での減少は、「たまた

ま、そ うした遺跡を発掘していないだけ。」との、発掘調査実施に起因する偶然の減少として片

付けてよいのであろうか。

さて、弥生時代中期後半に消ける、このような特異な現象は、弥生時代後期の遺跡のあり方

を比べてみると、より鮮やかになる。後期になると、遺跡数が飛躍的に増加するとともに、質

的な充実も認められるようになる。

発掘調査例を述べると、中間西井坪遺跡
a)(中 間町)、 上天神遺跡

につ
(上天神町)、 居石遺跡

は①

(伏石町)、 塵紋胴遺跡
?9(伏石町)、 蛙股遺跡

⑤
(伏石町)、 大田下須川遺跡1261(太 田下町)、 井

手東 Ⅱ遺跡
は°

(伏石町)、 浴 。長池遺跡 (林町)、 浴 。長池 I遺跡
l121(林町)、 浴・松ノ木遺跡

°°

(林町)、 林坊城遺跡
°つ

(林町)、 六条上所遺跡
?°

(六条町)、 前田東中村遺跡
①

(前 田東町)、 天

満官西遺跡
?°

(松縄町)、 松縄下所遺跡
確9(松縄町)、 凹原遺跡

d°
(多肥上町)、 空港跡地遺跡

°°

(林町)、 葛谷遺跡
伽)(西植田町)、 久米池南遺跡

a。
(新田町)があげられる。久米池南遺跡例

は、住居址 1棟の単独の存在であり、例外として除くと中間西井坪遺跡から、葛谷遺跡まで、

平地もしくは台地状の占地をとる。また、大量の上器を出土するのも、これらの遺跡の特色で

ある。

さらに、表面採集で発見されたこの時期に属する遺跡としては、全国的にも著名な大空遺跡
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(新田町)をはじめとして、南谷遺跡
°°

(新田町)、 大池遺跡
G°

(木太町)、 竹元遺跡
°9(東植田

町)、 佐料遺跡
°°

(鬼無町佐料)、 是竹薬王寺遺跡
°り

(鬼無町是竹)等があげられる。これらの遺

跡では、いずれも大量の上器片が採集され、前述した遺跡の発掘調査成果との共通頂が認めら

れる。

ところで、土器出土量は、堆積期間、保存状態、人口、一人あたりの使用量等の要素によっ

て決定されると考えられよう。なかでも大きな問題となるのが、集落域における人口と、一人

あた りの上器使用量であろう。

先の発掘調査例でも述べたように、大量の出上の原因として、人口増に伴 う現象 (集落が飛

躍的に増加することに裏付けされた現象)と 個人の使用量の増加を想定できよう。当時の社会

において、大きな変革が起こったため、土器出土量の飛躍的な増加が高松平野において確認で

きるのであろう。

I日 縄 文 縄 文 変 換 弥 生 弥 生 弥 生 弥 生 古 墳 古 墳 古 墳 奈 良 平 安 中 世 中 世

石 器 アカホヤ アカホヤ 中 期 中 期

時 代 以 前 以 降 期 前 期 前 半 後 半 後 期 前 期 中 期 後 期 時 代 時 代 前 半 後 半

中間西井坪 匝 ◎ 回 ◎ 回 ○ □ ○ □ ◎ 回 ◎ 回 ○ □

薬王寺正箱 ◎ 固 ◎ 回

上天神 ◎ 回 ① 図

上天神 (新 ) ○ □ ◎ 回 ○ □

太田下須川 ◎ 団 ◎ 回 ○ □ ○ □ ○ □ ○ □

蛙股 ⑦ 図

居 石 ① 図 ①図 ① □ ① 図 ① 図 ① 図 ① 図

井手東 I ① 図 ○ 回 ① 図 ① 図 ① 図

井手東 ] ① 図 ① 匠

浴 。長池Ⅱ ① 図 ① 区 ○ □ ① 図 O図
浴・長池 ① 図 ① 図 ◎ 回 ◎ 回 ① 図 ① 図 ① 図 ① 図 ① 図

浴・松の木 ① 図 ① 図 ① 図 ① 図 O図 ① 図

林坊城 ◎ 回 O□ O□
六条上所 Э□ ○ □ ◎ 回

東山崎水田 ◎ 回 ◎ 回

前日東中村 ○ □ O□ ○ □ ○ □ ◎ 回 ○ □ O□ ◎ 回 ◎ 回 ◎ 回

天満宮西 ○ □

松縄下所 ① 図 ① 図 ◎ 回 ① 図

凹原 ○ 匡 ◎ 固 ① 図

弘福寺関係 ① 図 ① □ 区 ① 図 ① 図 厖

空港跡地 O□ ◎ 回 ◎ 回 OE ① 図 ◎ 回 O□ ○ □

諏訪神社等 ○ □ O□ ○ □ O□ ○ □ ○ □

久米池南等 OE OE ○ 匠 Э□

屋島 図 区 ○ □

光専寺山 □

中山田 ○ □ ○ □

葛谷 O□

少ないが存在     存 在    きわめて多く存在
①       O       ◎
図      □      回

第2表 高松平野所在遺跡時代別変遷表

構
物

遺
遺

-10-



いずれにしても、人口の増加があったことは、想定せざるを得ないのではないか。とすれば、

なおさら弥生時代中期後半の希薄さが浮かび上がるのである°°。

弥生時代後期に続 く古墳時代前期から中期になると、状況が再び一転する。前期の遺跡とす

れば、中間西井坪遺跡9)(中間町)、 居石遺跡
°°

(伏石町)、 大条上所遺跡?°
(六条町)、 空港跡地

遺跡 (林町)乃ミ、中期の遺跡としては、中間西井坪遺跡 (中間町)、 太田下須川遺跡
9°

(太田下

町)、 前田東中村遺跡③
(前 田東町)んミそれぞれあげられるが、これらの両時期の集落遺跡は、

平地部における弥生時代中期後半の分布状況と同様、希薄な存在であることが指摘できる。特

に古墳時代中期の希薄さは目立つところである°9。

では、古墳時代を象徴づける古墳の分布状況はどのようであろうか。高松平野を見下ろす、

小高い山や丘稜には、全国屈指の積石塚古墳群である石清尾山古墳群“
°

(峰山町ほか)のほか、

高松市茶臼山古墳
仰)(新田町ほか)、 横立山経塚古墳“

り
(中 山町)、 小日山 1号墳

a。
(三谷町)等

の前方後円墳が、あたかも各々のテリトリーを尊重して存在する
“
つ。

中でも、石清尾山古墳群は、その中の 1基である最古級の前方後円墳である鶴尾神社 4号墳

“
°

(西春日町)に よって先進性が示されるとともに、規模、内容において、他の古墳群と比べ圧

倒的優位に立つ。

なるほど、諏訪神社墳丘墓は0(東山崎町)と いう古墳に先行する墓制をもちにり、さらには畿内

的な性格が指摘されている高松市茶臼山古墳 (新 田町ほか)を出現させた高松市東部の勢力は

相当有力であったと考えられるが、全体として把握 した場合、規模が小さいことは否めない。

さらに他の周辺古墳の勢力の総和でもってしても、石清尾山古墳群を形成 した集団とは、経済

力において到底太刀打ちできるとは考えられないのである。さらに、範囲を広げて古墳時代に

おける讃岐国の他の集団と比べても、その造墓に費やされたエネルギーには莫大なものがある。

他と比較するすべもない。瀬戸内海沿岸部でも特筆される存在と考えられる。

次に、中期とその前後に属すると考えられるものとして、船岡山古墳“
°

(香川郡香川町)、 三

谷石舟古墳“
9(三谷町)、 高野丸山古墳

69()|1島本町)、 尾越古墳 。大亀古墳
0)(西植田町)、 西尾

神社古墳・
う

(十川東町)、 白山神社古墳
6°

(木太町)、 長崎鼻古墳
6°

(屋島西町)、 女木丸山古墳

6°
(女木町)、 住吉神社西古墳

60(神在川窪町)、 今岡古墳
6叡5o(鬼無町佐料)、 相作牛塚古墳

69

(飯田町)、 がめ塚古墳
°゙

(勅使町)、 御厩天神社古墳 (御厩町)、 中間西井坪遺跡
°)(中

間町)、

本尭寺北古墳
⑫

(西山崎町)が、それぞれの規模の大小等、内容に相違はあるが、高松平野の各

地域に比較的一様に散在する。そこには前期における石清尾山古墳群のような傑出した存在は

認められない。わずかに、三谷石舟古墳から高野丸山古墳を続けて築造した集団が卓越するの

みである。
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第1図 主要遺跡分布図 (そ の1)
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第2図 主要遺跡分布図 (その2)



第3図 主要遺跡分布図 (そ の3)



第4図 主要遺跡分布図 (そ の4)
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たとえば、石清尾山古墳群 (峰山町ほか)の卓越化は、それを支える相当規模の集落の存在

を暗示する。従って、石清尾山塊からやや離れた高松平野中央部においては、集落が石清尾山

の周辺に統合されたため、集落遺跡そのものが検出されないとも考えられる。しかし、特定の

集団の政治的卓越によって、一定の地域に支配下の住民を集めることが、容易にできるのであ

ろうか。普通、住民・集落の集中化というより、政治的な影響力の拡大という手段によって、

権力の拡大が図られさらには確立がなされるのであろう。また、石清尾山古墳群の中期におけ

る勢力の衰退を考えると、中期集落遺跡の希薄さの説明材料にはならない。

古墳時代前期から中期にかけて、急速に人口が減少したとの仮説を立ててみよう。前述 した

古墳各々が、どの程度の動員力をもって築造されたのかが判引しないことには、結論的なこと

がいえないが、仮に、長期間の工期をもって築造するならば、投入される作業員の 1日 あた り

の人数は、過小であって当然である。当時、小さな古墳を造るだけでも大土木工事であったろ

うことは、容易に推察できるが、人口が多 くない場合には、工事に長期間を設定すれば問題は

ないともいえる。従って、先の仮説が成立する可能性もある。   ‐

遺跡地名表

1 西畠遺跡

2 横立山経塚古墳

3 横立山東麓古墳群

4 弾正原古墳跡

5 住吉神社西古墳

6 勝賀廃寺

7 是竹薬師遺跡

8 鷹ケ峰遺跡

9 女木丸山古墳

10 長崎鼻古墳

11 屋島寺境内遺跡

12 下ノ山遺跡 (銅鉾出土地)

13 かしが谷 2号墳

14 佐料遺跡

15 今岡古墳

16 平木古墳群

17 大塚古墳

18 古宮古墳

19 御厩大塚古墳

20 伽藍山遺跡

21 中間西井坪遺跡

22 正箱薬王寺遺跡

23 本尭寺北古墳

24 相作牛塚古墳跡

25 がめ塚古墳

26 片山池窯跡

27 坂田廃寺

28 南山浦古墳群

29 浄願寺山古墳群

30 猫塚古墳

31 石清尾山 9号墳

32 招鉢谷遺跡

33 鶴尾神社 4号墳

34 姫塚古墳

35 石船塚古墳

36 鏡塚古墳

37 北大塚古墳

38 稲荷山姫塚古墳

39 稲荷山北端古墳

40 上天神遺跡

41 太田下須川遺跡

42 塵紋銅遺跡

43 天満 。宮西遺跡

44 松縄下所遺跡

45 蛙股遺跡

46 居石遺跡

47 井手東 I遺跡

48 井手東 I遺跡

49 浴・長池 I遺跡

50 浴 。長池遺跡

51 浴・松ノ木遺跡

52 大池遺跡

53 弘福寺領関係遺跡発掘地

54 白山神社古墳
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55 林坊城遺跡

56 六条上所遺跡

57 東山崎水田遺跡

58 諏訪神社墳丘墓

59 諏訪神社旅所遺跡

60 川添浄水場遺跡

61 高松市茶臼山古墳

62 久米池南遺跡

63 山下廃寺

64 山下古墳

65 久本古墳

66 北山古墳跡

67 瀧本神社古墳

68 長尾古墳群

69 南谷遺跡

70 大空遺跡

71 前田廃寺

72 前田東中村遺跡

73 潮満塚古墳

74 凹原遺跡

75 空港跡地遺跡

76 拝師廃寺

77 田村神社旅所遺跡

78 船岡古墳

79 雨山南遺跡

80 小日山 1号墳

81 平石上古墳群

82 矢野面古墳

83 三谷三郎池西岸窯跡

84 三谷二郎池 C遺跡

85 石舟池古墳群

86 三谷石船古墳

87 三谷通谷遺跡

88 高野丸山古墳跡

89 高野廃寺

90 光専寺山遺跡

91 西尾天神社古墳

92 中山田遺跡

93 尾越古墳

94 大亀古墳群

95 下司廃寺・下司遺跡

96 竹元遺跡

97 植田八幡社古墳

98 公渕池窯跡群

99 円養寺遺跡

100 葛谷遺跡

いずれにしても、古墳時代後期になると、再び集落遺跡および水田の生産遺跡は増加してく

る。

中間西井坪遺跡①
(中間町)、 上天神遺跡αり

(上天神町)、 太田下須川遺跡?0(太田下町)、 居石

遺跡・
°

(伏石町)、 浴 。長池遺跡 (林町)、 浴・松ノ木遺跡■0(林町)、 前田東中村遺跡
0(前田東

町)、 空港跡地遺跡
°ω

(林町)、 中山田遺跡
2°

(池 田町)、 葛谷遺跡
口)(西植田町)な どである。

さらに、横穴式石室の飛躍的な増加も確認できる。巨石墳もしくは、それに準ずる大型の横

穴式石室には、弾正原古墳“
°

(中 山町/滅失)、 古官古墳・°、大塚古墳。9(鬼無町山口)、 御厩大

塚古墳°9(御厩町)、 矢野面古墳6°
(三谷町)、 潮満塚古墳

6働
(前田東町)、 久本古墳°9、 山下古墳

Tω、小山古墳仰)(新田町/小山古墳は滅失)等が、各地に散在する。これらは、単独で立地する

もの、グループとして立地するもの、他の小型の横穴式石室墳とグループをなして立地するも

の等様々である。

また、平木古墳群TD(鬼無町山口)、 平石上 2号墳C°、三谷石舟池古墳群“
°

(三谷町)、 石清尾

山古墳群α9(峰山町ほか)、 南山浦古墳群t°
(西春日町)、 浄願寺山古墳群T°

(西 春日町・飯田

町)、 植田八幡神社古墳群『0(東植田町)、 平尾古墳群C°
(前田東町)、 長尾古墳群Gω・漆谷古墳群

側)(高松町)等が、極めて多く存在する中・小型古墳の中で、比較的内容が判明している古墳
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群もしくは古墳である°う。横穴式石室墳が、地域の有力者の墳墓であるならば、これには有力

者の居住した集落との間に関係が存在するはずである。一方、横穴式石室墳は、群集する傾向

がある。ある一定の集落の有力者が共同で墓域を設定したのが、古墳群であると推定できよう。

では、ある一定地域とは、どのような広が りが設定できるのだろうか。

高松平野の中央部は、横穴式石室墳の空白地帯である。もともと築造されなかったのであろ

うか。先に記載した古墳は、御厩大塚古墳を除いていずれも山麓地帯に立地する。しかし、集

落遺跡が発見されることは、墳墓が存在するはずである。

すべての集落が、横穴式石室墳を築造できる経済と政治力をもった階層が存在したとは限ら

ないが、今後、平野部において横穴式石室墳もしくは、それに類似した墓制が発見されるであ

ろう。平野中央部では、石室構築用の石材を得ることは不可能に近いなど、石材の運搬等工事

としては、非常に大がか りで難しい。しかし、郷のまとまりが次の時代に成立 し、中には現在

の地区に繋がる例もあることを考えれば、郷域の紐帯はきわめて強いと考えたほうが妥当であ

る。従って、郷域の外部に墳墓を造営する可能性は少ないのではないか。郷に墳墓が対応する

としたら、平野部に横穴式石室が存在したことが、帰納的に推測できるのである°°。

古墳時代後期に増加傾向のある遺跡は、奈良時代に至っては、確実に増加する。中間西井坪

遺跡
°)(中

間町)、 薬王寺正箱遺跡
G°

(壇紙町)、 上天神遺跡・
°

(上天神町)、 太田下須川遺跡
9°

(太田下町)、 居石遺跡
Qい

(伏石町)、 浴・長池 I遺跡
α動

(林町)、 浴・長池遺跡 (林町)、 旧空港

跡地遺跡
G°

(林町)、 前田東中村遺跡
0(前田東町)、 天満宮西遺跡

?°
(松縄町)、 松縄下所遺跡

¢°
(松縄町)等が、現在までの発掘調査によって知られている。さらに、下司廃寺(8〕

(東植田

町)、 拝師廃寺
8°

(林町)、 前田廃寺(80(前田東町)、 山下廃寺(80(新 田町)、 坂田廃寺
$働

(西春日

町)、 勝賀廃寺
°°

(香西西町)、 等の寺院遺跡が存在し仰X9か
、なかでも、坂田廃寺は片山池古窯址

群
C働

(西春日町)の存在もあって注視すべきである。また、日本書紀に天智 6年 (667)の 築城

記事が見える屋島城跡eり、弘福寺領讃岐国山田郡田図比定地遺跡9°
(林町)も 注 目されよう。

これらで特徴的なのは、遺跡そのものが、個性的になってくることである。例えば、薬王寺

正箱遺跡では官舎もしくはそれに準ずるような掘立柱建物が検出された。南海道にも近 く注目

される遺跡である。また、松縄下所遺跡では、平安時代の初期に廃絶した道路沫遺構が検出さ

れた。

特に、裕縄下所遺跡で、検出された道路状遺構は、現在の条里地割に方位が一致することか

ら、条里に関係があるものと解釈できる。松縄下所遺跡だけの特別な事情ではなかろう。さら

に道を形成する溝が用水路として水田農耕と密接に関係があるならば、生産の場としての水田

が確実に増えていったことの傍証にもなろう。

平安時代になると、顕著な変化は認められないようである。中間西井坪遺跡ω
(中 間町)、 薬
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王寺正箱遺跡G°
(壇紙町)、 太田下須川遺跡

¢0(太田下町)、 蛙股遺跡0、
居石遺跡・

°、井手東 I

遺跡0(伏石町)、 浴・松ノ木遺跡
°°
、林坊城遺跡

αり、弘福寺領讃岐国山田郡田図比定地域°°
(林

町)、 前田東中村遺跡
0(前田東町)等があげられ、大部分は前時代の継続のようである。

次に、中世前半になると中間西井坪遺跡
°)(中

間町)、 薬王寺正箱遺跡
G°

(壇紙町)、 上天神遺

跡Q°
(上天神町)、 太田下須川遺跡

9°
(大田下町)、 蛙股遺跡

0、
居石遺跡

Qり
、井手東 I遺跡

ω
(伏

石町)、 浴 。長池遺跡、浴・松ノ木遺跡
は°

(林町)、 大条上所遺跡
?ゆ

(六条町)、 東山崎水田遺跡

ω動
(東山崎町)、 前田東中村遺跡

0(前田東町)、 松縄下所遺跡?9(松縄町)、 凹原遺跡°D(多肥下

町)、 旧空港跡地遺跡
GO(林

町)等があげられる。

ところが、中世後半になると第 3の 画期がみとめられる。すなわち、水田遺構の検出された

弘福寺領讃岐国山田郡田図比定地遺跡⑬
(林町)は別として、わずかに東山崎水田遺跡C°

(東山

崎町)の存在が知られるのみである。

弥生時代中期後半、古墳時代から中期に続いて中期後半も、現在までの発掘データでは、時

間的な空白を認めることができる°9。

これらの理由を、ここで明らかにすることは不可能である。今後のいくつもの発掘調査例を

まとめることによって、この傾向が正しいのか否かを検証する必要があろう。

ただ、一点だけ指摘 しておきたい。弥生時代中期後半は高地性集落の登場する時代で、魏志

倭人伝に記載のある倭国大乱にあてて考える説もあるように動乱の時代とされている。また、

中世後半は、南北朝時代から戦国時代にいたる、これまた歴史上類を見ない動乱の時代である。

とすれば、古墳時代前期から中期にかけても、高松平野では何らかの政治的な変動が起こって

いたと考えられないだろうか。宋書倭国伝には記載されている倭国武の奏上文には、「音 より

祖爾男ら甲冑を環き、山川を政渉して寧処に違あらず・・・」とある。古墳時代前期は、日本

が統一されるという大きな歴史の変動があったのではなかろうか。幾多の戦乱が、高松平野の

遺跡の消長の一要素となっているとするのは、余 りに飛躍であろうか。

今回、高松平野で蓄積されつつある発掘調査のデータを大雑把に、グローバルな視点で見る

ことを試みてみた。分析法に対する不統一さ、未経験等に問題があり、さらには、非合理的か

つ自ままな解釈を行ってきたと思 う。発掘された遺跡は、数多い遺跡の中の一つに過ぎず、全

体を代表するものではない。遺跡一つ一つの分析も大切であるが、グローバルな視点でみる必

要があることを、今後のいましめとしておきたい。
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「新編 香川叢書 考古編」 香川県教育委員会 1983

「香川の前期古墳」 日本考古学協会昭和58年度大会香川県実行委員会 1983

(42)寒川知治  「横立山経塚古墳 香川県埋蔵文化財調査報告 昭和54年度」 香川県教育

委員会 1984

(43)

丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(44)高松市茶臼山古墳に先行して、北山古墳 (岩田隆・西谷れい子  「高松市北山古墳発掘

調査概報 文化財協会報特別号十一」 香川県文化財保護協会 1969)が、築造された。

(45)渡部切夫・藤井雄三  「鶴尾神社 4号墳調査報告書」 高松市教育委員会 1983

(46)1989 高松市教育委員会 発掘調査実施

「香川県埋蔵文化財調査年報平成 2年度」 香川県教育委員会 1991

(47)この他、弥生時代終末から古墳時代初頭にかかる墳墓 として、円養寺遺跡 (松本豊胤

「高松市円養寺遺跡調査概報J 円養寺遺跡発掘調査団 1971)が、知られている。

(48)廣瀬常雄  「香川町・船岡山古墳調査報告書」 香川県教育委員会 1983

(49)國木健司  「三谷石舟古墳測量調査報告書」 高松工芸高校郷土史研究会 1992.

(50)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(51) 「新編 香川叢書 考古編」 香川県教育委員会 1983

(52)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(53)1985 高松市教育委員会 発掘調査実施

丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(54) 「新編 香川叢書 考古編」 香川県教育委員会 1983

(55)森井正  「高松市女木島丸山古墳・香川県文化財調査報告 第 8」  香川県教育委員会

1966

(56)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983
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(57)香川県史蹟名勝天然紀念物調査会  「今岡古墳 史蹟名勝天然紀念物調査報告第 1編第

5」 香川県 1922

讃岐古墳文化研究会・森下浩行  「高松市鬼無町今岡古墳とその組合式陶棺・香川考古

創刊号」 香川考古刊行会 1983

(58)今岡古墳に先行して、かしが谷 2号墳 (藤井雄三  「かしが谷 2号墳・ 3号墳発掘調査

報告書」 高松市教育委員会 1986)が、築造された。

(59)高松市教育委員会 。文化振興課  「相作牛塚 文化高松第 6号」 高松市文化協会 19

84

(60) 「石清尾山塊古墳群調査報告」 高松市教育委員会 1973

(61)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(62)上原準―  「特殊なる形式の甕棺を発見したる讃岐国円座村山崎の古墳に就いて 考古

学雑誌第11号 。第 6号」 1921

(63)松浦正一  「下笠居村史」 下笠居村史編纂委員会 1956

(64)1984 香川大学 調査実施

丹羽佑―  「古宮権現神社古墳発掘調査速報 勝賀城跡保存会だより」 勝賀城保存会

1985

(65)1987 香川大学 調査実施

(66) 「新編 香川叢書 考古編」 香川県教育委員会 1983

(67)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(68)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(69)1975 香川県教育委員会 。高松市教育委員会 発掘調査実施

松本敏三  「久本古墳・横穴式石室の一例 教育香川」 香川県教育委員会 1977

「新編 香川叢書 考古編」 香川県教育委員会 1983

(70)大山真充  「高松市・山下古墳調査報告」 香川県教育委員会 1980

(71)小竹一郎  「古高松郷土誌」 古高松郷土誌編集委員会 1977

(72)1983 香川大学 調査実施 ただし、平木 1号墳については、1989 高松市教育委員会

が試掘調査を実施している。

香川大学教育学部歴史学研究会  「鬼無町平木古墳群 文化高松第 6号」 高松市文化

協会 1984

川畑聰  「平木 1号墳試掘調査報告書」 高松市教育委員会 1990

(73)1986 高松市教育委員会 発掘調査実施

丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983
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(74)1989～ 1992 高松市教育委員会 発掘調査実施

1989 時期不祥の箱式石棺検出

1990 前期もしくは中期と考えられる古墳の主体部検出

1991～ 1992 後期の横穴式石室を持つ群集墳を検出。確実なもの 9基

(75) 「石清尾山塊古墳群調査報告」 高松市教育委員会 1973

(76)藤井雄三ほか  「南山浦古墳群調査報告書」 高松市教育委員会 1985

(77) 「石清尾山塊古墳群調査報告」 高松市教育委員会 1973

浄願寺山 8号墳・10号墳については、1985 香川大学 調査実施

(78) 「山田町史」 山田町史編集委員会 1968

(79)松本敏三・岩橋孝  「讃岐青銅器図録」 瀬戸内海歴史民俗資料館 1983 ほか

(80)小竹一郎  「古高松郷土誌」 古高松郷土誌編集委員会 1977

(81)1989 高松市教育委員会 発掘調査実施

(82)これらの後期古墳の他に注目される存在が、香川県内で最も新しい積石塚古墳と考えら

れている横立山東麓 1号墳 (川畑聰  「横立山東麓 1号墳 高松市文化財調査報告書」

高松市教育委員会 1991)で ある。

(83)本文中には触れていないが、須恵器窯として、三谷二郎池西岸窯跡 (「香川県埋蔵文化財

調査年報昭和58年度」 香り|1県教育委員会 1984/初期須恵器の窯跡)や、公淵池窯跡群

(松本敏三・岩橋孝  「香川県古代窯業遺跡分布調査報告 I 瀬戸内海歴史民谷資料館紀

要第 2号」 瀬戸内海歴史民俗資料館 1985)等が、あげられる。

(84)1992 香川県教育委員会 発掘調査実施

「香川県埋蔵文化財調査年報平成 2年度」 香川県教育委員会 1991

(85) 「新編 香川叢書 考古編」 香川県教育委員会 1983

(86)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(87)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(88)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化J 高松市 1983

(89)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(90)丹羽佑―・藤井雄三  「高松の古代文化」 高松市 1983

(91)古代寺院に関しては、

藤井直正 「讃岐国古代寺院跡の研究 古文化論叢 (藤澤一夫先生古希記念論集)」 1983

濤渕茂樹  「仏教文化の繁栄 1 讃岐の歴史」 香川地方史研究会 講談社 1975

等を、参考にされたい。
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(92)これらの寺院の他に、多肥廃寺の存在もとかれている。(伊達伍 f三木一夫  「多肥郷土

史 後編」 多肥郷土史編集委員会 1981)

(93)香川県史蹟名勝天然紀念物調査会  「     史蹟名勝天然紀念物調査報告第 1編第

5」 香川県 1922

(94) 「屋島城跡」 高松市教育委員会 1981

(95) 「高松東道路建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書 東山崎・水田遺跡」 香川県教育

委員会ほか 1992

(96)横穴式石室の調査において、古代末から中性に属する遺物が出土することが多い。

なかでも、神高池北西古墳 (鬼無町山口所在 1987 高松市教育委員会 発掘調査実

施)は、古墳時代の属する遺物はほとんど無いが、中世に属する遺物は、コンテナにして

10箱余 りの異常とも思える大量の遺物を得た。その他、古官古墳、平木 1号墳、南山浦 9

号墳、■号墳、平石上 2号墳、久本古墳等からも、同時期の遺物を検出している。大型の

横穴式石室を持つ古墳に、比較的事例が多いようである。
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第 3章

調査の結果





第 1節 調査区の設定

調査箇所の設定に当たっては、本来であれば事前の試掘調査によって埋蔵文化財の有無、性

格、密度等を勘案の上行 うべきところである。しかし前述のとお り、調査着手の前提となる区

画整理仮換地指定が 7月 とな り、これを起点として正規の手順に沿っていると調査期間の確保

が困難になることから、前年度 (昭和63年度)ま での周辺部での調査結果 (国庫補助事業によ

る太田第 2土地区画整理事業地を対象とした試掘・分布調査)を判断材料として本調査に踏み

切った。結果として大規模発掘調査、発掘工事発注に関わる設計事務、契約事務等これまで未

知であった諸手続きにことのほか煩わされて肝心の調査の期間、精度等の点で著 しい犠牲を強

いられた形となった。ただし、仮換地指定後立ち入 り可能な箇所については、調査着手直前の

平成元年 8月 に、調査予定地も含めて事前の試掘調査を実施し、可能な限 り円滑に調査が進行

するよう努めた。

以上の経緯を経て平成元年度の調査地は林町 番地一帯とした。大田第 2土地区画整理事業

地の東を限る県道15号線 (旧高松空港線)か ら西へ約 200m入 った地点から東西約 200m、 南

北約40m、 面積約 7,500∬である。

調査杭は、道路幅員の南辺を基線として10mお きに打設した測量杭を利用 して20mメ ッシュ

に設定し、西から順に配 1～ 12f北から南へ向けてA～ C列 とした。調査杭に利用されなかっ

た中間の測量杭についても、必要に応 じて調査杭±10mで採番 し、グリッドは南東隅の杭血を

用いて “A4"の ように表 した。

調査地内の区画については、調査地ほぼ中央を南北に通 じる里道と、幅員のほぼセンターに

近いB列を境として 4区に分け、北西、北東、南西、南東の順で 1～ 4区 とし、この順に調査

を進めていった。調査区を南北に分けたのは、平野部の地形が河川流路等によって南北に連続

する傾向が強いために、前半段階での調査所見を参考にして後半の作業能率の向上がはかれる

と判断したことと、調査区外に排土置場が確保できなかったために、掘削土の仮置と埋め戻 し

の省力化を図ろうとしたことによる。

実際、調査着手前の推定では、調査区東半 (2・ 4区)は長池から大池につながる旧河道の

流路内、西半 (1・ 3区)は微高地と考えられてお り、調査の結果も西半において弥生前期か

ら中期にかけて埋没 した旧河道 (谷状地形)が潜在 していたことを除けば事前の推定を大きく

裏切るものはなかった。したがって後述の報告については、原則として西半 (1・ 3区 )、 東半

(2・ 4区)をそれぞれまとめて扱 うこととする。
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第 2節  遺跡の概要と層序

1 遺跡の概要

前述のとお り調査区は東西 200mにわたる狭長なもので、平野の扇端部から沖積平野に移行

する部分を横断しているため、地形的には旧河道と微高地が交互に展開する様相を呈する。そ

して、ここ浴・長池遺跡では、 2・ 4区が下池から長池、大池 (木太新池)と 続 く香東川の旧

河道を分断していた。

旧河道は幅 150mに もおよび、東半部は隣接する浴・松ノ木遺跡にまでおよんでいる。旧河

道最深部には弥生時代中期中葉を中心とする濃密な遺物包含層がみられたはか、以後、河道が

埋没するにつれて平安時代から中世を経て近現代に至るまでの水田層が重層して確認された。

このうち、面的に畦畔の検出を試みた平安から中世にかけての 3面は、いずれも旧河道の凹地

の起伏に応 じて畦畔を設けた不定形で小面積の水田区画を施したもので、数力所の水口と畦越

しによって水配 りをしていたと考えられた。

一方、西側の 1・ 3調査区は河岸の微高地部分にあた り、現地表面から約40clll下層の砂礫質

の遺構面に弥生時代中期前半の集落跡 (竪穴住居跡、掘立柱建物跡、周濤墓)が確認された。

そして遺構面を構成する砂礫層の下層には 1・ 3区を南西から北東に横切るかたちで幅約20m

の河道状の凹地が存在 し、底部付近には縄文晩期から弥生前期にかけての遺物包含層がみられ

た。凹地の埋土は黒色のシル トと細砂がラミナ状に互層に堆積 してお り、畦畔状の隆起も数カ

所確認できたが、断面観察のみにとどまリプラントオパールも確認されなかった。

2層  序

(1)1・ 3区 (SR02)

調査区は、中央部を貫流する旧河道 (SR02)と その両岸の微高地に大別できる。SR02は、調査

区を南西から北東に向かってS字状に蛇行する。遺構検出面での川幅は約28～ 36m、 最深部は

現地表下約 3mを測 り、36層 の推積を確認した。すなわち、la層現耕作上、lb層現耕作土床上、

2a・ 2b層灰黄色シル ト質極細砂、3a。 3b層黄色シル ト質極細砂、4a・ 4b層暗褐色砂礫、5b層灰

黄褐色砂礫、6a層暗赤褐色細砂～砂礫、6b層灰色粘質シル ト、7a～ 31a層黒色シル ト、7b～ 3

lb層黒色～灰黒色細砂～シル ト、32層黒色シル ト、33層黒色シル ト、34層黒灰色細砂、35層灰

色粗砂礫、36層灰黄褐色砂質シル トである。

このうち、 2・ 3層は近世頃の水田層、4a層暗褐色砂礫層は、層厚約10clnを測る 6～ 7世紀

の包含層である。 5層灰黄褐色砂礫層は、最も厚い部分で層厚 lmに も及ぶ洪水堆積層で、SR



02の形骸をかろうじてとどめる凹地を完全に平坦化している。上面は弥生時代前期末から中期

後半期の遺構面となっている。 7層以下は、黒色シル トの土壊層と洪水堆積層がラミナ状の互

層とな り、短期間に埋没 していったものと考えられる。本書中ではSR― 旧河道―として扱って

いるが、本来的には、いずれかの一時期に小河川として機能したことがあったにせよ、微高地

上の谷状の地形が短期的な洪水によって埋没 したものと考えたい。この傍証としては、推積層

中にかな り大規模な洪水によって一気に堆積 したとみられる層位が何層かみられること、現地

表面のレベルから復元した等高線図が、調査区内においては微妙な凹地状の地形を表 している

が、南側の調査区外ではヨンターラインが凹地状の湾入を示さず直線状に流れるようになる等

の事実が指摘できる。

12)2。 4区 (SR01)
2・ 4区の大部分は旧河道の氾濫原にあたる。当該旧河道は、現地形においては遺跡周辺部

の分ヶ池、下池、長池、大池、ガラ池 (消滅)と いった溜池にその名残をとどめてお り、当時

は現香東川の本流として高松平野の中央部を貫流していたものと思われる。

旧河道は、地図上では全幅 150mにおよび、東接する浴・松ノ木遺跡にまで及んでいる。河

床の平均的な深さは80clll前後で、河床域の東西両端部と中央部の 3箇所に主流路が認められる。

西端の流路はt今回の調査で弥生時代中期から後期にかけての大量の遺物の出土をみた河筋で、

幅約13m、 最深部は西際の河岸直下で現地表下約 2.5mである。中央部の河筋は、 1区東端に

あた り、一部調査区外に逃げるが、幅12m以上 (推定約25m)、 深さは 1.2mま でが確認できて

いる。この河筋の西側に隣接して白色粘土層からなる中洲状の微高地が東西幅40m、 南北長10

mにわたって、ほぼ 1区を遮るような形で北から張 り出してお り、河床域を東西に分岐してい

る。微高地上には遺構遺物の確認はできなかった。東端の河筋は、浴 。松ノ木遺跡に調査区が

移るため、後日詳細に報告を予定しているが、幅約20m、 最深部約 4mの流路に弥生時代後期

以降の遺物包含層、水田層等が検出されている。

浴。長池遺跡のSR01では26層 の上層が確認できた。すなわち、la層現耕作土、lb層現耕作土

床土、2a層灰白色シルト質極細砂 (5Y72)、 2b層灰白色シルト質極細砂 (5Y7/2)、 3a層灰褐色
シルト質極細砂 (10YR6/1)、 3b層灰褐色シルト質極細砂 (10YR6/1)、 4a層灰黄色シルト質極細

砂 (2.5Y71)、 4b層灰黄褐色極細砂質シルト(10YRγ2)、 5a層褐灰色極細砂質シルト(5YR5/1)、

5b層褐灰色極細砂質シルト(2.5YR5/1)、 6a層褐灰色極細砂質シルト(2.5YR5/1)、 6b層褐灰色極

細砂質シルト(2.5YR5/1)、 7a層褐灰色極細砂質シルト(2.5YR5/1)、 7b層褐色極細砂質シルト

(7.5YR4/6)、 8a層暗褐色極細砂質シルト(7.5YR3/4)、 8b層暗褐色極細砂質シルト(7.5YR74)、

9a層極暗褐色極細砂質シルト(7.5YR2/3)、 9b層極暗褐色極細砂質シルト(7.5YR2/3)、  10a層黒

色極細砂質シルト(10YRl,71)、 10a′ 層黒色シルト質中砂 (10YRl.7/1)、  10b層黒褐色シルト
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質極細砂 (2.5Y3/1)、  1la層黒褐色シルト質中砂 (2.5Y3/1)、  1lb層黒褐色シル ト質中砂 (2.

5Y3/1)、 12層黒色極細砂質シルト(2.5GY2/1)、 13層オリーブ黒色粗砂(7.5YR3/2)、 14層灰色粘

土(N6/1)で ある。

第 1層 は現耕作上である。常に耕作が及ぶ a層 と一時的な深耕によるb層に分かれる。第

2～ 4層は近世の耕作上である。基本的には第 1層 と同様 a,b2層 に分かれるが、 a層の深耕

によりb層を失っているもの、上層の耕作が下位の上層下にまで達するものなど変化に富んで

いる。 5。 6層は中世の水田層である。 a層は水田耕土層で上面に畦畔の隆起が確認できる。

b層は洪水堆積層で水田層の床土となっている。 7・ 8層 も水田層、7a層上面では上層からの

削平等により畦畔は確認できなかった。8a層上面には畦畔の盛上りが見られる。奈良平安頃と

見られる遺物が出土している。 9層 も7・ 8層 と近似した層相であるが、旧河道の流路部分の

みでの堆積で水田層とは認定できなかった。10層以下は旧河道晩年期の洪水堆積層で流路部分

のせまい範囲にのみ堆積している。10層 には泥炭化したa層がみられるが、他の層では砂映質

のb層 しか見られない。11層 は弥生前期末から後期初頭にわたる濃密な遺物包含層、13層は遺

物の出土はないがクスギ材の倒木が埋没していた。

(0 2・ 4区 (SR01西岸微高地上)

SR01西側の河岸上で、 2・ 4区の西端20mの部分にあたる。東側はSR01に 向かって急傾斜で

落ち込み、現地形でも約50c14の 高低差を確認できる。西側は微高地で、わずかずつ高くなって

いき、 1・ 3区西端との高低差は約30clllを測る。現地表下70cmで微高地の基底部 (最終遺構

面)を形成する灰黄褐色准土層に達する。この間に 6層の土層が確認できた。現耕作上を除い

て上層からla層、2a層灰白色シル ト質極細砂 (2.5Y72)、 3a層明責褐色シルト質極細砂 (2.5Y

6/8)、 4a層黒褐色シルト質細砂 (2.5Y3/2)、 4b層黄褐色細砂 (2.5Y5/3)、 5a層暗灰褐色シルト

質細砂 (2.5Y72)、 6a層黒色粘土 (2.5Y2/1)、 6b。 6c層灰黄～灰褐色粘土(2.5Y72～ 8/1)であ

る。 1～ 3層は近世以降の水田層、4a層は遺物の包合はないが、4b砂層上面で確認されている

遺構の時期から弥生時代中後期頃の上壊層と考えられる。4b層は洪水砂層である。5a層 はやや

土壌化のすすんだ地表層で、弘福寺領讃岐国山田郡田図比定地の発掘調査では同様の層位に弥

生時代後期前半頃の不定形小区画の水田が営まれていた。6a層は弥生前期の定形の水田面を形

成する。

なお、土層の注記にあたっては、基本的には立命館大学 高橋 学氏のご指導によったが、

一部に標準土色帳によらない、従来の上色注記で済ませた部分等もあって統一がとれていない。

将来的には標準土色帳及びウェントワース粒径区分による土層注記で統一 していくことが資料

的な客観性を高める上でも適当と考えられ、現実、調査員も各個日々の調査業務の中でその方

針に沿 うべく研鑽中のところであり、暫時ご容赦戴きたい。
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土層名 (第 6・ 7図 )

la現耕作土

lb現耕作土床上

2a。 2b灰黄色シル ト質極細砂

3a。 3b黄色シル ト質極細砂

4a,4b・ 4a'暗褐色砂礫

5b灰黄褐色砂

6a暗赤褐色細砂～砂礫

6b灰色粘質シル ト

7a～ 31a'7a'黒色シル ト

7b～ 31b黒色～灰黒色細砂―シル ト

32黒色シル ト

33黒色シル ト

34黒灰色細砂

35灰色粗砂礫

36灰黄褐色砂質シル ト

隅
n

第6図 1・ 3区基本土層図 (そ の1)
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第7図 1・ 3区基本土層図 (そ の2)
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第8図 2・ 4区基本土層図 (そ の1)

土層名 (第8～ 10図 )

la現耕作土

lb現耕作土床上

2a・ 2b灰白色シルト質極細砂(5Y7/2)

3a,3b灰褐色シルト質極細砂(10YR6/1)

4a灰黄色シルト質極細砂 (2・ 5Y7/1)

4b灰黄褐色極細砂質シルト(10Y R6/2)

5a褐灰色極細砂質シルト(5Y R5/1)

5b～ 7a褐灰色極細砂質シルト(2 5YR5/1)

7b褐色極細砂質シルト(7 5YR4/6)

8a・ 8b 暗褐色極細砂質シル ト(7 5YR3/4)

9a。 9b 極暗褐色極細砂質シル ト(7 5YR2/3)

10a黒色極細砂質シル ト(10YRl_7/1)

10a'黒色シル ト質中砂(10YR1 7/1)

10b黒褐色シル ト質極細砂 (2.5Y3/1)

1l a。 1l b黒掲色シル ト質中砂 (25Y3洵 )

12黒色極細砂質シル ト(2 5GY2/1)

13オ リーブ黒色粗砂(7 5YR3/2)

14灰色粘土(2 5GY2/1)
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第9図 2・ 4区基本土層図 (そ の2)
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第10図 2・ 4区基本土層図 (そ の3)
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土層名(第 11図 )

19灰 白色シルト質極細砂(25Y8/2)

2a灰白色シルト質極細砂(25Y8/2)

3a明黄褐色シルト質極細砂(2.5Y6/8)

4a黒掲色シルト質細砂(25Y3/2)

4a黄褐色細砂 (2.5Y R5/3)

5a暗灰褐色シルト質細砂(25Y4/2)

6a黒色粘土(25Y2/1)

6b・ 6C灰黄色～灰白色粘土(25Y7/2～ 8/1)

第11図 2・ 4区基本土層図 (そ の4)
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第 3節 方生時代前期以前の遺構と遺物

1  1・ 3区

(1) SR02 7a～ 35層

SR02の 7a層以下の部分に相当する。黒色シル トの上壊層と灰黒色～黒色の細砂またはシル

ト質の非土猿層が細かい布状雅積をなしている。土壌層の随所に畦畔状の高まりが確認でき、

土層の年代が縄文晩期から弥生時代前期末頃に想定されたため、細か く土層分層を行 うととも

にプラントオパールの有無についても確認をしたが、今のところ水田耕作の痕跡は認められて

いない。

SR02の 西側の河底部付近の斜面には、河道に沿って溝状遺構SD04が掘削されている。幅 2m

深さ20clllを測 り、人口的な用水施設と考えられるが、遺物の出土はない。この時期のSR02の 遺

物は、河道底部付近で縄文晩期から弥生前期初頭の上器、石器、木器が確認されている。

縄文時代晩期の出土遺物 (第33図 1～ 12)

深鉢  1～ 6

1は、刻目突帯文を施し、頸部に沈線を施す。調整は、内面に只殻条痕を施す。 2は、口唇

部が欠損して不明であるが、日縁部に刻目突帯を施し、頸部に沈線を施す。調整は、内面に貝

殻条痕を施す。 3は、頸部から胴部にかけての破片である。胴部屈曲部に刻目突帯文を施し、

その上に、箆描沈線を施す。調整は、内外面に貝殻条痕を施す。 1、 2に比べ、顕部の沈線が

太い。 4は、日唇部に平坦な面取 りが確認でき、口縁部に刻目突帯文を施す。調整は、内外面

に貝殻条痕を残す。 5は、丸い口唇部から胴部にかけて徐々にすばまる形態をもつ。口縁部に

1条の刻目突帯文を施す。頸部から胴部にかけて粘土紐が残る。 6は、突帯文を施さないもの

で、日唇部内面に沈線を施し、頸部から胴部に向かってやや張 り、胴部からすばまる。胴部に

は沈線状の段が施されている。内外面ともミガキ調整を施す。

浅鉢  7～ 12

頸部が外反し、波状口縁になるものと、胴部からやや内湾しながらたちあがる椀形のものが

ある。 7は、短い頸部をもち、日縁部が外反するもので、内面に 1条の沈線がめぐる。調整は、

外面上部ナデ、下部貝殻条痕が残 り、内面 ミガキ調整を施す。 8は、胴部から頸部の屈曲が弱

く、日縁部が外反するものである。口縁部外面に 1条の沈線を施し、沈線上に 1箇所、円孔が

認められる。波頂部は 8箇所あるものと考えられ、平面形態は方形を呈する。調整は、内外面

とも丁寧なミガキ調整を施す。 9、 10は、短い顎部をもち、日縁部が外反 し、端部でさらに屈

曲するものである。調整は、内外面とも丁寧なミガキを施す。11は、頸部から短 く外反する口
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第12図 SR02 7層 以下出上土器実測図(1)
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第13図 SR02 7層 以下出土土器実測図(2)
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縁部をもち、端部は波状を呈する。調整は、内外面ともミガキ調整を施す。12は、椀形を呈す

るもので、口唇部は方形を呈する。調整は内外面ともミガキ調整を施す。

弥生時代前期古段階の出土遺物 第32図 1～ 12

壷形土器  3、 4

3は、短 く外反する日縁部である。端部は若干肥厚する。調整は内外面ともミガキ調整を施

す。 4は、胴部片である。胴部外面に重弧文を施す。内外面ともに丁寧なミガキ調整を施す。

甕形土器 5、 6

5、 6は、如意状口縁をもつもので、胴部は張らずに底部へとすぼまる。日縁端部に刻目文

を施す。

鉢形土器 7

7は、「く」の字状に短 く外反する日縁部をもち、胴部はやや張 り、しっか りした底部へとつ

づく。調整は、日縁部以外は内外面ともミガキ調整を施す。

蓋形土器  1、 2

1は、壷形土器の蓋である。中央部に円孔を施すもので、内外面ともミガキ調整を施す。外

面に赤色顔料が者干量残存していることにより、もとは赤色顔料による彩文が施されていたも

のと思われる。 2は、甕形土器の蓋である。頂部に平坦面をもち、大きく開く裾部をもつもの

である。調整は、内外面ともミガキ調整を施す。

底部 8～ 12

いずれも壼形土器の底部と考えられる。 8は、底部に穿孔をもつ。 9～ 11は、やや上げ底の

底部からたちあがる形態をもつ。12は大形の壷の底部である。いずれの底部も内外面 ミガキ調

整を施す。

木製品

1～ 5はSR02の 河床より多 くの上器や植物遺体と共に出上した。包含層は 6a層黒色粘質土

である。共伴した上器の時期は縄文晩期～弥生前期初頭に比定されている。 1は小型の鋤状木

製品である。刃先を欠損し、現存長は76.2cxllを測る。柄は長さ56.2clll、 径 2.5clllで 、全面に縦

方向の面取 りが施され断面は三角形に近い円形を呈する。柄の上端は 2方向の加工が行われて

いる。刃部は幅 9 clll、 厚 1.2clnを測 り、刃先になるにしたがって薄くなり反っている。刃部の

内側は平坦であり、外側はやや丸 くなっており、若千の加工痕が残っている。刃部の幅は先が

僅かながら狭 くなっている。柄と刃部の境はゆるやかに広が り丸 くなってお り、刃部の加工に

よってわずかな稜を持つ。2は ミカン割 りの割材である。長さは108,5clll、 幅8.8clll、 厚5。 1911を
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第14図 SR02 7層以下出土木製品実測図 (そ の1)
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第15図 SR02 7層以下出土木製品実測図 (そ の2)
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測る。両端にはミカン割 りする前の九太材をつくるための切断痕がわずかに残る。 3は柾 目の

板材である。現存長は67.5911、 幅9.6cxll、 厚6.5911を 測る。断面は不猶な台形を呈する。 4は端

部に加工痕のある割材である。現存長は34.6911、 幅10.2clll、 厚 4 clllである。板目材で、加工は

1方 向から打ち込まれており明瞭である。 5は ミカン割 りの割材である。現存長は15.4911、 幅

5,4clll、 厚3.3911で ある。断面は三角形で、芯はない。

多

0               3m

第16図 S R02西岸微高地上水田遺構平面図
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第17図 S R01西 岸微高地上水田区画図

面積 (mを ) 平均標高 (Cm)

1 (1355) 10 95

2 10 99

3
4 1102
5 (55) 10 94

6 9 10 95

7 ０
０ 10 97

8 10 99

9 (15) 11 00

0 ( 44) 10 93

1

０
０ 10 94

2 10 97

3 ( 2_3) 0 92

4 08 0 92

5 0 95

6 (28) 0 97

7 (66) 0 92

8 8 85 0 92

108
(95)
925)

0 93

(5.8) 10 98

平 均 面 積

最 大 面 積

最 小 面 積

9 96m2

10,9m2(2)

60m215)

(2)SR02西岸微高地上水田畦畔

SR02西側微高地上で、36a黒色砂質シル トの

除去時に確認したもので、 4本の畦畔状の痕跡

の断片と濤状遺構、稲株痕跡がある。

畦畔状遺構は、 3区南西隅から北東に向けて

SR02の 西側落ち肩と平行する向きで、 2本平行

の 2組が南西一北東に縦列する形で計 4本検出

できた。SR02の 落ち肩との距離は 6～ 9mを測

り、検出長は 4～ 8m、 畦幅約40cln、 畦の立ち

上が りは不明であった。 4本中、中央が水口状

に途切れる部分が 1箇所、直交する畦との分岐

部分が 1箇所認められる。

濤状遺構と根株痕は、畦畔痕から河岸に沿っ

て20mばか り北東へ下った部分で、ここでも東

西方向と、旧河道にはぼ平行 した位置関係に

なっている。溝幅約20cm、 深さは 5 cm前後、検

出長は約1lmである。遺構は5b決水砂礫層に

よって充填されて痛 り、遺物の検出はない。根

株痕は、溝状遺構の南側に幅 3m、 長さ5mの

範囲で直径 3～ 5 cmの もの約130点が密集して

確認できた。

2 2・ 4区

SR01西 岸微高地上水田

4区西端のSR01西岸沿いに東西約20m、 南北

約16mの 範囲にわたって確認できた。微高地を

形成する第 6b・ c層灰黄～灰褐色粘土層の表

層土壌化層である第 6a黒色粘土層が水田層 と

して利用されており、水田面は第 4b層黄褐色

細砂及び 5a層暗灰褐色シル ト質細砂の洪水層

によって被覆されている。地形的には、SR01西

側の岸上がりの東西幅約20mの 範囲が、南南西
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から北北東の河筋に沿って東西に反 りあがった浅い谷状を呈し、横断面方向での高低差は約10

clll。 縦断面方向は南から北へ向けて緩やかに下が り、18mで 5 clll前後の高低差を側る。水田面

は、幅約20clll、 高さ4～ 5911の畦畔によって東西1.5～ 3m、 南北 4～ 7.5m、 1筆あた り平均

面積10.0∬ の整然とした長方形に区画されている。畦畔は、まず谷状地形の等高線に沿って南

北畦畔を平行に設けた後に東西畦畔で適宜区分をしたようで、全体としてはあみだ くじのよう

な形状を呈する。畦畔の規模自体も南北畔の方が東西のものより1～ 2 cm高 い。水回は確認さ

れておらず、水配 りは基本的には上流からの懸け流しによったもののようである。隣接する水

田相互の高低差は 2 cm前後で中央部北端 (区画10)がいちばん低 く東西両縁部南端 (区画 4、

24)がいちばん高い。調査範囲全体での最大高低差は10clnを 測る。水田層からの遺物の出土は

確認されていないが、上層の洪水砂層に掘込む遺構の年代等から弥生時代前期末を下限とする

時期に想定できる。
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第 4節 方生時代中・後期の遺構と遺物

1 1・ 3区

(1)SH01(第 18、 19図 )

3区ほぼ中央部、C4グ リッド西端で検出された。やや精円形を呈し、長径5。 46m、 短径5.

Omを側る。検出段階では、全面が黒色砂礫に覆われていたが、検出面下約 5911で建築材と思わ

れる灰化材が放射状に確認された。炭化材は直径 10cxll前後、長さ30～ 60clnの柱材と板材と見ら

れるものも数点見られたが、ほぼ完全に灰化しており樹皮の残存も見られなかったため樹種の

確認にまではいたらなかった。床面は検出面か 5～ 10clll掘 り下げた部分で、東半は褐色の川砂

を人為的に敷きならし、西半は地面の砂礫を露出させている。床面はほぼ平坦だが、北東から

南西に 5 clllほ ど傾斜している。東半周部の壁際には壁溝が残 り、幅約15oll、 深さは 5 cln足 らず

である。壁溝内には、数本の杭状の灰化材が東部を屋内に傾けて斜め方向に打ち込まれてお り、

垂木材の名残であろうと思われる。柱穴は、住居平面形の長軸に沿った南西―北東方向に 3穴

ずつ 2列 と両列の中間線上の棟持ちに相当する部分各 1箇所の計 8本が確認された。柱穴はい

ずれも直径約15c411、 深さは床面から20cln前後であった。中央ピットは 8本の柱穴に囲まれた部

分のほぼ中央に長径60cm(南西―北東)、 短径45clll、 深さ10clllで ある。

出土遺物 (第20図 )

土器 甕

SHOとからは、少量の弥生土器が出上し、その中でも図示できたのは 1点のみである。甕は、

胴部があまり張らない、「く」の字状に屈曲する口縁部をもち、端部は丸 く終わる。調整は口縁

部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメ、内面ナデ調整を行 う。

石器 石斧

大半を久損し、詳細は不明である。基部及び体部の一部を残すのみであるが、柱状片刃石斧

か偏平片刃石斧になるものと思われる。残存部の表面は丁寧な磨きが施されている。

(2)SH02(第 21、 22図 )

3区 C4～ 5グ リッドにまたがる北端に南半部のみを検出した。北半部は 1'3区の側溝お

よび土層セクションによって分断され、上からST02に切 り込まれているために検出状況として

は良好といえるものではない。径は東西方向で5,4m、 南】ヒの最大幅で4.3mと ほぼ正円形を呈

する。検出面から床面にかけては厚10～ 15clllの細礫まじりの黒褐色砂質シル トで埋まっており、

SH01と 同様に床上には一面に建築材と思われる炭化材が散乱していた。木材としての形状はSH

01よ りもさらに崩れており、中には藁などの植物繊維状のものも確認できた。柱穴は北東区に

2穴、南西区に 1穴が検出され、いずれも直径20clll、 深さ10clll前後であったが、わずか 3穴
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第20図 3区 SH01出 土遺物実測図

第22図 3区 SH02完 掘平面図

で位置的にも片寄っているため柱の配置等の復原までにはいたっていない。中央ピットも位置

が片寄るものの、南西区に南北方向の長径80cll、 短径55clll、 深さ10clnの ものが確認されている。

(3)SH03(第 23図 )

1区ほぼ中央部のB3グ リッド、SH01の 北約20mの地点で検出された。砂礫上面の不明瞭な

遺構面で当初は遺構として確認できず、SR02掘削途中に炭化材の集積として発見した。炭化材

は10× 25clll、 2× 40ollの棒状のものをはじめとして床面直上に多数散乱している。南東隅に一

部残っていた落ち方で深さ10cln足 らずの遺構と推定されるが、全体的な平面プランは未確定で

ある。しかし周辺のSH01・ 02の状況等から竪穴住居と判断した。
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(4)SB01(第 24図 )

3区 C5～ 6グ リットにかけて検出された。グリッドラインより主軸を若干西に振る東西 1

間、南北 2間の掘立柱建物である。黄褐色砂質シル ト層上面を確認面とするが、実質的にはさ

らに上総の黒褐色砂質シル ト層の上面が掘 り込み面と考えられる。柱穴は直径40～ 50clllの 円形、

深さ20～ 40clllで 3穴の底には柱の重量によると思われる窪みがみられる。柱受け、根固め等の

石材は確認できなかった。弥生土器片を若千出上しているが、小片のため図化に至らなかった。

(5)SB02(第 25図 )

1区東端、SX03の 南側で検出された lXl間の掘立柱建物である。遺構確認面は微高地部の

最終遺構面である責灰色砂質シル ト層上面で、ほぼ正方形に間口に向けるが、東南部の柱穴は

近世の上坑による攪乱を受けている。東西の柱間1.8m、 南北1.2mを 測る。柱穴は直径40clll前

後、検出面からの深さ、約35clllで ある。南東ピットから柱恨の木質片が出上している他は遺物、

根石等は確認されていない。

第23図 SH03炭化物検出状況

③
o            25m

第25図 S B02完掘平面図

⑥

③
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(6)ST01(第 26図 )

3区中央部 (C4グ リッド)南寄 り、S101の南西隣で検出された、東西13m、 南北4.5m(現

存長)の隅丸方形状の濤である。北半部のみが調査区内にかかっている。溝は、幅0.6～ 1.2m、

深さ約50clllの V字状の断面を呈し、西にむかってあが り、暗褐色砂礫の埋土を充填する。埋葬

主体は確認されていないが、濤底から供献土器と考えられる完形に近い壷形土器が 2点出土し

たことにより、遺物の出土状況等から方形周濤墓と判断した。

´

o           25m

第27図 S T02完掘平・断面図第26図 ST01完 掘平・断面図
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出土遺物 (第28図 1、 2)

壷形土器が 2点出上している。 1は、頸部から大きく外反 し、端部を上方向につまみ上げる

日縁部をもち、胴部は大きく張 り肩部をつ くる。外面はハケ調整を主体に施す。 2は、短い頸

部から屈曲して外反 し、端部でわずかに肥厚させる。胴部は大きく張 り肩部をつ くる。日縁部

外面に 1条の弱い突帯文をめぐらす。調整は、外面上部ハケ、下部に ミガキ調整を施す。

壷形土器の特徴 より、凹線文出現以前の中期前半と考えられる。

(7)ST02(第 27図 )

3区中央部 (C4～ 5グ リッド)北端で検出された、円環状の溝である。SH02を切 り込み、

北半分は 1、 3区の側濤等によって滅損している。溝幅1.6m、 深さ20～ 40clllの浅いU字状の断

面形を呈し、規模は東西径9.5m、 南北は3.5mが残存する。

出土遺物 第27図 3～ 18

壷形土器 3～ 9

3、 4は 口縁部が少し外反し、端部に向かって徐々に肥厚 していく広口壷である。日縁部外

面に数条の刻 目突帯文をめぐらす。 5は、頸部から大きく外反する口縁をもち、端部を肥厚さ

せる。端部外面に刻目文を施す。 6、 7は、頸部から大きく外反する口縁をもち、端部を上下

方向に大きく拡張する。端部外面には凹線文を数条めぐらす。 8は、頸部から直立してたちあ

がる直口壷である。 9は少し外反 しながらたちあがる長頸壷である。口縁部外面に凹線が数条

めぐり、頸部に箆状工具による列点文を施す。

甕形土器 10～ 12

10、 11は 「く」の字状に屈曲し、日縁端部を上方にわずかにつまみ上げる日縁をもつ。胴部

はあまり張らない。10には端部外面に亥J目 文を施す。12は 「く」の字状に屈曲し、端部が肥厚

する口縁部をもち、頸部から胴部はゆるやかに広がる。日縁端部外面に凹線文を 2条めぐらす。

高杯形土器 13～ 16

13は、皿状の杯部から屈曲して内湾しながらたちあがる。14は、皿状の杯部から屈曲して外

反しながらたちあがる。端部上面に凹状のくばみが確認できる。 15、 16は脚部である。15は外

反 しながら広が り、脚端部が肥厚する。端部外面に凹線文をめぐらす。調整は、内面に箆ケズ

リを施す。16は筒状の脚部をもち、端部で屈曲して外に開く。内外面ともナデ調整を施す。

蓋形土器 17

器高が低 く、頂部が平坦面をもち、外側に大きく開く形態のものである。

紡錘車 18

土器片を利用した紡錘車である。

石 器 (第29図 )
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第28図 ST01・ 02出 土土器実測図
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石庖丁 1～ 3

1はやや厚い素材を使 うもので、刃部と考えられる下縁部は片面からの打ち欠きによって刃

部をつ くる。一方背部は両面からの打ち欠きの後、敲打によって背潰しを行う。左側縁部に快

りと考えられる打ち欠きがみられる。 2は片側縁を欠損するもので、大象J離面をほとんど利用

する。刃部は縁辺部を両面から丁寧に打ち欠 く。一方背部は大きく打ち欠いた後、敲打による

背潰しを行 う。側縁部は大きな打ち欠きののち、敲打による刃潰しを行 う。 3は快 りをもつ石

庖丁の破片である。刃部は大象よ離面を利用し、縁辺部に両面から打ち欠きを行 う。一方背部は

敲打による背潰 しを行 う。側縁部は両面からの打ち欠きを行い快 りをつ くる。

石 斧 4、 5

4は刃部のみの破片である。偏平片刃石斧になるものと考えられる。刃部は丁寧に研磨され

ている。 5は刃部を欠損する破片である。偏平片刃石斧になるものと考えられる。全体に丁寧

な研磨が行われている。

削 器 6、 10

6は、刃部のみに大きな打ち欠きを行 う以外は調整を行わない。10は薄い象J片を利用したも

ので、下縁の縁辺部のみに両面から打ち欠きを行 う。

楔形石器 7

厚い素材を利用するもので、上縁及び下縁に打撃による敲打痕及び階段状剣離が認められ、

両側面は裁断面を残す。

石 鏃 9

有茎式の石鏃である。両面から打ち欠きを行い調整を行 う。

敲打疲のある石器 8

下縁部には打撃による階段状剣離及び敲打痕等が顕著に残るもので、その他の側縁には明瞭

な調整は認められない。用途としては、ものを敲き潰 した りするための使用が考えられる。

(8)SD05
1・ 3区東寄 りに検出された濤である。 3区ではほぼ南北に伸び、南に開くY字状を呈する

が、 1区では北東に向きを変え、上層はSX03に 被覆される。幅 2m、 深さ15cllの 浅いU字

形で埋土は黒褐色砂質シル ト。遺物の出土はない。

(9)SX01・ 02

1区西端、Bl～ 2グ リッド及び 3区 C2～ 3グ リッドで検出された、いずれも5層砂礫層

に掘 り込む不整円形の浅い落ち込みである。SX01は 、北辺を現耕作面の段差によって失っ

ている。埋土は黒色の砂質シル ト層で、細深部で14clnを 測る。一見、旧地表土壌層の自然堆積

と見られたが、中央部付近から土器の集積がみられたため、竪穴住居、焼成上坑等の可能性を
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想定しつつ掘 り進めたが、柱穴、焼土、炭化物等、先の想定を裏付けるようなものは確認でき

なかった。

出土遺物 第30図

壷形土器 1～ 3

1は、直立する頸部から大きく外反し、端部を上下に拡張させる。端部外面に斜格子文、口

縁上面に刻目突帯文を施す。 2は、頸部からわずかに外反する口縁部をもち、端部をわずかに

肥厚させる。頸部に押圧突帯文を 1条めぐらす。 3は、頸部から大きく外反する日縁部をもち、

端部を上下にわずかに肥厚させる。端部外面に凹線文を 1条めぐらし、日縁部に 2孔一対の円

孔を施し、頸部外面に押圧突帯文を 1条めぐらす。

⑬―⑧

第30図 SX01 02出 上土器実測図

0                                  20Cn
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甕形土器 4、 5

「く」の字状に屈曲する日縁部をもち、端部をわずかに上方向につまみ上げる4も ある。胴

部は大きく張らない。

高杯形土器  6、 7

6は、椀形の杯部をもつもので、端部が若千肥厚する。 7は脚部である。外反しながら広が

り、端部を考干肥厚させる。

8は、土器片を利用した紡錘車である。

出上した遺物からは、明瞭な凹線文等は見られないことより中期中葉前半と考えられる。

(10)SX03
1区B5～ 6グ リッドで検出された。自然流路状の落ち込みである。 5b砂礫層を掘 り込む

埋土は、粗砂粒混 じりの黒褐色砂質シル トで、平面形は南西から北東へ流れるN字状を呈する。

第31図 SX03出土土器実測図
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落ち込み内には濃密な弥生中期後半の土器の包合がみられたが、人為的な遺講としては把握で

きなかった。しかし、南に続 く3区では同様な埋土で周焉墓や竪穴住居等が存在 しており、調

査の過密工程による精度の低下等の条件を考え合わせると、何らかの遺構の存在を見過ごした

可能性も否めない。

出土遺物 第31図 1～ 14

壷形土器  1～ 7

1は、わずかに外反しながら直立ぎみにたちあがる日縁部である。 2は直立 してたちあが り、

屈曲して端部を上下に拡張する。 3、 4は頸部から大きく外反し、端部に向かって公々に肥厚

させていく口縁部をもつものである。 4は端部外面に斜格子文を施す。 5～ 8は、頸部から回

縁部にかけて大きく外反し、端部を上下方向に大きく拡張させ、端部外面には凹線文を数条め

ぐらす。

高杯形土器 8～ 14

8は、抗形の杯部から立ち上が り、端部が左右に拡張するものである。 9は、皿状の杯部か

ら屈曲して直立する口縁部もち、端部を左右に拡張させ、上面に凹線文を 2条めぐらす。 10、

11は、枕状の杯部からゆるやかに屈曲し、内椀 しながらたちあが り、端部を拡張させる。端部

外面に凹線文をめぐらせる。12,13は高杯の脚部で、14は柱状部である。

これらの遺物は古い様相をもつものも見られるが、壷の口縁部の凹線文、高杯 口縁部の凹線

文より中期後葉前半と考えられる。

石器 第32図、第33図

石庖丁  1、 2

1は、柱状片刃石斧からの転用と考えられ、全体に研磨痕が残る。左側縁には央 りと考えら

れる打ち欠きが認められることにより石庖丁と考えられる。 2は、左側縁に快 りをもつ破片で

ある。換 りは片面からの打ち久きによってつ くられ、背部も同様のつくりである。

削 器 3～ 8

3は、上端、下端とも片面からの打ち欠きによってつくられたもので、両側縁は裁断面が残

る。 4は、刃部のみの破片であるため、全容は不明である。両面からの打ち欠きによって刃部

を作 り出す。 5は、刃部のみに打ち欠きを行 う。 6は、幅がせまく厚い素材を利用 したもので、

両面からの粗い打ち久きによって刃部をつくる。

石 鏃 7～ 16

形態により4種類に分類できる。 7～ 10は凹基式の石鏃である。長さは2.5～ 3.9clllを 測る。

7、 8は両面から細かい調整が行われ、 9、 10は両面からの粗い調整が行われている。11～ 13

は平基式の石鏃である。いずれも先端部を欠損する。調整は大きな象J離によって行われている。
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14、 15は凸基式の石鏃である。幅狭の14に対し、15は幅が広 く偏平である。14は両面からの丁

寧な調整を施す。16は有茎式の石鏃である。先端部を欠損する。茎は長 くつ くられてお り、両

面からの打ち久きにより調整を行 う。

楔形石器 第33図 1～ 8

平面形は台形を呈するものがほとんどで、三角形、長方形になるものがある。上端、下端と

も刃潰れをおこしているものが多 く。象J離は両極からの打撃により階段状象J離が認められるも

のが多い。一部打撃によるものか、上端部が欠損するものがある。

0          5Cm

第33図 SX03出 上石器完測図 (そ の2)
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第34図 1・ 3区5b砂層杭列位置図

(11)1区SR02 5b砂層の杭列 第34図

1区B4グ リッドの北寄 りにおいて検出した。南西から北東方向に延びるSR02は調査区中央

でやや北方向に流れを変える。SR02の 幅は約40mであり、その中央部に杭列が東西方向すなわ

ちSR02を横断するように打ち込まれていた。杭の総教は 9本であり、 2ないし3本の杭が一組

となってほぼ等間隔に並んでいる。杭の上半部は全て欠損しているので、どの上層から打ち込

まれたかは不明であるが現存する杭の上部は第 5層暗赤褐色細砂～砂礫層中にあり、先端は第

6層黒色粘土まで達している。杭は南方向からの洪水によって考千北側に傾いている。 1・ 6

は板材、 2～ 5・ 7・ 8は丸木の杭である。

木杭 (第35～37図 )

とは杭の根石の側板である。現存長は18.4clll、 幅12.9clm、 厚1.lclllで ある。柾 目材を素材 と

し、側面は面取 りを行っている。小口部は不明瞭な加工が施され、先端を尖らせている。 2は

先端部付近のみ残存し、現存長22.5clll、 径17.5× 19。 3clllを測る。先端部は全面に加工が施され

丸 くなっている。詳細に観察すると、斧の加撃角度の違いによって 4方向の加工面がある。木

０

杭
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に対してほぼ垂直な角度で打ち込まれた加ェ痕を残す面と斜め方向からの加工疲を残す面がそ

れぞれ 2面づつある。前者の加工が行われた後に後者が行われている。 3は上部を欠損してお

り、現存長61cm、 径19× 15.3cllを 測る。先端部は一部を除いて明瞭な加工が施されてお り、先

端はやや尖っている。加工は 4方向の加工面になってお り、その一面は木に対 してほぼ垂直な

角度と斜め方向からの加工が行われているが、他の三面は斜め方向から加撃されている。 4は

上部を欠損し、現存長38,8cln、 径16× 15clllで ある。先端部は 2方向から加工され、先端は鋭 く

尖っている。一面の加工は広い部分にまで及び、斧の刃が木の長軸に対 して斜めの方向に入 り、

木にほぼ垂直の加撃角度で打ち込まれている。その加工痕は 3方向に分けられる。反対の面は

木に対して斜めからの加工である。先端は杭を打ち込む際の圧力によりつぶされている。 5は

上部を欠損 し、現存長58.5clll、 径22.4× 17clnである。先端部は切断した際の不明瞭な加工の残

る部分が大半であり、一部に 1方向からの加工が明瞭に見える。側面には先端部から斜め方向

に打ち込まれた加工があるd 6は ミカン割 りの割材を素材とした杭である。遺存状態は非常に

悪 く、現存長 19.2clll、 幅、11.6cln、 厚5.3cmを測る。側面には面取 りの際の加工が残 り、先端部

は 1方向からの加工が施されている。 7は上部になるにしたがって細 くなってお り、現存長3

9.5 clll、 先端部付近の径 15,8× 14cmで ある。先端部は 2方向の加工面によって尖っている。加

工は木に対 して斜め方向から打ち込まれてお り、不明瞭である。側面に大きく面取 りしている

部分がある。 8は上部を欠損 し、次第に細 くなっている。現存長は35.8cln、 先端部付近の径 1

5。 7× 12.6clnを 測る。先端部には 3方向の加工面があり、その加工は木に対 して斜め角度から

加撃されている。先端には加工痕がなく、九 くなっている。

(12)SR02-5b砂層

SR01の流路内において表層部の lm近 くを覆っている分厚い洪水砂層である。分在域は 1、

3区のほぼ全域から 2、 4区西端のSR01西岸上にまで及び、流路からはずれた層厚の薄い部分

でも10cm前後を測る。SR02流路中央部付近では直径 3～ 5 clllほ どの中円礫を多 く含み、相当規

模の洪水の発生が想像されるが、流路から遠ざかるにつれて砂粒が細か くなってゆき、 1、 3

区西端及び 2、 4区西端では粒子の揃った褐色の細砂層となる。

5b層上面は、弥生時代前期末から中期にかけての遺構面となってお り、竪穴住居、周溝墓、

掘立柱建物跡等が確認されている。遺物は、完形に近いものも含めて比較的密に包含され、遺

構の存否に関わらず一様に分布しているように見受けられたため、調査時には砂礫層の推積が

形成された時点で上流の遺跡の遺物が混入したものと予想していた。しかし、遺物の分布が表

層付近に限られ、中、下層には認められないことから、遺物は上面の遺構面に伴 うもので、 5

b層 自体は無遺物層と考えられる。
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第37図 1・ 3区5b砂層杭実測図(そ の3)

-72-



出土遺物

5b砂層中においても、SR01、 11層 出土遺物同様、時期幅をもった上器が多く出上している。

ここでは器種ごとに分け説明を行 う。

壷形土器 第38図 、第39図

第38図 1～ 5は、頸部が直立ぎみに立ち上が り、屈曲して大きく開き、端部を拡張させる広

口壷である。日縁端部外面に亥よ目文、頸部外面に押圧突帯文をめぐらす。

第38図 6～ 10は、頸部から回縁部にかけてわずかに外反 し、端部を月巴厚させる広口壷である。

日縁部から頸部外面にかけて突帯文を数状め ぐらせるものと (6、 7)め ぐらせないもの

(8～ 10)に大別できる。

第38図 11、 13は、頸部から口縁部にかけて大きく外反し、端部を上下に拡張する11、 端部を

下方のみに拡張する13がある。11には端部外面に綾杉文、口縁部上面に 2孔一対の円孔を施し、

頸部に突帝文現存 1条がめぐる。13に は端部外面に綾杉文、その上に 3個一対の円形浮文を施

し、口縁部上面に斜格子文、 2孔一対の円孔を施す。

第38図 12、 14は、頸部は直立し、口縁部が外反する。頸部には、押圧突帯文を巡らし、口縁

端部及び、端部内面に、斜格子文を施す。

第38図 15は頸部から口縁部にかけて大きく外反 し、端部を上下に拡張させる。端部外面に凹

線文、端部上面には斜格子文、その下に櫛状工具による刺突文、 2孔一対の円孔を施す。15に

は、凹線文上に棒状浮文を施す。

第39図 1、 3は、頸部から口縁部にかけて大きく外反し、端部を上下に肥厚させる。端部外

面に凹線文をめぐらす。 1は頸部に刺突文を施す。

第39図 2、 5は、顎部から直線的に外反し、日縁部で屈曲して端部を上下に拡張する。頸部

で屈曲し、胴部が大きく張る形態をもつものである。口縁端部外面に凹線文をめぐらし、口縁

部上面に 3個一対の円形浮文を、頸部に刺突文を施す。

甕形土器 第40図 1～ 11

とは、逆 L字状の回縁をもち、端部に亥J目 文を施す。2～ 7は、「く」の字状の口縁部をもつ

もので、胴部が大きく張るものが多い。 4には口縁端部外面に刻 目文を施す。

8、 9は 「くJの字状に屈曲し、端部を上下に拡張し、外部に凹線文をめぐらす。 10、 11は

甕の底部である。10は、内面に箆ケズリを施すことから11よ りは新しくなる。

高杯形土器 第41図 1、 3、 4

1は、皿状の杯部からゆるやかに屈曲してたちあが り、端部を左右に拡張するものである。

口縁端部に亥J目 文を施す。 3は、湾形の杯部から内湾しながらたちあがる口縁部をもち、長い

脚部が付く。脚部下半に三角形の透し孔を施す。 4は脚部である。脚端部外面に凹線文をめぐ
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第38図 1・ 3区5b砂層出土土器実測図 (そ の1)
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第39図 1・ 3区5b砂層出土土器実測図 (そ の2)

らす。

鉢形土器 第41図 2、 5

2は、深い椀形の杯部から内椀 してたちあがる日縁部をもつもので、短い脚部が付 くものと

思われる。 5は椀形の小型の鉢である。

石 器

石庖丁 第42図 1～ 5、 7

1は、刃部及び背部が湾曲する形態のもので、快 りはみられない。刃部は両面からの打ち欠

きによって整形する。一方背部は、大きな景∫離が認められ、敲打による背つぶしが行われてい

る。 2は、平面形態が半月状を呈するもので、快 り等はみられない。刃部は直線的で、両面か

らの丁寧な打ち欠きを行い刃を整形する。一方背部は大きな打ち欠きを行い、その後敲打によ

る背つぶしを行 う。 3は、右側縁を欠損する快 りをもつ石庖丁である。刃部は直線的で、両面

からの打ち欠きによって鋭利な刃をつける。一方背部はやや湾曲し、両面からの大きな打ち欠

きが認められ、敲打による背つぶしを行 う。 4は快 りをもつ石庖丁の破片である。平面形態は

長方形になるものと思われる。快 り部は打ち欠きののち、敲打による整形がみられる。刃部は

か

４
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両面からの打ち欠きにより調整され、背部は敲打による背つぶしが認められる。 7は平面形態

が正方形を呈するもので、刃部は両面から打ち欠きにより整形され、背部は敲打による背つぶ

しがみられる。左側縁部には快 りが見られ、下縁部には両面からの粗い打ち欠きを行い、刃部

をつくりだしているもので、刃部には使用によると思われる磨滅痕がみられる。

削器 (刃器)第42図 6～ 11 第43図 4～ 9

6は、平面形態は台形を呈する。刃部は両面からの打ち欠きにより整形される。一方上縁部

は整形を行っていない。右側縁部に打ち欠きを行い快 りと考えられる部分をつる。 8は、湾曲

第40図 1・ 3区5b砂層出土土器実測図 (そ の3)
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第41図 1・ 3区5b砂層出上土器実測図 (そ の4)

した下縁部に両面からの打ち欠きを行い、刃部を作 り出す、上縁部は粗い打ち欠きが認められ

る。 9は、下縁部に粗い打ち欠きが認められる。10は、下縁部及び右側縁部に両面からの打ち

欠きが認められ鋭利な刃部をつくる。11は、下縁部に片方からの打ち欠きを施し刃部をつ くる。

4は、台形を呈する小型の削器である。下縁部は両面からの打ち欠きを行い、上縁部も同様に

両面からの打ち欠きがみられ、側縁部においても片面からの快 り状の打ち欠きがみられる。体

部中央に使用による磨滅が認められる。 5は、上下縁部に両面からの打ち欠きがみられる。 6

は長方形を呈するもので、上下縁部に両面からの打ち欠きが認められる。 7は、両面からの大

きな打ち欠きによって鋭利な刃部をつくる。背部はほとんど欠損するが、敲打による背潰しが

みられる。側縁部は両面から快 り状の打ち欠きを行 う。体部中央には使用による磨滅痕が認め

られ、4と 同様に石庖丁としての用途が考えられる。 8は、下縁部において両面からの大きな

打ち欠きを行い刃部をつ くり、上縁部は両面からの打ち欠きののち、敲打による背潰しがみら

れる。 9は、側縁部に快 りをもつものである。下縁部に両面からの打ち欠きを行い、側縁部に

両面からの打ち欠きを行い換 りをつくる。上縁部は欠損して不明であるが、 4、 7と 同様石庖

丁の可能性がある。

円盤状を呈する石器 第43図 1

上縁部以外は両面から打ち欠きを行い縁辺部を整形する。長さ9,Oclll、 厚さ2.3clllを 測 り、縁

辺部に敲打による刃潰れが認められ、階段状劉離が顕著に認められる。紫雲出山遺跡でも同様

のものが出上している。
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楔形石器 第43図 2、 3

2は長方形を呈するもので、上縁、下縁ともに打撃による刃潰れ、階段状象J離が認められる。

両側縁には裁断面が残る。 3は、上縁部を欠損するもので、下縁部には打撃による刃潰れ、階

段状劉離が認められる。片面には自然面が残るc両側縁には裁断面が残る。

石槍 第43図 10

尖頭部のみの破片で基部を欠損する。両面からの大きな打ち欠きにより縁辺部を調整する。

石鏃 第43図 11～ 13

11は凸基式の石鏃である。先端部及び基部を欠損する。右側縁部は両面からの丁寧な打ち欠

きを行 うが、一方左側縁部には打ち欠きがあまりみられず大劉離面を残す。12も 凸基式の石鏃

である。両面からの打ち欠きによって調整を行 う。13は凹基式の大型の石鏃である。断面は三

角形を呈し、両面からの大きな打ち欠きによって調整を行 う。縁辺部は鋭利である。

砥石 第44図 1～ 3

3点の砥石を確認 している。 1は、 2面に使用痕が認められる砂岩製のもので、 1面には使

用によるくばみがみられる。裏面は平らであるが、使用による磨耗により表面がなめらかであ

る。 2は安山岩製のもので、 1面を使用する。表面は使用による磨耗でなめらかである。 3は

砂岩製のもので予 2面に使用痕がみられる。 1面には使用により表面に凹凸がみられ、裏面は

なめらかである。

木製品 (第 45図 )

とは先端加工の丸木である。残存長は26.9cln、 径 10,6× 9 cmで ある。先端部の加工は不明瞭

である。芯持ちである。上坑より直立 した状態で出土したことにより、柱材と考えられる。

2～ 4は ミカン割 りの板材である。 2は現存長26.9cln、 幅10cm、 厚3.6clllを 測 り、断面長方形

を呈し厚い板材である。小日部には ミカン割 りする前の切断痕がわずかに残 る。 3は現存長 3

0.5cln、 幅11.6cm、 厚 l cmを測 り、小口部に不明瞭な加工がある。 4は現存長23.8cm、 幅7.2cln、

厚2.4clllを 測 り、断面は三角形を呈する。柾 目材である。

2 2・ 4区

SR01西岸微高地上遺構群

本遺跡の東半分を占める自然河川SR01の 西岸自然尭防上に立地する。

当該地点の遺構面は、弥生時代前期頃の水田面とこれを被覆する黄褐色洪水砂層である。層

厚30clnに およぶ洪水砂層は短期間の数回の洪水によって堆積したようで、最低 3面の遺講面が

確認できた。すなわち、下層より水田層上面、暗灰色シル ト質細砂層 (土壊層)、 黄褐色砂層の

3面である。基本的には 1、 3区の 5b層砂礫層上にみられる遺構群と一連のものと考えられ
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第45図 1・ 3区5b砂層出土木製品

る。

(1)SH04(第 46図 )

SH04は、前期の洪水砂層のうち最上層を掘込み面とし、一辺約 5mの不整形の隅丸方形を呈

するが、平面プランの西北部三分の一ほどが削平により消滅 している。柱穴は外形のすぐ内側

にはぼ正五角形に配置されてお り、このうちの 4箇所は 2穴が切 り合 うため、建て替えがあっ

たものと考えられる。柱穴は直径30cln前後、深さ約20ollを測る。中央ピットは確認されていな

い。

SH04には、住居跡を中心として直径約12.5mの周濤がめぐっている。周濤は、幅20911、 深さ

約 5911で、住居跡東側から真東に排水のための支線が掘削されている。支線は途中で消滅 して

いるが、本来はSR01に まで達していたものと考えられる。
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(2)SB03(第 47図 )

SH04の北側からSH04に重なる位置にかけて、東西棟 3棟が南北に並ぶうちの北側の建物跡で

ある。東西 3間、南北 1間で遺構確認面は弥生前期頃の水田層上面であった。柱間は梁行約3.

5m、 桁行 2mで、埋土は暗褐色シル ト質細砂であった。柱穴は 8穴中 7穴が上層からのピット

で切られているが、柱穴は平面の直径70clll～ 120clllの 隅丸方形または楕円形、深さ20cm程度に

復原できる。SB03を切る柱穴群については、位置関係からさらに 1棟の掘立柱建物に復原でき

る可能性もなくはないが、この調査ではそこまでの確証が得られなかった。

(3)SB04(第 48図 )

SB03の 南側にはぼ向きを同じくする南北 1間、東西 2間の掘立柱建物跡である。埋土はSB03

と同様。梁間、桁間共に約 3mを測る。柱穴は平面直径35～ 40clllの 円形または楕円形。深さは

20cln前後である。根石は確認されていない。

(4)SB05(第 49図 )

SB04の 南側に位置する東西棟で、lX2間の掘立柱建物跡である。梁間、桁間共に2.5m。 埋

土はSB03・ 04と 同様であった。柱穴は平面円形で直径約50clll、 深さは約40cxllを測る。四隅の柱

穴のうち 3穴に根石が認められる。

(5)SB06(第 50図 )

SB05の 東側、SR01の 河岸のす ぐ脇に立地する、 1× 1間の掘立柱建物跡である。柱間は東西

2.5m、 南北 3m、 柱穴の平面直径約40cln、 深さは25ollを測る。

(6)SA01
SH04の 南東側、調査区の南橋でほぼ東西列に 3穴が並ぶ。ピットは直径40clll前後、深さ15～

23cmを 測る。柱穴の間隅は2.2clnでSR01の 周濤と交錯する。遺物は確認されていない。

(7)SA02
SH01東側で、SR01の 川筋に沿った南南東から北北西方向に 3穴が並ぶ。柱穴の直径約40clll、

深さ60～ 80oll、 柱穴の間隔は2.2～2.5mを測る。中央の柱穴がSH04の 周濤からSR01に伸びる排

水溝を切っている。遺物の出土は確認できなかった。

(8)SR01西岸微高地上ピット群 (第51図 )

SR01西岸上でも 2区の南端の南北2.5m東西 8mの範囲に100個足らずが密集して存在 してい

る。密集の範囲は半径約 5mの 円軌跡を描 くと思われる。南半分は 3区外にはずれるが、畦を

はさんで南側では検出されなかったため、畦と側濤の範囲の内で収束 しているものと考えられ

る。ピット群の確認面は、 6a層黒色粘土層除去後の 6b灰黄色粘土層上面であるが、実際の

掘込面は 4a黒褐色シル ト質細砂層の上面と推定される。ピットは直径30clll前後、深さ10cln弱

ほどの小規模なものが多 く、拳大の川原石を根固めに利用しているものが目立つ。竪穴もしく
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は平地式の住居の柱 (乗木)跡と推定 して 2、 3通 りの立替か拡張の復元推定が可能であるが、

ピットの対応関係を特定するまでにはいたらなかった。
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(9)SD09
SR01の 西傾斜面が河底部に移る傾斜変換点付近に川筋に沿って掘削された濤で、幅約30cln、

深さ約15cmを測る。溝落方の河道側は立ち上がらずに川底に落ちるため、傾斜部に横方向に快

り込むような形になっている。埋土は11層 と同様黒褐色シル ト質中砂で、遺物も同時期のもの

が濃密に混入していた。

出土遺物 第52図 1～ 24

SD09か らは前期末から後期後半までの上器が出上している。

重型土器 1～ 12

1～ 4と 7は前期末と考えられる壷である。 1、 2は 口縁部が大きく外反する広 口壷である。

7は 口縁端部に装飾を施す広口壷である。端部上面に刻 目突帯文及び三角形の刺突文を施し、

外面に綾杉文及び押圧突帯文を施す。 3、 4は短頸重である。大きく張った胴部をもち、調整

は外面 ミガキ、内面ナデ調整を施す。

5、 6、 8、 9は中期前半の壷である。日縁部が少し外反し、端部が月巴厚する日縁である。

顕部に押圧突帯文、端部に刻目文を施す。

10は中期後半の壷である。口縁部が上下方向に拡張し、外面に凹線文を 4条めぐらし、内面

には櫛描波状文をめぐらす。

11、 12は後期後半頃の壷である。筒条の頸部から屈曲し直線的に外反するもので、端部をつ

まみ上げる。内外面ともナデ調整を施す。

甕形土器13～ 21

13～17は、中期前半の如意状及び逆L字状の口縁をもつ甕である。無文のものと多条の櫛描

直線文をめぐらすものがあり、調整は内面にミガキを施すものの他に、ハケメとナデ調整を施

すものがみられる。

18、 19は中期前半の「く」の字状に屈曲し、端部が若干肥厚するもので、調整は、18の体部

外面にハケ調整がみられる。

20、 21は 中期後半の「く」の字状に屈曲し、端部を肥厚させ、外面に凹線文をめぐらす。調

整は外面ハケ、内面ナデを施す。

高杯形土器 22、 23

皿条の杯部から屈曲し、直立してたちあが り、端部を肥厚させる口縁部をもつ。外面に凹線

を 3条めぐらす。調整は杯部内面に ミガキを施す。22の杯部内面はハケメ、外面 ミガキを施す。

鉢形土器 24

椀形に平底がつ くもので、端部は細 くなり丸 く終わる。粗雑なつくりのもので接合痕が残る。

調整は内外面ナデを施す。
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(10)その他の出土遺物

SPll  身窟56優珂

小型の壷形土器が 1点のみ出上している。日縁部が短 く外反し、胴部が大きく張る形態であ

る。文様等は施さない。Jヽ型ではあるが前期末が考えられる。

SP18  う窟57優コ

甕形土器のみが出上している。 1、 3～ 5は、逆 L字状口縁をもつもので、端部の断面は三

角形を呈する。胴部はほとんど張らない。文様は、 5の 口縁部に刻目文を施す以外は無文であ

る。 2は底部である。

これらの遺物から年代を考えると、無文の逆L字状回縁の甕が中期前葉前半まで残ることよ

り、新しい方を採 り中期前葉前半と考えておきたい。

SK09 第58図

1は、重形土器である。口縁部が短 く外反 し、端部が肥厚する。胴部が大きく張る形態にな

るものと思われる。 2、 3は 「く」の字状に屈曲し、 3は端部を上につまみ上げる。胴部は大

きく張る。 4、 5は、甕の底部であり、 6は壷の底部と考えられる。

これらの遺物は、甕の胴部が大きく張る状況、凹線文がみられないことにより、中期中葉前

半の時期が考えられる。

第53図 SPll遺物出土状況図
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第54図 SP13遺 物出上状況図
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(11)SR01 10、 11層

SR01東端の流路部分の約13m幅のみに確認された層で、現地表下約 2mを測る。10層 は黒褐

色～黒色のシル トまたはシル ト質極細砂、11層は黒褐色シル ト質中砂で、いずれも20～ 30cmの

層厚を測 り方生前期末から後期後半までの遺物を濃密に包合 していた。上層の 8、 9層は暗褐

色の極細砂質ンル ト層で土壊化がよく進み、 8a層上面には水田層が確認されていることか、

10、 11層の堆積時期はこの流路が河川として機能 した最末期にあたるものと考えられる。この

流路の埋没後、SR01内 の水路は、東端の浴 。松ノ木遺跡に移ったものと考えられる。

ア.10～ 11層 出土土器 (第 59図 )

2区と4区の間に残 した土層観察用畦から出上したもののうち、形態、文様等で特徴的な

もののみを取 り上げる。

1は、ほぼ直立してたちあがる口縁をもち、端部に向かって徐々に肥厚する。頸部から胴

部にかけてゆるやかに広がる。文様は口縁部から頸部にかけて櫛描き波状文と直線文を交互

にめぐらす。 2は頸部から大きく外反する口縁をもち、端部は上下に肥厚する。文様は端部

外面に亥J目 文、頸部に箆記号を施す。 3は頸部から大きく外反する口縁をもち、端部を肥厚

させる。文様は端部外面に刻目文、頸部外面に突帯文を 2条めぐらす。 4は頸部から大きく

外反する口縁をもち、端部を肥厚させる。文様は端部上部に刻目文、頸部に押圧突帯文、そ

の下に櫛描直線文をめぐらす。 5は上下に肥厚させた端部外面に凹線文 3条をめぐらし、端

部内面に櫛描直線文及び櫛描U字状文を施す。 6は、上下に肥厚させた端部外面に斜格子文、

端部内面に 3条一対の櫛描波状文、顕部外面に亥J目 突帯文を 2条めぐらす。 7は上下に肥厚

させた端部外面に斜格子文、内面に貼付突帯文を施す。 8は、上下に肥厚させた端部外面に

2条の凹線文をめぐらした後に刻目文、内面には斜格子文及び 2孔一対の円孔を施す。

9は 「くJの字状に屈曲し、端部を上につまみ上げ、胴部が大きく張る甕である。文様は

回縁端部外面に刻 目文、胴部上半に櫛描波状文をめぐらす。

10は、皿状の杯部から内湾しながらたちあがる日縁部をもつ高杯形土器である。回縁部外

面に凹線を 3状めぐらす。

16は、皿状の杯部から屈曲して直立に立ち上がり、端部を左右に拡張する大型の鉢形土器

である。端部上面及び外面に凹線文をめぐらす。

11、 12は紡鍾車である。いずれも土器片を利用したもので、打ち欠き痕がみられる。11は

穿孔が貫通していない未製品である。

13は、 ミニチュア土器である。鉢形土器であろうか。

14は脚部である。15は大型の鉢形土器の把手である。
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イ.11層 出土遺物

11層からは、弥生時代前期末から後期後半にかけての多量の上器 。石器が混在した状態で

出上している。これらの上器群は、一括遺物としては扱えないものの、時期ごとの上器の形

態変化の流れは追えそうであるため、周辺地域の土器変化を参考にしながら前期末の様相か

ら眺めてみたい。

前期未段階

壺形土器 第60図 1～ 6

広口壷になるものがほとんである。頸部近 くに箆描沈線文を施し、その下に三角形の刺突文

を施す (1、 6)も のと、文様をもたないものがある。調整は外面ヨコナデ、内面ヘラミガキ

を施す (1、 2、 4、 6)も のと、内外面ヨコナデを施す (3)カミある。

甕形土器 第61図 1～ 8 第62図 1～ 15

頸部直下に多条の箆描沈線文を施すものと無文のものに大別される。頸部直下に沈線文をも

つものは、口縁部の形態よりさらに 2タ イプに分かれる。如意状回縁をもつもの (1、 2)と 、

断面三角形状の逆L字状の口縁を有するもの (3～ 8)に分かれる。文様は頸部直下に多条の

沈線、その下に三角形及び円形の刺突文を施す。口縁部に刻日、刺突文を施すものも見られる。

調整は外面にハケメ調整を施すものとミガキ調整を施すものがある。内面はナデ調整を施すも

のが大半で、(3)の ように ミガキ調整を施すものもある。

一方、文様をもたない甕においても口縁部の形態によって 2タ イプに分かれる。如意状口縁

をもつもの (1～ 5)、 断面逆L字状口縁のもの (6～ 15)が ある。調整は、外面ハケ、内面ナ

デ調整 (3、 6、 7)、 内外面ヘラミガキ調整 (1、 8)、 外面ハケ、内面 ミガキ調整 (4、 5、

15)、 外面ナデ、内面 ミガキ調整 (14)、 内外面ともナデ調整 (2、 9～ 13)を施す。

鉢形土器 第63図 1～ 3

斜め上方向に開く口縁部をもち、端部はほとんど肥厚しない、器高が深 くなる鉢形土器であ

る。調整は内外面 ミガキ調整 (1、 3)と 、内面のみ ミガキ調整 (2)乃ミぁる。

中期前葉前半 (古層)

壷形土器 第60図 7、 8

広目壷と細頸壺がある。 7は前様式からつづ く形態の広回壷である。文様等の施文も同様で

あるが、箆描きから櫛描きへと変化している。 8は、胴部が大きく張ると考えられる長頸壷で

ある。ハケメ調整の後、口縁部から胴部にかけて櫛描直線文と波状文を交互に配し施文を行 う。

胎上に砂粒を多 く含み、他の上器とは異質である。

甕形土器 第64図 1～ 14 第65図 1～ 5

逆 L字状の口縁をもつ古相の一群と、日縁部が「く」の字状に屈曲して胴部がやや張 り、新
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相を示す一群がある。逆L字状口縁をもつ一群

(第 3図 1～ 14)は、断面三角形の日縁部をも

ち、胴部は張らない形態である。文様等の施文

方法は前様式と同様で、日縁部直下から胴部に

かけて多条の櫛描直線文を施す。その下に波状

文を施すもの (1～ 5、 13、 14)、 簾状文を施す

もの (8)、 三角形の刺突文を施すもの (12)、

何も施さないもの等に分かれ、口縁端部に刻目

を施すもの (12)も みられる。調整方法は外面

上部をハケメ調整で行い、下半部を縦方向もし

くは横方向の ミガキ調整を行 うものが大半で、

内外面をナデ調整で行 うもの (5、 8、 9)、 内

面をハケ調整で行 うもの (2)も見られる。

一方、新相を示す、日縁部が 「くJの字状に

屈曲する一群 (第 4図 1～ 4)は、胴部がやや

張 り、古相を呈するものより大型である。文様

等の施文方法は古相を呈するものと同様で、多

条の櫛描直線文、その下に刺突文を施すものと

波状文を施すものがある。調整は、回縁部以外

は ミガキ調整を主体として施す。

中期前葉後半

壷形土器 第60図 9～ 16

第66図 1～15 第67図 1～23

文様をもつ広口壷ともたないものがある。文

様を有する広口壺 (9、 10)は、前様式のもの

に比べ、胴部があまり張らない形態になるもの

と考えられる。文様の施文方法は前様式と同様

で顎部に施文する。一方、無文のもの (11～ 1

6)についても、形態的には文様を有するもの

と同様に胴部があまり張らないものと考えられ

る。

短頸広 口壷 と無顕壷が確認できる。短頸広 口

-95-
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第61図 SR01 11層 出土上器 (そ の2)
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第62図 SR01 11層 出土土器 (そ の3)
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壷は、形態的には大きく外反 してそのまま終わるもの

と、大きく外反 して下方に垂れるものがある。 1～ 8

は、大きく外反するものと、大きく外反 して垂れるも

のがある。文様は、口縁部に亥J目 を施すもの (2、 3、

8)以外には文様等はみられない。 9～ 11は、大きく

開いた口縁部上面に突帯をめぐらす広口壷で、大きく

張る胴部がつ くものと思われる。 9は、頸部に 2条の

刻目突帯文を施し、口縁部及び口縁部上面に数個の穿

孔が確認できる。10は、 9と 同様で文様の施文は回縁

部上面に刻目突帝文、 2孔一対の穿孔があり、日縁部

には刻目文を施す。頸部には櫛描列点文、その下に突

帯 2条及び櫛描直線文が 3条確認できる。11は大きく

開く口縁部上面に刻目突帯をめぐらせ、穿孔も3個確

認できる。口縁端部には刻 目を施す。 12、 13は大きく

外反 し下方に垂れる口縁部をもつ壷で、13は 口縁部上面に櫛描の条線を施し、12は頸部に押圧

突帯文を 2条施す。14は 口縁部に櫛描列点文、顕部に 3条の突帯がめぐり、その下に櫛描沈線

文 6条が確認できる。15は 口縁部の上下に刻 目を施すもので、頸部に 2条の櫛描沈線文が確認

できる。第15図 1～ 21は斜め上方に開く広口壷である。口縁部から頸部にかけての施文方法に

より大きく4つに分かれる。 1、 2は 口縁部外面に押圧突帯文を 3条めぐらせる。 1はその下

に櫛描直線文が数条確認でき、 2は 口縁端部に刻 目文を施す。 3～ 7は、口縁部外面に 2～ 3

条の刻目突帯文を施すものである。 8～ 13は 回縁端部に刻 目文を施し、頸部以下に櫛描文を施

すものである。外面の調整はハケ調整を行い、内面はナデ調整を行 うものが大半である。14～

22は 口縁部は無文である。頸部以下に櫛描文を14の ように施すものと考えられる。調整は外面

ハケ、内面ナデ調整を行 うものと、内外面をナデ調整するものがある。

22は 、無頸壷の口縁部である。口縁部外面に波状文、端部に亥1日 文を施す。端部近 くに 2孔

一対の円孔が確認できる。

甕形土器 第68図 1～17 第69図 1～ 7

口径の法量より3つのサイズに分かれる。口径14cm全後のものを小、日径20cln前後のものを

中、口径26～ 30clnの ものを大とした。形態的には「く」の字状回縁をもつもので、口縁端部を

上方につまみ上げるものも見られる。胴部最大径が日径より広 くならず、全体にシャープな作

りである。日径 14clllの ものの調整は外面上部ハケ、下部に ミガキを施し内面ヘラミガキを施す

ものと、外面調整は同じで内面にナデ調整を行 うものも見られる。

0      1 0Cm

―
第63図 SR01 11層 出上土器 (そ の4)
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第64図 SR01 11層出土土器 (そ の5)
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第65図 SR01 11層 出土上器 (そ の6)

口径20cln前後のものの調整は外面上部ハケ、

下部 ミガキ、内面 ミガキ調整を行 うもの

(9～ 14)と 、外面ハケ、内面ナデ調整を行

うもの (15～ 18)がある。16、 17には胴部に

竹管文、刺突文を施す。

日径26～ 30clllの 大型のものは、器高の浅い

ものと深いものに分かれる。浅いもの (第 6

図 1、 2)の調整は内外面ともミガキ調整を

主体とし、深いものは外面ハケ、内面 ミガキ

調整を行 う。

高杯形土器 第70図 1～ 7、 8～ 13

形態により3種類に分けられる。

1～ 3は、枕形の杯部から屈曲し、水平に

外に広がる口縁部をもつタイプで、杯部から

口縁部の屈曲部及び脚部中央に 2孔一対の円

孔が確認できる。調整は内外面ともミガキを

主体とする。 4～ 7は皿状の杯部をもち、口

縁端部が左右にやや肥厚するタイプで、やや

低い脚部がつく。日縁端部外面に亥J目 を施す。

調整は、 4は内外面 ミガキ、 5は外面ナデ、

内面 ミガキ、 6は外面ハケ、内面ナデ、 7は

外面 ミガキ、内面ハケを施す。形状は同じで

あるが、口縁端部に刻目をもたない 8も ある。

9～ 13は、この時期の鉢形土器と高杯形土

器の脚部が似ているため、一応今回は高杯と

して報告するタイプである。形態的には回縁

部が内顕するタイプである。口縁部内面の施

文方法により分かれる。 9、 10は 回縁部外面

に 3条の刻目突帯文をめぐらし、その下に櫛

状工具による列J点文をめぐらす。調整は外面

下半部にハケ、内面にミガキ調整を施す。11

は無文のタイプである。12、 13は 口縁端部に

ｒ

Ｌ

Ｉ

Ｉ
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Ｔ
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‐
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第66図 SR01 11層出上土器 (そ の7)

亥J目 をもつタイプで、調整は、12は内外面ナデ、 3は外面ハケ、内面 ミガキ調整を施す。

鉢形土器 第70図 14、 15

しっか りした平底をもち、胴部から口縁部にかけてやや外反しながら立ち上がる形態をもつ

ものでバケツ形の鉢形土器と呼称しておきたい。文様の施文は、14が 口縁部外面に櫛描波状文

を 3列めぐらした下に櫛描直線文が確認でき、口縁端部内面には刻目を施す。15は櫛描波状文

と櫛描直線文を交互にめぐらす。口縁部と底部外面に 2孔一対の円孔が確認できるが、底部近

くの円孔は貫通していない。
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第67図 SR01 11層 出土土器 (そ の8)
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第69図 SR01 11層 出土土器 (そ の10)
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第70図 SR01 11層 出土土器 (そ の11)
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中期中葉前半

壷形土器 第71～74図

広口壷等の文様が多様化してくる時期である。前様式の壷の胴部に比べて大きく張 り、球形

に近 くなる。第71図 1～ 4は湾曲しながら外反 し、斜め上下方向に拡張するタイプで、日縁端

部外面に刻目を施すものと綾杉文を施すものがある。 3は、頸部から胴部にかけて櫛描直線文

と波状文が確認できる。第71図 5～ 9は湾曲しながら外反し、口縁端部が上下に拡張するタイ

プである。口縁端部外面に亥」目文、綾杉文、斜格子文を施し、その上に円形浮文を施すもので

ある。頸部には押圧突帯文をめぐらすもの (7、 9)も ある。 8の 口縁部内面には 4条一単位

のU字形の文様が施されている。第71図 10～13は湾曲しながら外反し、日縁端部が下方向に小

さく拡張し、上面が面をなすタイプである。口縁端部外面には刻 目文、斜格子文などを施す。

10、 12には口縁部上面に 2孔一対の穿孔を入れる。第71図 14～15は、湾曲しながら外反し、口

縁端部を下方に大きく拡張するタイプである。14は、日縁端部外面に綾杉文をめぐらし、その

上に円形浮文を連続してめぐらす。15、 16は 日縁端部及び口縁部上面に文様を施す。15は、口

縁端部に斜格子文、回縁部上面に櫛描円形文を施し、16は 口縁端部外面及び口縁部上面に斜格

子文を施し、その内側に櫛描列点文をめぐらす。第72図 1～ 4は、湾曲しながらたちあが り、

日縁端部を上下方向に拡張する。日縁端部外面に 1、 2は斜格子文、 3、 4は綾杉文を施す。

第72図 5～ 10は、頸部から直線的に外反 し、日縁端部が大きく上下方向に拡張するタイプで、

概して底部は短い。 8を除きこのタイプの壷に共通することは、日縁端部外面に斜格子文、頸

部に押圧突帯文を 1条もしくは 2条めぐらす。第72図 11～ 18は頸部から直線的に外反し、口縁

部で屈曲して端部で上下方向に拡張する。日径より2種類に分かれ、回縁端部外面に斜格子文

を中心とする文様を施し、14の 状況からすれば、頸部に押圧突帯文をめぐらせるようであり、

14の ように口縁部上面に 2孔一対の円孔を施すものもある。第73図 1～ 5は頸部から直線的に

外半し、口縁部で外に屈曲する。顎部は下方向にのみ拡張する。頸部から胴部にかけては球形

に近い張 りをもつ。文様の施文は、口縁端部外面に斜格子文、亥1目 文、綾杉文等を施し、頸部

に押圧突帯文 (5)、 刻目突帯文 (2)を施し、頸部から胴部上半に櫛描直線文と櫛描波状文を

交互に施す。第74図 1～ 23は、直線的に外反する口縁をもつタイプである。口縁端部の形態及

び文様の施文位置より細かく分かれる。第74図 1～ 6ま では日縁部外面に突帯を施すもので、

1～ 4の ように突帯文に刻目をもつものと、(5、 6)の ように刻目をもたないものがある。第

74図 7～ 13は、日縁端部が両側に拡張するタイプである。日縁端部に亥J目 をもつ 7、 8、 口縁

端部の亥J目 に加えて頸部に押圧突帯文を 2条めぐらすもの (9、 10)、 頸部に押圧突帯文のみを

めぐらせるものに分かれる。 9、 10の ように胴部の文様をもつタイプ以外は、胴部は無文のよ

うである。第74図 14～ 17は直線的に外反し、口縁端部に向かって肥厚する日縁部をもつタイプ
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第71図 SR01 11層 出上土器 (そ の12)
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第72図 SR01 11層 出土上器 (その13)
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第73図 SR01 11層 出上土器(そ の14)

で、口縁端部外面に斜格子文、綾杉文、刻目文等を施す。第74図 18～22は、直線的に外反 し、

端部は丸 くおわる口縁のタイプで、21の胴部に箆による刺突文がめぐる。第74図 23は、直線的

に外反 し、途中で屈曲し、さらに外反する日縁をもつタイプで口縁端部外面に刻 目文、内面に

はU字の突帯が施されている。

甕形土器 (第75図 1～ 20、 第76図 1～ 7 第77図 )

前様式の甕に比べて、胴部最大径が、口径に比べて大きくなる。前様式の甕と同様、口径に

より、大 。中・小に分かれそ うである。第75図 (1～■)は小型の甕である。口縁端部を上方

につまみ上げるものと、九 く終わるものがある。調整は、外面ハケロ、内面 ミガキ調整を行 う

ものと、内外面ナデ調整を行 うものが大半である。第75図 (12～20)は、口径20cln前後の中型

の甕である。小型の甕と同様の形態をもつ。調整は、外面ハケロ、内面 ミガキ調整を行 うもの

が大半を占める。第76図 (1～ 7)は、日径30cl■前後の大型の甕である。形態、調整等は、小

・中甕と同様である。これらの甕とは別に、口縁端部及び顎部に文様を施すものがある。 (第7

7図 1～ 17)胴部の張 りの違いによって、 1～ 7と 8～ 17に分かれる。 1、 2は、「く」の字状

の口縁をもつもので、端部を上方向につまみ上げる。 とは、胴部に 2段の列点文をめぐらし、

2は、頸部に 2孔一対の円孔が確認できる。 3、 4は、「く」の字状の口縁をもち、端部は肥厚

せず、丸 く終わる。回縁端部外面に、斜格子文、刻目文を施す。 5～ 7は、「く」の字状口縁を

もち、端部が肥厚する。頸部には押圧突帯文がめぐる。 6には、日縁端部外面に刻 目文を施す。
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第74図 SR01 11層 出上土器 (そ の15)
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第75図 SR01 11層 出土土器 (そ の16)
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第76図 SR01 11層 出土土器 (そ の17)

8～ 17は、日径に比べ、胴径が大

きくなるタイプのもので、「くJ

の字状の口縁をもち、端部は肥厚

する。口縁端部外面に斜格子文、

刻目文を施すが、刻目文の施文の

位置にはバ リエーションがある。

15のみ端部に文様を施さず、頸部

に押圧突帯文を施す。

高杯形土器 第78図 1～ 3

皿状の杯部をもち、日縁端部が

拡張する。調整は内外面ハケを行

うと、内外面ナデ調整を行 う2、

外面ナデ、内面 ミガキ調整を行 う

3がある。

鉢形土器 第78図 4

前様式でみられたバケツ形の鉢

である。筒形の胴部をもち、外反

せずに直立した口縁をもつ。日縁

部に穿孔が 1個確認できる。もと

は 2孔一対の穿孔であろう。文様

は、外面に櫛描直線文が施されて

いる。

中期中葉後半

壷形土器 第79図 1～ 7

いずれも広口壷である。大きく

外反し、端部が肥厚する日縁をも

つタイプ (1～ 4)と 、直線的に

外反し、端部が肥厚する口縁をも

つタイプ (5～ 7)がある。いず

れも口縁端部外面に凹線文をめぐ

らす。 1、 2は肥厚した端部にめ

ぐらせた凹線文の上に刻目を施す

-111-



第77図 SR01 11層 出土土器 (そ の18)
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第78図 SR01 11層 出上土器 (そ の19)

第79図 SR01 11層 出上土器 (そ の20)

もので、 1には棒状浮文も施す。 1の 口縁部上面には斜格子文を施す。 3は 口縁部上面に斜格

子文を施し、 4は頸部に押圧突帯文をめぐらす。一方、直線的に外反 し、端部が肥厚する口縁

をもつタイプは、凹線文上に、 5、 6は 円形浮文、 7は棒状浮文を施す。加えて 7には口縁下

に刻 目突帯文を 1条めぐらす。

甕形土器 第80図 1～■

「く」の字状に屈曲し端部が肥厚する日縁で、外面に 2～ 3条の凹線文をめぐらす。口径20

cln前後のものと口径30cm前後のものがある。調整は外面ハケ、内面は小形のものに上半までヘ

ラケズ リを施すものがあるが、ハケもしくはナデ調整を行 う。 9の ように端部内面に箆状工具

による圧痕もみられる。

高杯形土器 第81図 1～ 3

浅い皿状を呈するもので、日縁部が内湾するタイプ (1、 2)と 、やや深い杯部をもち、端

部は両側に拡張するタイプ (3)がある。 3は、拡張した端部上面に斜格子文、外面に刻 目文

を施す。調整は外面ハケ、内面 ミガキ調整を施す。

題露露露墓琵露髪奎霞軍
=====~石

両ШL2
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中期後葉前半

壷形土器 第82図 1～ 8、 9、 10

広口壷と無頸壷がある。 2～ 8は大き

く外反する口縁をもち、端部は上下方向

に拡張する広口壷である。日縁端部外面

に 2～ 3条の凹線文をめぐらす。 と、 8

には、頸部近 くに箆状工具による列点文、

櫛状工具による押圧文を施す。 6には口

縁部上面に櫛描波状文と直線文を施す。

調整は外面ハケ、内面ナデ調整を施す。

9、 10は無頸壷である。体部が内傾 して

たちあがる口縁をもち、口縁部はわずか

に拡張する。日縁部外面に 3条の凹線文

をめぐらす。 9には凹線上に棒状浮文を

施し、調整は内面ハケ調整を行 う。

甕形土器 第83図 1～ 6

「く」の字状に屈曲し、端部が肥厚す

る日縁で、端部ハ面に凹線文をめぐらす。

その他の文様は 1及び 3に認められる。

1は凹線文上に刻目文、頸部に押圧突帯

文をめぐらし、 3は頸部に押圧突帯文を

めぐらす。

高杯形土器 第84図 1～ 9

形態により大きく3タ イプに分かれる。

と、 2は水平に広がる口縁をもち、内側

に隆起帯を 1条めぐらすタイプである。

水平口縁端部は拡張し、凹線文をめぐら

す。調整は内外面 ミガキを施す。 2～ 4、

8は皿状の杯部をもち、日縁部で屈曲し

て端部が拡張するタイプである。拡張方

向に差がある。外面には数条の凹線文を

めぐらす。 5～ 7、 9は皿状の杯部をも

0                                 20Cm

第80図 SR01 11層出土土器 (そ の21)
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第81図 SR01 11層 出土土器 (そ の22)

ち、日縁端部で屈曲して直立するものと内傾するものがあり、端部はほとんど肥厚 しない。外

面には数条の凹線文をめぐらす。調整は内外面 ミガキを施す。

鉢形土器 第85図 1～ 7

椀形の深い体部から内傾する日縁部をもつタイプと、直立する日縁部をもつタイプがある。

いずれも口縁端部が肥厚し、上面及び外面に凹線文をめぐらす。調整は口縁部内外 ともナデ調

整、体部外面ハケ、 ミガキ調整を施す 3、 4、 体部内面にハケ調整を施す と、 2以外はナデ調

整が主体である。
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第83図 SR01 11層 出土上器 (そ の24)
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中期後葉後半

壷形土器 第86図 1～ 12

広日壷、細頸壷、直口壷、無頸壷な

どがある。 1～ 6は短頸広口壷である。

短い頸部から「く」の字状に外反し、

口縁端部が上下方向に大きく拡張し、

外面に凹線文を数条めぐらす。凹線上

に竹管文を施す 1、 2がある。 7～ 10

は細頸壷である。全容がわかるのは10

のみであるが、しっか りとした底部を

もち、胴部はやや張 り、細い頸から外

反しながらたちあが り、屈曲してほぼ

直立した口縁部をもつ。日縁部外面に

数条の凹線文をめぐらす。頸部に櫛状

工具による列点文を施す 8も みられる。

調整は頸部外面にハケ調整、胴部から

底部外面、上半はタテミガキ、下半は

ヨコミガキ、内面はナデ調整を施す。

11はやや外に開く直口壺である。口縁

から頸部にかけて凹線文を数条めぐら
10  

す。 2は無頸壺である。直線的に内傾

する口縁部をもち、端部は肥厚する。

日縁端部上面及び日縁部外面に凹線文

をめぐらす。

甕形土器 第83図 7～ 10

肩の張った胴部をもち「くJの字状に屈曲し、日縁端部が大きく拡張した上面に 4条ほどの

四線文をめぐらす。その他の文様は頸部に施され、 8には櫛状工具による列点文、 9、 10に は

押圧突帯文をめぐらす。

高杯形土器 第87図 1～ 5

皿状の杯部から屈曲してほぼ直立してたちあがる口縁をもち、端部を拡張させる。口縁部外

面に数条の凹線文をめぐらすほか、一部では端部上面に回線文をめぐらすものも見られる。調

整は内外面とも丁寧な磨きを施し、 1の外面のように斜格子状にミガキ施すものも見られる。

〓／
５郭
６

第84図 SR01 11層 出土土器 (そ の25)
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第85図 SR01 11層 出土土器 (そ の26)

後期

後期に属する遺物は量的に少なく、これまでの上器群との連続性はみられず、ある程度の空

白期間が考えられる。

壷形土器 第88図 1～ 4

広日壷のみが確認できる。 と～ 3は直立する頸部をもち、屈曲して水平に外反 し、端部を上

方向につまみ上げる日縁をもつケイプである。調整は日縁部をナデ調整、頸部はハケ調整を施

す。 4は、九い胴部から屈曲して大きく外反する口縁部をもつタイプである。調整は内外ハケ

調整を行 う。
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第86図 SR01 11層 出土土器 (そ の27)

第87図 SR01 11層 出上土器 (そ の28)
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第88図 SR01 11層 出上土器 (そ の29)

甕形土器 第89図 1～ 12

口縁部の形態より3タ イプに分かれる。 1は 「く」の字状に

屈曲し、端部の肥厚させる。日縁端部外面に箆状工具による沈

線状の凹線をめぐらす。後期前半頃と考えられる。 2、 3は肩

の張る体部から「く」の字状に屈曲し、端部を上下方向に拡張

させるが、凹線文はめぐらせず、強 くナデているだけである。

4～ 12は肩の張った胴部から「く」の字状に屈曲し、端部を

上方向につまみ上げる。全体につ くりが丁寧であり、器壁が薄

い。調整はハ面顕部以下をハケ調整、内面指ナデ調整を行 う。

後期後半から後期末頃の所産と考えられる。

高杯形土器 第90図 1～ 8

皿状の杯部から屈曲し、斜め上方向へ湾曲しながらたちあが

るタイプである。口縁部内面にはヨコナデにより凹線状のくば

みがめぐる。調整は杯部上半外面及び内面は ミガキ調整、杯部

o                            20Cm

第89図 SR01 11層 出土土器 (そ の30)
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下半はヘラケズリののちミガキ調整を施す。脚部は外側に開くしっか りとしたもので、調整は

外面ヨコナデ、内面ヘラケズ リ調整を施す。

鉢形土器 第90図 9、 10

椀形の形態をもち、回縁端部を平にカットする。底部は丸底になると思われる。調整は外面

をナデ、内面ハケ調整を施す 9、 外面をナデ、内面をハケ後粗いミガキを施す10が ある。

壷形土器 体部 第91図 1～ 13

中期前葉後半と考えられる一群 (1～ 3、 11、 12)は、形態的にはあまり張らない体部をも

ち、頸部にかけてゆるやかにすぼまる。文様は櫛描直線文を主体とし、部分的に櫛描波状文を

施す。11の ように波状文と波状文の間に流水文を施すものも見られる。流水文をもつ破片は、

同一個体と思われるものがもう一点出土している。

中期中葉前半と考えられる一群 (4、 5、 9、 10)は、体部の張 りが大きくなるが、体部か

0                                  20Cm

第90図 SR01 11層 出上土器 (そ の31)
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第91図 SR01 11層 出土土器(そ の32)

ら頸部への変化が直線的である一群である。文様は箆状工具による刺突文及び櫛描列点文など

を施す簡素な一群 (4、 5)と 、櫛描直線文と波状文を交互にめぐらすもの (9、 10)がある。

中期中葉後半と考えられる一群 (6～ 8、 13)は、体部が大きくなるものと球形に近い形に

なるものがある。文様は(体部に櫛描波状文、斜格子文、刺突文、円形浮文などを施し、装飾

性豊かな体部をもつ。
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高杯脚部 第92図 1～ 16 第93図 1～ 21

高杯の脚部には、前期末から中期後葉後半までのものがあり、形態、調整等に変化がある。

前期末と考えられるものは、第34図 1、 2である。粘土塊を柱状にして外側に脚部を広げた

形態のもので、 2孔一対の穿孔がみられる。調整は全体にミガキ調整を施す。

中期前葉前半から中期中葉前半と考えられるものは、第92図 5～ 16である。高い脚部をもつ

もの、低い脚部をもつものがある。形態的には外反 しながら開くしっか りとした脚部をもち、

端部が内側に肥厚する。脚郡中央に 2孔一対の穿孔がみられるものが多い。また、12、 15の よ

うに透かし孔をもつものも見られる。調整は外面 ミガキ、杯部内面 ミガキ、脚部内面ナデ調整

を施し、接合部近 くにしば り目がみられる。
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第92図 SR01 11層 出上土器 (そ の33)
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中期中葉後半から中期後葉後半と考えられるものは、第93図 1～ 21で ある。形態的には外反

しながら開くしっか りした脚部をもち、端部は上下方向に肥厚する。端部外面に凹線文を 2～

3条めぐらす。その他の文様は、数条の沈線文、鋸歯文、透かし孔をもつもの (14～ 21)な ど

がある。調整は、外面 ミガキ、内面ヘラケズリをほどこす。

蓋形土器 第94図 1～ 7

前期末と考えられるものに 1～ 5がある。大きく外反し、端部近 くで屈曲する。つまみは長

くつまみ上げる。調整は、 1、 2の外面に箆状工具によるナデのあとが残 り、内面はナデと細

いハケ調整を施す。 3は内外面ナデ調整、 4は外面 ミガキ、内面ナデ調整、 5は外面ナデ、内

面 ミガキ調整を施す。

ウ
16

5

o                             20Cm

第93図 SR01 11層 出上土器 (そ の34)
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中期前葉後半と考えられるもの 6は、 4つの突起をもつつまみをもつもので、中央に円孔を

もつ。文様は櫛描直線文と波状文を交互にめぐらす。調整は、内外面ともナデ調整を施す。

中期中葉後半と考えられるものに 7がある。水平に広が り屈曲して下方に下がる。外面には

凹線文を 2条めぐらす。調整は内外面ともナデ調整を施す。

紡鍾車、 ミニチュア土器 第95図 1～ 13

1～ 7は紡鍾車である。直径 4 clll前後の上器片を利用して製作 したものである。中央に円孔

を開けるが、 4は未製品である。

8は壷の把手である。

9～ 13は ミニチュア土器である。鉢形になる 9、 10と 脚台付きの壷形土器になると思われる

11、 12がある。丁寧な調整を施す 9、 10と 、ナデ調整のみを施す11、 12がある。
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第94図 SR01 11層 出上上器 (そ の35)
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第95図 SR01 11層 出土土器 (そ の36)
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石器

■層から多量の上器と同様に石器も出土している。これらの石器は、出土した土器の年代よ

り弥生時代前期末から弥生時代後期に属すると考えられる。各時期の上器の出土量からすれば、

後期のものは若干量であるため、前期から中期に属する可能性が非常に高い。出上した石器を

器種ごとに説明を加える。

石庖丁 第97図 1～ 9 第96図 1～ 5

形態より大きく3つに分かれる。打製によるもので、両端に快 りをもつもの、同形態で快 り

をもたないもの、半月状を呈し、石庖丁の体部中に双孔が穿たれるものがある。 1は片面は自
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第96図 SR01 11層 出土石器 (そ の1)
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然面を利用し、もう一方の面は象J離 した面を利用し、両端に快 りを入れる。刃部は両面から打

ち久いてつ くりだしている。刃部、中央部に使用により磨滅痕がみられる。 2は片面に快 りを

もつもので、両面から打ち欠き刃部を作 り出し、背部は敲打によって背潰 しを行 う。一部自然

面が残る。 3は、背部に比べ刃部が長い形態のもので、両端に袂 りをもち、快 り部は敲打を行

い、九 く仕上げられている。刃部は両面から打ち欠いて刃をつけ、背部は敲打により背潰 しを

行 う。A面左側の刃部から袂 りにかけて、使用によると思われる磨滅痕が顕著に残る。 4は両

端に快 りをもち、刃部に比べ背部が長 くなる形態のもので、刃部は両面からの打ち欠きにより

刃をつける。背部は敲打による背潰しが行われ、快 り部も敲打によって丸 くつ くられている。

5～ 9は、いずれも快 りをもつ石庖丁の破片である。 5以外は刃部を両側からの打ち欠 きに

よってつ くりだし、背部は敲打により背潰 しを行 う。

両端に快 りをもたないものに第96図 2～ 5がある。 2、 3は平面的には台形を呈するもので、

刃部の方が背部よりも長い。刃部は両面からの打ち久きにより刃を整形 し、背部は敲打による

背潰 しを行 う。 4は楕円形を呈する形態をもつもので約半分を欠損する。刃部は両面からの打

ち欠きによって刃をつ くり、背部は敲打による背潰しを行 う。片面体部には使用によると思わ

れる磨滅痕がみられる。 5は刃部から体部にかけての破片である。刃部は両面からの打ち欠き

によって刃をつ くる。側縁部には自然面も残る。第96図 1は半月形を呈する石庖丁である。全

体に磨きを行わず部分的に磨きを施す。体部に 2孔の紐穴をもつ。刃部は縁辺のみに横方向の

磨きを純す。背部においても縁辺のみに横方向の磨きを施した後、敲打による背潰しを行 う。

石斧 第98図 1、 2 第99図 1～ 8 第100図

磨製石斧では、太型蛤刃石斧、柱状片刃石斧、偏平片刃石斧等が出土している。

大型蛤刃石斧 第98図 1、 2 第99図 第100図 1、 2

蛤刃石斧は合計 4点出上している。第99図 2のみ小型である。第98図 1は、基部を欠損する

もので、側縁は並行するものである。刃部及び側縁部は丁寧に研磨 している。刃縁には使用に

よる刃こばれがみられる。第98図 2は、側縁は基端に向かってすばまる形態のもので、断面形

が 1に比べ偏平である。刃部及び側縁部は丁寧に研磨している。刃縁は、使用による刃こばれ

及び粗い擦痕がみられる。第99図 1は刃部及び基端部を欠損するものである。断面形は精円形

を呈する。全体に丁寧な研磨を行 う。第99図 2は粗雑なつ くりの小型品である。刃部及び体部

に部分的な研磨を行 う。

柱状片刃石斧 第99図 3～ 6

いずれも破片での出上であり、全体の形態がうかがえるものはない。 3は、基部中央に快 り

をもつもので、大半を欠損している。全体に丁寧な研磨を行 う。破損した面についても研磨を

行っていることより、転用を意図して研磨を行った可能性がある。 4は、刃部及び側面の表面
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第98図 SR01 11層 出土石器 (そ の3)
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第99図 SR01 11層 出上石器 (その4)
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部を欠損するもので、全体に丁寧な研磨を行っている。 5は、基部及び右側面を欠損している

もので、全体に丁寧な研磨を行 う。 6は、刃部のみの破片である。全体に丁寧な研磨を行 う。

偏平片刃石斧 第99図 7、 第100図 1～ 3

7は大型の石斧である。刃部及び右側面部を欠損する。長さ、幅を復元すると、長さは12cm、

幅 6 cm程度になる。全体に丁寧な研磨が行われている。 2は、基部及び右側縁部を欠損する大

型になると考えられるもので、全体に丁寧な研磨が行われている。刃部には使用によるものと

考えられる刃こばれが一部にみられる。 3は、中型の完形の石斧である。刃部は丁寧なつ くり

がなされ、鋭い刃がつ く。断面は蒲鉾状を呈する。全体に丁寧な研磨を行っている。 1は小型

の石斧である。鋭い刃はつけないものの、丁寧なつ くりである。平面形は正方形を呈し、断面

形は台形を呈する。全体に丁寧な研磨を行っている。

削器 (刃器)第 101図 1～ 11

1、 2は両側縁に我断面をもち、両面からの少ない打ち欠きによって鋭利な刃部をつ くる。

3は刃部及び背部に打ち欠きによる調整を行 うもので、背部には敲打による背潰しがみられ、

刃部中央部には、使用によるものか、摩滅痕が認められる。石庖丁と同様な使用方法が考えら

れる。 4は、刃部と考えられる辺と右側縁に、打ち欠きによる調整が施されているが、他の縁

は調整は施されない。 5は、 4と 同様調整が施される縁と施されない縁があり、刃部と考えら

れる縁は粗い打ち欠きによって刃部をつくる。 6は、 4、 5と 同様刃部と考えられる縁と限ら

れた縁を調整 し、その他の縁は最初の象J離面を残す。 7は、両面からの打ち欠きにより鋭利な

刃部をつ くる。 8は、刃部と考えられる縁は、まJ片を取る段階でできた鋭利な部分を利用 し、

背部にのみ両面からの打ち欠き及び、敲打により背潰 しを行っている。 9は両側縁に我断面を

Q
第100図 SR01 11層 出土石器 (そ の5)
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もつもので、刃部は片面からのみの打ち欠きによって調整を施す。10は、大きな象J離によって

できた鋭利な縁を、さらに細 く縁辺を打ち欠いて刃部をつくる。左側縁には裁断面が残る。11

は両面からの打ち欠きにより刃部をつくる。背部と考えられる縁は敲打によって背潰しを行 う。

両側縁には税断面が残る。
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第101図 SR01 11層 出土石器削器 (刃 器)
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第102図 SR01 11層 出上石器(その7)

楔形石器 第102図 1～ 7

楔形石器と考えられるものが 7点出土している。平面形態は台形もしくは正方形に近いもの

が多く、小型のものから大型のものまである。いずれの石器についても両側縁に我断面を残す。

上下端ともに刃潰れをおこしているものが多 く。階段状景J離が認められることながら両極から

の打撃によってこれらが形成されたものと思われる。

砥石 第103図 1、 2

1は、砂岩製の大型の砥石で、中央部がくばむ形態である。中央部に擦痕が顕著に残る。

2は、安山岩製で、 1に比べ小型のものである。一面のみを利用 してお り、使用による磨滅

で、面はなめらかである。

石鏃 第104図 1～ 5

いずれも凹基式と呼ばれる石鏃である。両面からの打ち欠きによって成形される。石鏃の規

模は、長さが2.75～ 3.5cm、 幅1.9～ 2.5clllで あり、比較的大型のものが多い。

石槍 (石剣をぶ くむ)第 104図 6～ 11

6は尖頭部を欠損するもので、側縁はほぼ並行で、尖頭部に向かってすばまる形態のもので

ある。両面からの打ち欠きによって側縁から尖頭部に向かって刃をつける。 7は基部から尖頭

部に向かって幅が狭まるもので、尖頭部を欠損する。幅のわ りに断面の厚さが厚い。基部両側

嗣
日
リ
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第103図 SR01 11層 出上石器 (そ の3)
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第104図 SR01 11層 出土石器 (そ の9)
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縁は敲打による刃潰 しが行われている。 8、 9は尖頭部を欠損するもので、両側縁が平行で、

両側縁には敲打による刃潰しが行われている。10は、尖頭部及び基部を欠損する。尖頭部に向

かってすぼまる形態で、左右のすばまりかたが一様ではないが、両側縁とも両面からの打ち欠

きによって刃が付けられていることより石槍と考える。11は完形のもので、両側縁が並行にな

り、尖頭部ですぼまる形態である。尖頭部は両面からの打ち欠きによって鋭利な刃をつ くり、

基部は敲打による刃潰しを行っている。これらの石槍のうち、 8、 9、 11は、形態及び成形方

法より石剣の可能性がある。

木製品

2区 SR01(第 105図 )

1は割材であり、両端部に加工がみられる。全長は31,lclll、 最大幅6.3cln、 厚 3 cmを 測る。内

面は凹んでおり、中央より先端部にかけてしだいに薄 くなっている。加工は不明瞭で、板目材

を用いる。用途は不明。

2は柾 目の板材である。残存長は25。 4clll、 幅2.9clll、 厚0。 7clnで ある。面取 りされ、側面には

加工痕が残る。垂直方向と斜め方向の 2個の穿孔が施される。

3は狭鍬である。第11層 より出上した。依存状態は非常に悪 く、傷みが著 しい。現存長は2

4 7cm、 現存幅8.5clll、 厚1.5～ 2 clllである。内側には明確な着柄隆起を持たず、平坦な身に約5

0度の角度で着柄する。孔の径は約 5 clllで ある。

4は鍬の破片である。第11層 より出土した。依存状態は非常に悪 く、一面のみ原形を保って

いる。現存長は24.7cl■、現存幅8.5cm、 厚1.5～2.Ocmである。中央にわずかな隆起がある。着柄

孔の一部が残存しているがその形や着柄角度は不明である。柾 目材を素材とする。

5は板目の割材である。第11層 より出上した。現存長は24.4cln、 幅7.3cln、 厚7.3clnを 測る。

断面は長方形を呈し、全面が平坦である。作業台である可能性も考えられる。
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第105図 SR01 11層出土木製品
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第 5節 古代の遺構と遺物

1・ 3区

SD01・ 02(第 106図 )

3区西端において 4a黒褐色砂質シル ト層除去後に確認された南北方向の 2本の平行溝であ

る。濤幅約20clll、 深さ 5 cln前後、脅間の幅は約6.2mを測る。遺構掘込面を掘削中に確認された

ため、断片的な検出にとどまり、 1区に消いても延仲部は検出されていない。遺構内からの遺

物の検出もないが、 4a層の包含遺物から7～ 9世紀頃の時期が考えられる。

調査区の西を画する南北の里道は条里坪界線と推定されており、遺構はこれと隔たることわ

ずか 6mと 近接した距離に位置 していることから、条里地割に関係する遺構であると考えられ

る。

SD03

1区B2グ リッドで検出された、ほぼグリッドラインに沿って南北に直流する溝である。幅

1.8m、 深さ10clllを 測る。B列から北へ5.5mの地点で東へ直行する分岐点があるが、現耕作面

の段差のために 4mま でしか残存 しない。 3

区においても同様な理由によって南への延仲

部は確認できなかった。遺物の出土がないた

め時期の確定ができないが、古墳時代後期か

ら末にかけての須恵器片を包合する4c層を

切 り込むことから、古代から新 しくとも中世

までのものと推定される。

4a包合層出上の遺物 (第 107図 )

4a層 の時期は、古代から新 しく考えても

中世までの時期が与えられる。ここでは、 4

a層から出上した土器のうち古代に属すると

考えられる須恵器についてのみ記述したい。

これらの上器の所属時期は、概ね 7～ 9世紀

に属すると考えられるものである。

以下器種ごとに、特徴を述べる。

杯蓋 1～ 4

1は、宝株のつまみである。 2は、やや器

高の高い杯蓋である。 3、 4は、端部が屈曲

するもので、器高は低い。第106図 S D01・ 02完掘平面図
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杯身 5、 6

いずれも杯身の高台付近である。 5の高台は、あまり高くない。 6は、器高が低くなり、底

径が大きなことより、皿の可能性もある。

IllL  7-14

13以外全容がわかるものはない。底径により、 9 clll前後のものと、12911を越えるものがある。

いずれの底部もヘラ切 りが行われる。口縁部は、内外面ともヨヨナデを行 う。焼成は良好なも

のが多 く、砂粒もあまり合まず、精良なものが多い。

41  
▼ ¬

「

7

2 ~す 現  ヒ _ドイ
~=単 ~~｀3 - 「J    /1《
産主≡菫≡峯墾虫 4  ＼  卜多         15

10

ー 11

-二    帥

第107図 1・ 3区4a層 出上土器

2・ 4区

8a水田層

2、 4区SD01内の 8a層上面、現地表下約90皿で確認されたもので、旧河道の埋没過程の中

で水田として利用 したものである。水田は河道内の西寄 りの部分に東西幅約25mの帯状に河筋

に沿って分布しているものと考えられる。SR01は、水田分布範囲からはずれた東側に河床の砂

磯層の上昇がみられるため、保水性の問題から自ずと範囲が限られたものであろう。
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水田面は、東西がやや反 りあがった浅い凹地が南から北に向けて緩い傾斜で下がるような地     |

形をし、川筋に横断する方向の高低差は約 9 clll、 縦断方向では15mにつき約1lclllを測る。畦畔     |

は幅20～ 40cln、 高さ約 3 clllを 測 り、水田区画は、基本的には地形の傾斜に応 じて不整形につ く

られているが、部分的には形がほぼ整った方形区画を呈する箇所もある。 1筆あた りの面積は

7～ 22だ 、平均値は9。 4�測る。隣接する区画どうしの高低差は 2 clll前後であるが、隣どうしで

ほとんど高低差のない区画もあって、SR01西岸の前期の水田面のように均等な高低差で規則的

な造成はなされていない。 4箇所で水口が確認されているが、本格的な施設ではなく、あくま

で一時的なもののようで、基本的な配水は畦越 しの掛け流しによったものであろう。

水田域の東、SR01の 肩部付近にはほぼコンターラインに沿った 2本の用水路が重複するよう

に掘削されている。岸側のSD07(幅 80clll、 深さ40cln)が先行して掘削され、この埋没後に河道

側のSD08(幅 75cm、 深さ20clll)乃ミ再掘削されている。埋土は 8、 9層 と同様の暗褐色～極暗褐

色極細砂質シル トで、これらの層の形成時期と相前後するものと考えられる。しかし、土層の

観察によって、 8a層がSD08、 を一部被覆していることが確認できているので、水田面との直

接的な並存関係は明確でない。遺物は確認されていない。

出土遺物 (第H2図 3～ 21)

蓋形土器 3～ 7

3は、宝株のつまみをもつものである。端部の形態より4、 7と 5、 6に分かれる。

皿形土器 8、 9

平底の底部から屈曲して短 く外反するものである。

底部 10～ 18、 19～21

杯及び皿の底部がある。また、高台をもつ底部がある。

脚部 12

高杯の脚部と考えられる。

8a～ 9b層 の出土遺物 (第 109図 34～ 37)

8a層上面水田を確認 した後、10層 までを掘 り下げた時点で出上したものである。

杯身 34、 35

直線的にたちあがる口縁部をもつもので、日径は大きくない。

杯蓋 37

丸い天丼部からつづき、内面に弱いかえりをもつものと思われる。

伍E  36

壷の体部である。
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第108図 2・ 4区 8a水 田区画図

第 4表 2・ 4区8a水 田面積集計表

面積 (m2) 平均標高 (Cm) No 面積 (ド ) 平均標高 (Cm) No 面積 (m2) 平均標高 (Cm)

1 7 10 205 (84) 10.165 27 6.7 10 060

2 10 10.245 8 10 185 Ｏ
Ｏ

つ
４ (6.1) 10,090

3 11.5 10.225 10 185 (31) 10 030

4 (32) 10.240 17 (3,7) 9 990
つ
０

つ
０ 10010

5 10 145 18 12.2 10 120 31 10.020

6 115 10 120 (3.2) 10.120 32 6.2 10.060

7 9 10.130
つ
４ (18) 10.060

つ
０ 7.1 0.060

8 10.8 10.170 21 (34) 10.070
つ
つ (5.働 0 040

9 (8の 10,185 22 (6.8) 10.060 35 0 050

22 7 10 140 (8.2) 10 060 (3.5) 0.080

10 170 7,7 10 000 平 均 面 積   937m2

最 大 面 積   22.7m2(o

最 小 面 積   16m29り
9.6 10.195 8,1 10 030

20.5 10.180
つ
４

つ
０ 10 080
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第 6節 中世以降の遺構と遺物

5a水田層

SR01の 河床域ほぼ全域にわたって存在する水田層である。褐灰色極細砂質シル ト質の耕上で

上面に畦畔の隆起がみられる。しかし、 2、 4区東半と4区南半の部分では上層 4a層 による

削平のために畦畔の存在が不明瞭または全 く平坦化している。調査では 2区西半の範囲でこの

水田面の面的検出を行った。

水田面の地形は、横断方向ではSR01西肩から20m付近が最も低 く、東西両方向に向かってわ

ずかずつ上がって行 く、浅い谷状を呈し、20mで約10clnの 比高差を測る。南北方向では南から

北ヘ レベルを減 じて行き、15mで 8～ 10cl■ほどの比高差である。

5a水田面は幅20～ 50clll、 高さ4～ 6 cmの畦畔によって、規則性に乏しい長方形から精円形

様の不整な平面形を呈する。地形 (傾斜)に応 じて造成 したものと考えられるが、等高線に沿

うような法則性をもった畦畔の通 りはみられない。SR01西肩付近の緩傾斜部では南北方向、谷

底付近から東では東西方向の畦畔が優先している。隣接する水田区画相互の高低差は不規則で

全体的な地形の傾斜とは対応しない。

出土遺物 (第 112図 1)

とは、瓦器の椀である。断面三角形の貼 り付け高台をもち、器高はあまり深 くならないもの

と考えられる。内面見込みに平行の暗文を施す。12世紀後半ごろと考えられる。

6a水田層

断面観察において 2、 4区のSR01内のほぼ全域にわたって分布する。土質は 5a層 と同様、

ヽ

氏

氏

＼

ヽ

第110図 2区5a水 田区画図
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面積 (m2) 平均標高(Cm) Nα 面積 (m2) 平均標高(Cm)

1 10 17
つ
と

2 (115) 18 5.1 /

3 19 10.1 /

4 14.7
つ
４ 193

5 (2.5) 21 104

6 7
つ
４

つ
４ 14.5

7 24 9 } 23 (28)

8 (2.6) / (9)

9 23.5 } (69)

10 188 } (168)

111 イ 27 (5.2) /

(2.8) } 28 (34)

13 (33.8) イ 平 均 面 積

最 大 面 積

最 小 面 積

15.34m2

24 9m2(7)

51m2(81

157 /

22.4 イ

16 (10)

第 5表 2区 5a水 田面積集計表

5a層 上面水田遺構

3

6a層上面水田遺構

径 ≧ ム 4

こ≦≦≦三三三≧≡≦望≧望」=====生とこ二二望J囁Ⅲ
5

痒≦峯≡≡≡
=≡

≡≡≡≡上_______工 」H｀ビ
6

7   12

E`三≧三三望三聖聾聖里ロロ
レ

9 0

8a層上面水田遺構

第112図 2・ 4区 SR01内 水田遺構出土遺物
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褐灰色極細砂質シル ト層で、

5a層 との間に層厚 5 clll前後

の 5b褐灰色極細砂質シル ト

層を挟んで重なている。洪水

をはさんで近接 した時間差で

営まれた、ほぼ同時代の水田

層と考えられる。 4区の全域

と2区の東端の 2箇所で平面

的な検出を行った。

4区での調査結果によると、

6a水田面の地形は、全体と

してはほぼ水平に近いが、細

かく眺めると24か ら32の区画

が南北に尾根状にやや高く、

そのすぐ東はごく浅い谷状に

いったん下がった後わずかず

つ東へあがる。南北では相対

に南より北の方が若干高い傾

向を見せるのが特徴的である。

畦畔は幅20～ 30clll、 高さ 2～

4 clllを 測 り、地形に応 じて緩

やかに蛇行しながらも、東西、

南北ともほぼ碁盤状に貫通し

ている。したがって水田区画

は不整の方形または台形を呈

する。ただし、 レベル的に若

干高かった24か ら32区画は、

若千の区画の乱れが観察でき

る。区画の面積は、4.1だ か

ら20.5∬ にわた り、平均値は

11.0だ を測る。

第113図 2・ 4区6a水田区画図
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No 面積 (m2) 平均標高(Cm) 面積 (m2) 平均標高(Cm)

1 (106) 10 30 35 10 27

2 10 28
つ
つ (7.6) 10.30

3 つ
と 10 27 7 75 10 28

4 (44) 10 32 38 125 10.26

5 10 24 81 10 25

6 (15) 10 30 40 (63) 10 26

7 つ
４ (75) 1031

8 (32) 10 26 42 1031

9 (0,4)
刀
争 10 29

(04)
（
υ 10 26

18 10 25 45 10 26

つ
４ 20 5 10 27 46 108 1031

0 26 10 27

14 0 26 48 (88) 10 23

15 (175) 0 28 8) 10 33

128 0 26 114 10 30

17 9 10 28
∩
υ 10 29

18 10 25 (68) 10 26

82 10 26 (25) 1031

(575) 10 24 10 30

(17) 10 29 55 10 29

つ
４ 12 25 10 27 10 24

10 29 57 (47) 10 20

24 9 45 10 28 58 (7) 10_26

103 10 29 10 27

(178) 10,26
食
∪ 10.28

(08) 10 29 (38) 10 22

28 10 30 (02)

5 25 10 28 (41) 10 23

30
つ
４ 10 30 64 (06)

31 10 28 平 均 面 積

最 大 面 積

最 小 面 積

11 00mを

20 5m2(12)

4.l m2(35)

つ
４ (3.9) 10 27

33 (55) 10.29

34
０
０ 10 29

出土遺物 (第 112図 2)

2は、黒色土器B類の椀である。断

面台形の貼 り付け高台をもち、器高は

あまり深 くならないものと考えられる。

磨耗が著しいことより調整等は不明で

ある。

6a～ 7b層 の出土遺物

(第 109図 1～ 27)

6a層上面水田を検出した後、 8a

層上面水田を検出するまでの間に出土

したものである。27の黒色土器A類を

除いてすべて須恵器である。

杯蓋 1～ 7

天丼部が平坦面をもち、なだらかに

続き、端部で下方に屈曲させる日縁部

をもつものである。

杯身  1～ 23

大きな高台をもつものと、もたない

ものに分けられる。口縁部が直線的に

外反するものと外反しながらたちあが

るものがある。

IllL  24、  25

皿の底部である。

壷 26

壷の底部と考えられるもので九底の

底部である。内面にロクロ痕が残る。

黒色土器A類椀 27

黒色土器の底部である。断面三角形

の高台をもつ。内面に黒色処理を行 う。

7b層 の出土遺物 (第 109図 28～ 33)

8a層上面水田畦畔を削 り出す間に

出土したものである。いずれも須恵器第6表 2・ 4区 6a水田面積計測表
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である。

杯身28～ 30、 33

口縁部の破片と底部の破片の出上であり、全体の形態がわかるものはない。

工L  32

底部の破片である。たちあが りの角度より皿の底部と考えられる。

高杯 31

高杯の杯部と考えられ、脚部との接合部分のカーブが確認できたことより高杯の杯部と考え

られる。

S D12(第 114図 )

2区の最東端の検出された南北濤で

ある。東側が調査区外に逃げるため、

幅は最大部分で3.4m、 深 さは約25clll

を測る。断面から 5回にわたる推積

(再掘削)が観察できる。埋土は上層

から灰白色シル ト層、黄褐色砂礫層、

黄褐色シル ト層、灰色細砂層、灰色粘

質シル ト層の 5層である。 1、 2層は

調査区東辺にはぼ平行して南北に流れ

るが、 3、 4層は北をやや西へ向ける。

遺物はみられないが、埋土等の状況か

ら近世以降、現代に近い時期までのも

のと推定してよかろう。ただ、条里坪

界線想定線とほぼ重なっているので、

もう少し前の時期から存続 したものと

考えて、条里遺構との関係にも注意し

て第きたい。

o                  2
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第114図 SD12平断面図
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第 7節 時期不詳の遺構と遺物

SR01西 肩部の溝状遺構 (第 115図 )

SR01の 西肩斜面を這 うように 6本の濤状遺構が重層して確認された。また、これらとは別に

1本が断面観察によって確認されている。遺構は河川の埋積に伴 う埋没と再掘削を繰 り返 しな

がら次第に高所へ移動したような状況を呈している。遺構平面図は、これらの平面的な位置関

係が良好に残る2区のものを図示した。南側の 4区では河道が北北東から北に向かって緩やか

に方向を変えるカーブの部分にあたるため、旧河道の肩部の傾斜が急峻となってお り、溝状遺

構群は 1箇所で完全な上下関係をもって重複しているか、さらに微高地側に拡張して、結果的

には現代の水路によって破壊されたものと考えられ、良好な確認作業ができなかった。遺構に

は西側の上層のものから順に番号を付し、規模はそれぞれSD06が幅60clll、 深さ約10cln、 SD07が

幅75cm、 深さ 9 cm(最深部、SD07は北へ向かうにつれて次第に浅 くなり、途中で消滅する)、 S

D08が幅80cm、 深さ40cln、 SD09は幅75cln、 深さ20cln、 SD10が 幅 lm以上、深さ2～ 3 clll(途 中で

消滅)、 SDllが 幅30cm、 深さ15cmを測る。

包含遺物によって遺構の時期が確定できるものは、このうちSDllの みで、弥生中期から後期

後半の遺物を包含する第11層 と同時期の遺物がみられ、埋土も似かよっていることから弥生後

期初頭の埋没になるものと推定できる。また、遺物の出土はないものの、旧河道内に営まれた

数面の水田層との層位的な上下関係から判断して、SD08、 09が 8a水田層を僅かに遡る古代頃

と推定できるが、これ以外については、土層との明確な対応関係がつかめないため、SD08、 09、

11を基準として、SD10が弥生後期後半から古代の間、SD06、 07が古代より新しい時期のものと

判断できるにとどまる。

これらの遺構は、前述のように旧河道の埋没による水位の上昇につれて、次第に高位に付け

替えられた用水路的な施設と考えられ、その目的はやはり河床内で継続的に営まれてきた水田

耕作のための給排水路であろう。調査では水路部分の確認のみにとどまったが、想像をたくま

しくしてさらに周辺部に視野を広げれば、上流では、水路の延長上に河道本流から用水を分岐

する取水施設が、下流には、さらに下手の水田に配水をするための給水施設があろうことは容

易に推定でき、ひいてはようやく埋没を終えようとする旧河道の河床内に消いて、それぞれの

時代でかなりの規模で水田農耕が行われていたことが考えられる。
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第115図 SD6～ 11完掘平面図
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1、 3区出上の石器

石庖丁 第■6図 1～ 5

1、 2は、 3区のゴヒ側 トレンチより出上したものである。 1は、上縁部及び下縁部が大きく

湾曲し、上縁部に比べ、下縁部が長い形態をもつ。両側縁には両面からの打ち欠きにより快 り

をつ くる。刃部は両面からの打ち欠きによって、鋭利な刃部をつくる。背部は敲打による打撃

によって背潰しを行い、敲打による階段状象J離が顕著である。 2は、平面形が長方形を呈する

もので快 りをもたない形態である。直線的な刃部は縁辺部に両面からの打ち欠きを施し、背部

は敲打により背潰しを行 う。 3は、 1区西半の 7層 より出上したものである。刃部が湾曲する

もので、半分を欠損する。刃部は両面からの打ち欠きで、刃部をつ くる。背部は一部大all離面

の平坦部を利用しながら敲打による背潰しを行 う。刃部には使用による磨滅が認められる。 4

は、平面形態は台形を呈するもので、刃部は両面からの打ち欠きによって鋭利な刃部をつ くる。

背部は敲打による背潰しを行 う。右側縁には両面からの打ち欠きを行い調整する。 5は両側縁

に快 りをもつものである。刃部は大きな打ち欠きによって粗 くつくられている。一方背部は敲

打による背潰 しを行 う。狭 り部は両側縁に敲打による刃潰しを行い、丸 く仕上げる。

円板状を呈する石器 第116図 6

床土から出上したもので、平面形は円板状を呈 し、縁辺部を敲打によって丸 く仕上げる特異

な石器である。直径6.7cln、 厚さ1,Oclnを測る。やや大きめのものがSX03か らも出上している。

SR01 11層以外より出上の遺物及びSR01西肩微高地上出土石器 (第 117図 1～ 15)

SR01 11層以外からも多くの石器が出上しているが、時期を特定できない。ここでは形態的

に特徴があるもの、代表的なもののみを取 り上げた。

石庖丁 1～ 5

1は右半分を欠損するもので、快 りはみられない。刃部は鋭利な大剣離面をほぼ利用 し、細

部はあまり調整しない。背部は敲打による背潰しを行 う。 2はやや厚めの素材を利用する。刃

部は両面からの打ち欠きを行い調整する。背部は敲打による背潰しを行 う。左側縁部に敲打に

よって扶 りをつくる。刃部には使用による磨滅痕がみられる。 3は、紐孔をもつもので刃部は

すべて欠損し、全容は不明である。 2孔一対の組孔をもつもので、一孔を欠損する。組孔は両

面から穿たれたもので、表面は風化による縞模様がみられる。 4、 5は半月状を呈するもので、

刃部は両面からの打ち欠ちによって鋭利な刃部をつくり、背部は敲打による背潰しを行 う。い

ずれも、刃部に使用による磨滅痕が顕著に残る。 6～ 8は削器 (刃器)である。 6は刃部のみ

を整形するものである。背部は自然面、大劉離面をそのまま利用し、刃部は縁辺部に両面から

の丁寧な打ち欠きを行い、鋭利な刃部をつくる。 7は、刃部以外、大剣離面、自然面をそのま

ま利用する。刃部は鋭利な大象!離面に片面からの打ち久きを行い、刃部を調整する。 8は、下
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第116図 1・ 3区出土石器
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13

第117図 2・ 4区 出土石器
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縁部及び左側縁部に調整を行 うものである。下縁部は両面からの打ち欠きによって刃部をつ く

る。

石鏃 9～ 13

9、 10は、凹基式の石鏃である。 9は、大型のもので、全長が6.1911を 測る。縁辺部は両面か

らの打ち欠きによって整形する。10は、全長2.2cmを測る。縁辺部は両面からの打ち欠きによっ

て整形する。 11、 12は平基式の石鏃である。平面形態は■が五角形状、12が二等辺三角形状を

呈する。12は、縁辺部を両面からの打ち久きによって鋭利な尖頭部をつ くる。全長は、11が

3.lcln、 12が 4,lclllを測る。13は凹基式の変形である。鏃心中央部で両側縁に快 りをもつもので

ある。全体に丁寧な調整を施す。

石槍 14

14は、石槍の尖頭部を久損するもので、両側縁は敲打による刃潰 しを行 う。

石錐 15

15は完形の石錐である。両側縁は両面からの打ち欠きにより刃部をつ くる。表面は風化が著

しい。全長3.6clllを 測る。

木製品

試掘調査 (第■8図 )

1は ミカン割 りの割材で先端部に加工がある。現存長は14.4clll、 幅11,lclll、 厚7.4clllである。

先端部は 2方向からの加工がみられ、先端は鋭角に尖っている。加工痕は割材に対してほぼ垂

直に打ち込まれたものと斜め方向の加工があり、共に朔確に残っている。

0        1 0Cm

第118図 4区出土木製品
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第 4章

調査のまとめ





第 1節 浴 。長池遺跡周辺の地形と遺構の変遷

浴・長池遺跡では、縄文時代晩期・弥生時代前期から中近世にかけての多様な遺構が確認さ

れており、その時代変遷は概ね次のような 6時期が設定できる。すなわち、縄文時代晩期から

弥生時代前期、弥生時代中期前半、弥生時代中期後半、平安時代前半期、鎌倉時代前半、近世

の 6｀ 時期である。このうち縄文晩期から弥生前期では、自然堤防上に営まれた水田跡と川底か

らの若子の出土遺物が確認されている。つづく弥生時代中期には集落が営まれるが、後期を待

たずに廃絶し、これ以降は埋没した旧河道内で水田が営まれるばか りの生産域へと変化する。

ここでは、浴 。長池遺跡の遺構の変遷の状況を集落と水田の面から時期を追ってまとめた。

1 集落の変遷

(1)縄文時代晩期・弥生時代前期

1・ 3区では、調査区の中央部にSR02が南西から東南に向かって蛇行しながら横切ってい

る。 2,4区 のSR01は、出土遺物としては弥生時代前期末が最古であるが、この時期におい

ても旧河道として機能していたと考えるのが妥当と思われ、加えてSR01で もいちばん西寄 り

の流路が主要な川筋であったと推定できる。

SR01お よびsR02の 西岸の微高地上には水田跡が確認されてお り、SR02の西岸斜面中腹にも

水路状の構状遺構が見られたことから、用水の供給には 2本の旧河道を利用し、上流で本流

より分岐した用水路によって川下の微高地上に配水していたと推定される。また、SR02内 の

一角には 9本の杭が 2m前後の間隔で 2ないし3列に打ち込まれており、いずれもが頭部を

北に傾けていた形状から、5b洪水砂礫の襲来以前に打設されたものが、洪水によって頭部を

下流側に押し倒されて埋没したと見られる。この杭列の用途については想像の範囲を出るも

のではないが、SR02を 横断する橋梁的なものであれ、農業用水のための堰堤的なものであれ、

このことからSR02両岸の水田遺構が期を―にして営まれていたことが指摘できる。

この時期の遺構は、後に5b砂層をもたらした洪水によって一気に埋没してしまうが、SR01

もこの時期と相前後して、弥生時代中期の上器を濃密に包合 しながら徐々に埋没し、西側の

浴 。松ノ木遺跡に主流路を移していったようである。

当該期では住居跡等の集落遺構は確認されていないが、SR02河底部より縄文晩期の山形日

縁の浅鉢や弥生前期の壷形土器の蓋および農耕具と考えられる鋤状木製品等が出上している

ことからそれほど遠 くない上流部に集落跡の存在が推定できる。

(2)弥生時代中期前半

SR02お よびその周辺一帯を被覆した5b砂層上面に、集落遺構が営まれるようになる。遺構
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弥生中期前半

o                                 40m 弥生中期後半

第119図 浴。長池遺跡遺構変遷図(1)
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第120図 浴 ,長池遺跡遺構変遷図(2)
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0                                 40m

現在の地割
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第121図 浴・長池遺跡遺構変遷図(3)



は 1・ 3区東半からSR01西岸にかけて分布し、竪穴住居跡 4棟 (S101～ 04)、 掘立柱建物跡 6

棟 (SB01～ 06)、 竪穴または平地式とみられる住居跡 1棟、方形周濤墓 1基 (ST01)が確認さ

れている。

このうちSH01～ 03は、SD02の ほぼ流路上、5b洪水層の砂礫が最も粗い部分に営まれ、床面

には細かい砂質の貼床が施されている。いずれも土器の出上が乏しい反面、炭火材が多 く出

上していることから、廃棄時の人為的な廃却等の可能性も想定する必要があろう。一方、SH

04は、遺構面自体が洪水堆積になる肌理の揃った細砂層であるためか貼床的な施設はみられ

なかったが、周囲に円形に排水溝を巡らせSR02に流下させている。

住居跡としては、これ以外にもSH04の 北側に孔径20cm前後のピットが直径 6m前後のほぼ

円状に密集している箇所があり、竪穴住居または平地式住居の床面と推定できる。これらの

住居跡は、同時並存時間的関係をひとまず差 し置 くと、SB01を中心として半径25～ 30mの位

置関係で円形に配置されていることが注目される。今回高松市が担当した区画整理事業地内

での発掘調査では、旧河道内遺物や水田跡の検出量に比して集落跡が貧困であることが注 目

されていたが、結果的には、SR01西岸の微高地がかろうじて集落跡の一部となるようである。

一方、この時期の遺物としては、隣接するSR01の 河底から彩しい量の上器群が出上してお

り、その量は前述の数棟の住居で消費 し得る量をはるかに凌駕していると思われる。このこ

とからも集落跡がさらに周辺部に広がって存在する可能性を考えておかなければならない。

また、高松平野全体についてυとめると、これまで弥生時代中期前半は遺物の面でも、遺構

の面においても量的に希薄な時期であったが、今回の成果によって弥生時代を通 じての弥生

人の足跡がおぼろげながらもたどれる可能性をつかむことができた。

(3)弥生時代中期後半

前代の集落が廃絶した後に円形周濤墓 (ST02)が築造される他は性格不明の溜まり状のSX

01～ 03がみられるのみである。この時期からSR01の 埋没が急速化すると考えられるため、こ

れを契機として (住環境の悪化、農業用水の不足等が想像できる)集落の移転を余儀なくさ

れたものであろう。

この後の集落は、対岸の浴・松ノ木遺跡に旧河道の主流路とともに移動 していったものと

考えられ、浴 。長池遺跡ではこれ以降、埋没 した旧河道内に水田が現代に至までほぼ継続し

て営まれている。

2 水田遺構の変遷と特徴

浴・長池遺跡では弥生時代前期から13世紀にかけて、 3時期 4面の水田遺構について面的な

調査を実施した。
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弥生時代前期の水田跡は、SR01西側の川岸付近に、川筋に沿って幅約20mの帯状に分布する。

この他、SR02西側の微高地上にも数本の水田畦畔が断片的に確認されている。立地環境、時期

ともに同様な性格を有するが、遺跡のまとまりとしては西に隣接する浴 。長池 Ⅱ遺跡につな

がっていくものと判断されるため、ここでは触れない。

SR01西岸微高地上の水田の地形は、東西が反 りあがった、船底形の谷状の凹地が北に向かっ

て緩やかに傾斜している。畦畔は、まず等高線に沿って南北方向を設定した後に、通宜東西方

向に区切っていったようである。これは、南北畦畔よりも東西畦畔の方が立ち上が りが低 く、

基本的には東西畦畔が南北畦畔を貫通して直行することはないことからも想像できる。地形が

比較的単調な地形のために、水田の区画は南北長の長方形が集合したあみだ くじのようである。

水田区画の高低差も南から北へ 2 cm前後の段差で規貝J的に低 くなり、同レベルの水田区画が北

に開く馬蹄形状に配列されている。畦畔の数 ヵ所が水口状に途切れるが、基本的な配水は上手

からの畦越 しの懸け流しによっていると見られる。

韓I群 :

物

群

|||||||||

:::::::i::!:::::

第122図 SR01西岸微高地上の水田区画の標高分布
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再三繰 り返すが、SR01西岸微高地上水田の立地は河岸の自然堤防上に位置している。 しかし

周辺部の類例に目を向けると、このことは必ずしも時期的な特徴とはとらえがたい。浴・長池

遺跡から北へ約 400mの 地点で発掘調査を実施した弘福寺領山田郡田図関係遺跡発掘調査に

よって確認された同時期の水田は、 2× 4m前後の矩形の水田区画が規貝」的に並んでいるが、

立地は微高地から旧河道に向かって下がる、微高地裾部の緩斜面にあたる。また、西へ 200m

寄った浴 。長池 I遺跡の水田跡はSR01西岸微高地上水田と同様な水田区画を有しながら、その

立地は河岸から隔たった後背湿地である。 したがって弥生時代前期の水田は、水田耕作の歴史

としては開始期にあたるものの、比較的地形環境にとらわれることなく区画性をもった定形的

な水田造成ができるだけの土木技術をすでに有していたことがうかがえるのである。

ところが、SR02お よび旧河道岸の水田が弥生時代前期末の大洪水によって一気に埋没 した後

にこの一帯で営まれた水田 (SR01-5a、 6a、 8a水 田)は、もっぱら旧河道が埋没 して形成され

た浅い谷地の中に限られる。畦畔は幅約20cm、 高さ 3 cm前後と規模的には弥生前期 と大差ない

が、縦横の水田畦畔には規模的な優劣関係はみられなくなり、水田区画の形状もかろうじて方

形の区画を基本としていることはうかがえるものの、地形まかせの、かな り場当た り的な区画

をとっているとの感は否めない。用水施設は、川岸斜面の中腹に濤状遺構が繰 り返 し掘削され

ていることから、川伝いの水路によって上流から導水したものと想像されるが、河川からの取

水および水田への給水のための具体的な施設については明確ではない。ただ、圃場内での水配

りに関しては畦越 しの懸け流しが基本となっていたようである。

SR01旧 河道の5a、 6a層およびそれ以降の水田は、河床のほぼ全域にわたって、小規模な洪水

と復旧を繰 り返しながら継続的に営まれている。しかし8a水 田面では、旧河道の中でも西より

の一部のみにしか分布が見られない。その理由は、8a水 田が営まれなかったSR01河床域の大部

分は洪水性の砂礫層がベースとなってお り、水田耕作に際しての保水性が極めて悪い地盤のた

めであろう。このことは、自然晃防 (微高地)上の弥生前期水田が洪水で埋もれた後にもはや

水田域として復旧されなかった事実と関係している。すなわち、水田の選地にあたって必要な

条件として、給水が容易な地形的条件より漏水がより少ない土壌的条件の方が重要視されてい

たことが考えられる。翻って、これまで見てきた水田跡のベースは微高地上では砂質ンル ト層、

旧河道内でもシル ト質極細砂層の部分を選んでいる。このことは言い替えれば、土壊を改良し

てより漏水の少ない土地作 りを行 う方が、土地を開削して高所に用水を引く土木技術に比べて

より高度な技術と長い年月を要したということであろうか。

浴 。長池遺跡の発掘調査は、高松市教育委員会が水田面の検出をめざした調査として初めて

経験したものであったが、不手際も数多 くあった反面少なからずの成果を見ることができた。

そのひとつは、この調査を契機として周辺部でも続々と水田遺構が発見されつつあり、水田遺
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構の時期ごとの特徴や分布が次第に明らかになってきたことである。そしてもう一点は、条里

制と水田遺構の関係である。たとえばSR01旧河道内の8a水田は、調査当初は 8世紀前後という

年代を念頭において調査を進めたが、整理作業の結果さらに下った 9世紀頃との結果を得た。

いずれにしても条里制施行の渦中にあたる時代であり、条理プランと水田区画の関係、当時の

地形と土地利用の関係等を考える上での重要な手かがとなろう。

これらについては、調査自体が著についたばか りの段階であり、今後のデータの蓄積に待つ

ところが大きい。しかし、今までの調査の中で今後の問題点の所在もはっきりしつつある。今

後ともこれらの検討に耐え得る質の高い資料の蓄積を心がけていきたい。 (山 本)
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第 2節 SR01 11層 出土土器の編年的位置づけ

11層からは、多量の弥生土器が出上していることは前述のとおりである。出上した土器群に

は、時間幅があり、編年作業を行 うだけの一括性がない。しかし、高松平野において、当遺跡

のように、前期末から中期末まで継続される遺跡は、皆無に等しい状況がある。これらの状況

を考えれば、混在した状況で出上しているにせよ、周辺地域の編年を参考にして、一つの物差

しをつくるのは、当遺跡で確認された遺構の所属時期を決定する上でも有効であると考えられ、

第123～ 125図の変遷図を作製 した。ただし、これらの変遷は、文様及び形態の特徴から並べた

もので、かならずしもあっているとは考えていない。いずれ、一括遺物等が確認されていく過

程で、修正していこうと考えている。当変遷図は、前期末、中期を、前葉～後葉の 3期に分け、

それぞれを前半、後半に分け、後期以降の 8期に分けた。

前期末

壺については、頸部から短 く屈曲する広口重が存在し、頸部から肩部にかけて箆描沈線文等

を巡らす。甕については、断面三角形の貼付突帯の逆L字状口縁と、如意状口縁が存在する。

体部には、多条化した箆描沈線文を巡らす。鉢は、逆台形状を呈するものがある。

中期前葉前半

前葉式のものからつづく形態のものが多 く、形態は同様で、箆描文から櫛描文へと変化する。

器種のバ リエーションも少なく、遺物量も少ないことより、前期から中期への過渡期の土器と

考えられる。一部、対岸の岡山側からの搬入品と考えられる細頸壷もみられる。

中期前葉後半

壼は、あまり外反せずに立ち上がる日縁部をもつものと、大きく外反 し下方に垂れるものが

ある。前者は、外面に押圧突帯文を巡らせるものと、巡らせないものがあり、後者は、口縁部

端面から内面に、刻目突帯文を巡らす。甕は、体部から櫛描直線文が消滅 し、櫛描直線文下に

みられた刺突文のみが残 り、回縁は、「く」の字状に屈曲するものになる。前期末でみられた器

高の低いものもみられる。高杯は、抗形の杯部から屈曲し外へ開くものと、椀形の杯部をもつ

ものに分かれる。鉢は、日縁部が内湾し、端部が肥厚するものと、前期末から存在する口縁部

が外反する筒形のものがある。前者は、口縁部外面に、張 り付け突帯文、列点文を巡らし、後

者は、口縁部から体部にかけて、櫛描文と直線文を交互に巡らす。

中期中葉前半

壷は、前様式のものに比べ、日縁端部が肥厚し、胴部が大きく張 り、球形に近いものが多く

なる。回縁端部外面や、頸部から胴部にかけて、櫛描文が多用され、装飾性の高いものが多 く

なる。甕は、前様式のものに比べ、胴部の張 りが大きくなる。頸部に押圧突帯文を巡らせるも
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のも出現し、その中には、日縁部に比べ胴部が大きく張るものが多 くなる。高杯は、杯部が浅

くなり、端部で内側に屈曲するものと、前様式からつづ く椀形のものがある。

中期中葉後半

壷は、前様式からつづく形態に日縁端部外面に甕と同様の凹線文が 2～ 3条巡る。甕は、口

縁端部が肥厚するようになり、端部外面に、凹線文を 2条程度巡らせるようになる。高杯・鉢

は前様式からつづ くものが多 く、全体の中で占める割合が高 くなる。いずれのものも肥厚した

日縁端部や、外面に、凹線文を巡らせるものが多い。

中期後葉前半

壷は、前様式からつづ く広口壷の他に、複合口縁をもつものが出現するほか、短顕広口壷も

みられる。無頸壷は、口縁部外面に、凹線文を巡らせる。甕は、前様式のものに比べ、日縁端

部外面の凹線文が多条化する。高杯は、形が限定されるようである。前様式から継続するもの

が、杯部の屈曲部が明瞭にな り、口縁部外面に凹線文を巡らせる。

中期後葉後半

壷は、日縁部から頸部にかけて多条化した凹線文を巡らせる。甕は、日縁端部の上下への拡

張が大きくなり、凹線文も、多条化する。高杯は、杯部の屈曲部に明瞭な陵を持つものが存在

する。

後期以降

これ以降はしばらくの断絶期を為いて、後期後半以降の壷、甕、高杯が存在するのみである。

以上が、SR01 11層出土土器の変遷であるが、前でも述べたとお り、一括性の無い遺物によ

り変遷図を作製したため完全な変遷図にはなっていない。東道路関連の他の遺跡で一括性の高

い遺物も出上しているため、東道路の整理作業が進んでいくうちに不備な部分について、修正

していきたいと考えている。

第 3節 石器の組成と形態の特徴

(山 元)

本遺跡からは、総数にして 250点を越す石器が出土している。これらの石器の内報告書中に

掲載できたのは、 150点尋∃である。石器の器種は、一般的な遺跡から出土するものとの差異は

認められない。ここでは、石器がまとまって出上したSR01 11層のものについて、若干の検討

を行いたい。11層 出土遺物については、出土遺物他の文中でも書いてあるとおり、斎生時代前

期末から後期後半の上器がてでいることより、これらの出上した土器群に共伴する石器につい

ても同様の時期が与えられるということである。弥生時代の石器を考える上で、石器の形態・

組成等が変化する時期を一括して考えるには、多くの問題を合んでいると思うが、香川県にお
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挟りなし
3点

(1,1%)

砥石・凹石2点 (35%)

2・ 4区SR01 11層 出土石器組成

いて、弥生時代中期を中心とする時期の遺跡の

調査例が少ないことや、出土した弥生土器の 8

割方は、前期末から中期中葉の時期のものであ

り、その以外の時期の石器の混在率が少ないと

考えられることより、ある程度の傾向は導き出

せるのではないかという観点に立ち 1・ 3区5b

砂層中出上の石器、SX03出 上の石器を交えて、

以下の 3点について検討を行 う。

1)SR01 11層 出土石器の器種構成とその割

合について

2)SR01 11層 出土石庖丁における形態の特

徴及びその組成について

3)本遺跡出土石庖丁の使用形態とその痕跡

について

1)SR01 11層 出土石器の器種構成とその割

合について

SR01 11層 出上の石器総象は、57点である。

これらを分類 したのが第 7表である。欠落し

ている器種もあるが、本来の組成からは大きく

変わらないものと考えられる。11層出上の石器

を大きく分類すれば、工具 (32点 )56.1%、 農

具 (14点)24.6%、 武器 (狩猟具を含む)(11

点)、 19,3%と な り、工具は、全体の 5割以上を

占め、農具が 3割弱、武器は 2割弱である。こ

れと同様の状況が5b砂層出土石器にもみられる。

5b砂層は、出土遺7/Jか ら前期末から後期後半の

時期が与えられる。総数27点 の内訳は、工具

(15点)55.6%、 農具 (8点 )29.6%、 武器

(4点)14.8%で あ り11層砂層の傾向と似か

よった傾向を示す。これらの状況と傾向を異に

するのが、出土遺物から弥生時代中期後半と考

柱状片刃石斧 4点 (7%)

痛平片刀石斧
4点 (7%)

円板状を呈する石器
1点 (37%)

挟 りあ り
5点

(185%)

1区 SX 03出 土石器組成

第7表 遺構別出土石器組成表

具
点

膨

震
８

⑭

砥石・凹石
3点

(111%)

1・ 3区 5b層 出土石器組成
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えられるSX03の 状況である。総数16点の内訳は、工呉 (4点 )25%、 農具 (2点 )12.5%、 武

器 (10点)62.5%であり、総数が少なく器種組成も不完全であるが武器が 6割を越える。

香川県を含めて弥生時代中期後半から武器類が増加する傾向に合致する。この遺構一つを例

にあげて比較検討するのは問題があろうと考えられるが、この比較より器種構成の違いには時

期差によるものと考えられる。出土遺物からみた当遺跡の存続時期から考えて、後期以降は殆

ど機能しなくなることより、出土遺物の 8割を越える弥生時代前期末から中期前半の上器に共

伴していると考えてもよさそうである。今後、資料の増加によって一括遺物が確認された時点

で再考する必要が考えられるが、現時点の乏しい資料からは、このような結果が導き出された。

2)11層出土石庖丁における形態の特徴及びその組成について

11層から出上した石庖丁を分類したのが第 120図である。

I類 磨製石庖丁を意識したものと考えられ、半月形を呈し、紐孔をもつ形態は磨製石庖丁

と同様であるが、研磨が全域に及ぼず、縁辺部のみを研磨する

I類 長方形状を呈し、刃部、背部とも直線的で

ある

一A 両側縁に快 りをもつもの

一B 両側縁に快 りをもたないもの

lll類 刃部は直線的で、背部が湾曲する

一A 両側縁に決 りをもつもの

一B 両側縁に快 りをもたないもの

Ⅳ類 刃部、背部とも湾曲するもので、木葉形を

呈する

一A 両側縁に快 りをもつもの

一B 両側縁に快 りをもたないもの

V類 形状は 1類を逆にした形をし、使用痕が多

く認められるもの

11層 以外からは、これらの形状以外のものも認

められる

Ⅵ類 背部は直線的で、刃部は湾曲するもの

Ⅶ類 両側縁に快 りをもち、刃部、背部とも湾曲

し、ブーメラン状を呈する

11層 出上の石庖丁を分類した結果、両側縁に決

りをもつものと、もたないものの比率は、64.3%、
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35,7%で あり、主流は、快 りをもつものであることがわかる。これを浴 。長池遺跡全体の石庖

丁でみてみると、石庖丁37点のうち21点が快 りをもち、16点がもたない。これを比率に直すと、

前者56.8%に 対し、後者43.2%で あり、これも快 りが、半数を越える状況がみられる。ここで

気をつけなければならないのは、扶 りをもつものが半数を越えるが、圧倒的多数ではなく、快

りをもたないものも相当数存在することである。調整方法は同様であるのに快 りが存在 しない

のは、どのような原因によるものなのか、一つに製作途中で廃棄された、と考える説がある。

袂 りを入れるのを残して全て同じ状況で廃棄されるのだろうか。これに反する状況として、刃

部から体部にかけて、使用による摩滅等が確認できるものがある。このことより根拠に乏しい。

次に製作方法の簡略化と考える説があるが、簡略化するのであれば、背部及び刃部の調整につ

いても簡略化しそうであるが、その状況は、観察できない。石庖丁に快 りをいれる作業にのみ

簡略を行 うということは、「両端の快 り=紐掛け」という打製石庖丁の特性が、実は、絶対的に

必要なものではなく、「両端の扶 り=紐掛けJを行わなくても穂摘み作業が行えるとい う実証

でもある。現段階で考えられるのは、石庖丁の素材として使われるサヌカイ トの材質にも影響

されると考えられるが、製作者の個性がでた結果ではないかとの可能性を指摘しておく。これ

は、あとで述べる使用形態と痕跡についても大きく関わってくる問題である。

3)本遺跡出土石庖丁の使用形態とその痕跡について

第127図 浴。長池遺跡出土石庖丁にみる使用痕

磯

６

厩

５

ｎ

［
劾
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2)では、11層出土石庖丁における形態の特徴及び、その組成について検討を行ったが、ここ

では、それらの石庖丁に残された使用痕を観察することによってその使用形態を考えてみたい。

周辺地域においても、石庖丁の使用痕について検討されている。第127図は、石庖丁に使用痕が

認められるものをまとめたものである。破片等が多 く全容がつかみにくいが、使用痕が認めら

れる部分に違いがあり、それを観察することによって使用形態が復元できそうである。

磨滅痕が残る位置によって分類を行うと以下のようになる。

1.片側縁に片寄 り、刃部から体部にかけて磨滅痕が認められるもの (1～ 6)

2.刃部のみに磨滅痕があり側縁部に片寄るもの.(9,10)

3.刃部のみに磨滅痕があり中央部に寄るもの (7, 8)

いずれの石庖丁も片面に顕著な磨滅痕が認められる。

以上のことを参考にして、使用方法を推定すると、 1の状況から考えれば、右手で石庖丁を

持つと、親指の位置が磨滅のある範囲に納まることより右利きの人間が穂摘みを行ったと考え

られる。 2の状況もとと同様に右手で石庖丁を使っていることが考えられるが、 1の ように体

部まで磨滅が及ばない点に違いが認められる。逆に 3は、 1, 2と は逆の面に磨滅が認められ

ることより左手で、石庖丁を持って、穂摘みが行われたと考えられる。以上のことを細か く見

てみれば、 1は、石庖丁を持った手の親指で穂を押さえて穂摘みを行 う。一方、 2, 3は石庖

第128図 打製石庖丁の使用方法復元
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丁を持たない手で穂を持ち、石庖丁で穂を摘み取るのではないかと考えられる。(第 128図 )

2, 3の ような使用方法をとれば、快 りを持たなくても、刃部をつくり、背部に背潰しを行な

い、石庖丁をしっか り保持 していれば、十分機能するものと考えられる。

これまでのことをまとめれば、石庖丁が個々の持ち物である可能性がある。それらを裏付け

る資料として、片面に顕著な使用痕が確認され、その使用疲が、両測縁部のいずれか一方に、

片寄る傾向がある。個々の石庖丁において、使用箇所が限定できることより、どの程度使用す

れば、石庖丁に磨滅痕が残るのか見当がつかないが、共用はせずに、同一人物による長期使用

が考えられる。使用痕からみれば、石庖丁を右手に持って使用したものが10点中 8点まで存在

することより、当遺跡では、右利きの人間が多かった可能性が高いと考えられる。

ただ、この状況は、浴 。長池遺跡の資料についてのみ観察を行ったもので、他の遺跡の資料

等まで、観察が及ばなかった。今後、他の遺跡の資料も含めた上で考えてみたい。 (山 元)

第 4節 出土木製品について

本遺跡では、主としてSROl・ 02よ り多 くの木製品や自然木などの植物遺体が出土したが、図

示できたのは現らかに加工されている23点の木製品のみである。その器種としては、農具 3、

抗 8、 板材 5、 割材 7である。SR02の 河床より出上した木製品は共伴 した土器により縄文晩

期～方生前期初頭のものと考えられ、それ以外の木製品は弥生中期～後期にかけてのものであ

る。

ここでは杭と農具、特にSR02よ り出土した鋤状木製品について若干述べることとする。

1 杭について

8本の杭のうち板材である 1・ 6以外は丸木であり、それについて先端部の加工痕を基に分

類してみる。杭に対する斧の加撃角度には 2種類ある。木にはぼ垂直な角度で打ち込まれた加

エータイプ 1-と 斜め角度からの加エータイプ 2-であり、タイプ 1は木の長軸に対して斜め

方向の加工痕となってお り、立木を伐採した際の加撃痕であると考えられる。一方、タイプ 2

は伐採 した木を横にして斧による加工と考えられる。タイプ 1は杭 2・ 4、 タイプ 2は杭 3・

5,7。 8に施されている。抗 4には 1方向のみこの加工が見られ、伐採の際に 1方 向から斧

が打ち込まれたと考えられ、反対側の加工面と比較すると加工の面積が広 く木の心より深い位

置まで達している。ただし、杭 2・ 4は垂直角度の加工だけでなくその後に斜め方向からの加

工も行われている。

次に、先端部を正面からみた場合の加工面に関して分類する。加工面は 3分類することがで
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きる。A-2方 向からの加工が施され加工面の境が「一」の字状をなしている。B-3方 向か

ら加工され、加工面の境が「Y」 字状をなしている。C-4方 向から加工され、加工面の境が

「Y」 字を繋げた形を呈している。Aは杭 4・ 5・ 7、 Bは杭 8、 Cは杭 2・ 3である。この

3分類のうち最も基本的な形態はAであり、 2方向から大きく加工し先端の断面は「V」 字形

を呈している。B・ Cは 2方向の加工面の境と同方向に加工を加えたものであり、片側から加

工するとBになり、両側から加工するとCになる。加工痕が残っている杭 2は、このような加

工段階を明瞭に著 している。

この二つの分類を合わせると、

1-A ―――一一抗 4

1-C ――一一一杭 2

2-A ――一一一杭 5。 7

2-B ――――一杭 8

2-C ―――一一杭 3 先端部における加工面の模式図

本遺跡の杭には 1-Bタ イプの杭が存在していないが、加工工程から推測すれば当然あると

考えられる。このように 6本 という少ない数の杭でありながら5ないし6の加工形態を示して

おり、杭を作製する際に統一した加工は行われていない。このことは、検討の対象の数量が少

なく確実なことは言えないが、組織的な生産集団の存在は考えられず、多 くの人が各自に杭の

製作に関わっていたのだろう。

2 鋤状木製品について

SR02の 河床から出上した 1(第 14図)は、櫂状木製品とも考えられるがその形状から鋤状

木製品とした。刃先は欠損するが現存長76.2clllを測る一本鋤である。刃幅は約 9 clnで あり、一

般的な鋤と比較するとやや小型となっている。刃部の断面は内側の平坦な偏平半円形を呈して

いる。柄は全面縦方向の面取 りが施されているが、握 り部はなく、柄の上端は 2方向からの加

工により切 り取られている。この鋤は池上遺跡における型式分類の鋤Alにあたると考えられ、

年代はやや新しくなるが池上遺跡の溝 (SF078。 SF084)よ りほぼ同様な形態の鋤が出上 してい

る。特に SF084出 上の鋤は平面形・偏平半円形の刃部断面ともに本遺跡出上の鋤と同一である。

このような鋤の類例はその他に大阪府の巨摩廃寺遺跡・瓜生堂遺跡や島根県のタテチョウ遺跡

等出上の鋤が挙げられる。しかし、池上遺跡を含めたこれらの鋤は弥生中期～後期のものであ

り、本遺跡のような縄文晩期～秀生前期にかけての鋤の出土例は非常に希有で高松市林・坊城

遺跡のみである。林・坊城遺跡は本遺跡の東方約 l km離 れた位置にあり、旧河道の河床から縄

文晩期～弥生前期の上器に伴って農具 8点が出上した。その種類は、諸手鍬 1、 スプーン状木

次の ようになる。

第129図
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製品 4、 櫂状木製品 3である。そのスプーン状木製品は本遺跡の鋤とほぼ同様な形と大きさを

なし、柄からあまり肩が張らずに刃部となっている。その形状からスプーン状木製品と仮称さ

れている。また、櫂状木製品は木を半我しただけの刃部であり、スプーン状木製品の未製品で

ある可能性も考えられている。鋤は鍬とともに最も代表的な農兵の一つであり、深耕に適した

農具である。その機能は上の反転や掘削・移動などの一般耕作作業、開墾土木作業に最も適し

ている。しかし、本遺跡の鋤状木製品や林・坊城遺跡のスプーン状木製品は、刃部が非常に薄

く華奢であり前述したような作業に耐え得るかどうか疑わしく、別の用途に使用されたとも考

えられる。このように近接した遺跡から、形 。年代・出土状況ともほとんど類似する木製品が

出上したことは注目すべきであり、高松平野における農耕の開始という問題に大きく関わって

くる。

現在、四国において検出された水田は、近年増加傾向を示すが数例にすぎず、弥生前期に限

定すると高知県南国市の田村遺跡、香川県坂出市の下樋遺跡と高松市の本遺跡が挙げられる。

愛媛県では松山市大渕遺跡において縄文晩期の糎圧痕、石包丁が出上した。林・坊城遺跡では

水田が検出されていない。本遺跡ではSR02の 両側の微高地に不定形小区画水田が検出され、さ

らにその水田より1段階古いと考えられるSR02の 埋上に土壌層が数枚あり畦畔状高まりも見つ

かっている。ただし後者は土層断面のみの検出であり、プラント・オパール等の自然科学の分

析結果を参考に水田であるかどうか検討しなければならない。高松平野における水田の開始一

稲作の開始―が弥生前期古段階まで遡ることは、本遺跡の水田の検出で確実となったが、それ

以前の水田はまだ検出されていない。しかし、SR02の 河床よりやや上がった所で縄文晩期～弥

生前期の溝があり、地下水位の高い湿田の排水路あるいは灌漑用水路としての機能を果たして

いたと考えられる。このようなSR02中の上壊層や濤の存在は、この時期の水田の存在をうかが

わせる。さらに、本遺跡では鋤状木製品 1点のみであるが、林・坊城遺跡ではスプーン状木製

品と供伴して諸手鍬が出上 してお り、これらの木製品は水田の存在をうかがわせる重要な資料

となるのである。

紀元前 400年前後に中国大陸から日本に入ってきた稲作は、まず北九州に定着し次第に東方

に広がっていった。菜畑遺跡や板付遺跡において縄文晩期の水田が確認されてから西日本の各

地、特に瀬戸内沿岸でその存在が認められるようになってきた。四国では前述 したように本遺

跡のほかに愛媛県の大渕遺跡や香川県の林 。坊城遺跡があり、岡山県の津島江道遺跡、兵庫県

の今宿丁田遺跡、口酒井遺跡などの山陽道南岸ルートと別の稲作伝播における四国北岸ルー ト

がしだいに明らかになってきた。今後このような水田の検出例が増加することにより、初期水

田一弥生文化―の伝播の様子がさらに明らかにされるだろう。
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註 1 石庖丁としたものの中には本来の石庖丁の用途である穂摘み作業を行わず、別の用途に使用され

たものとも考えられるが、肉眼観察では区別はつかないため、使用痕があるものについてはすべて

石庖!丁 として取 り扱った。

註 2 磨製石包丁の使用痕について検討されているものがある。
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1・ 3区 SR02 7層 以下出土土器

図

号
挿
番

版
号

図
番 器 種

量

ｍ，
法
てｃ

施文の特徴 成形及び調整技法 胎  土 色  調 焼成 備  考

窮12図
-1

図版 20 縄文土器
粗製深鉢

残存高37 口縁部外面 刻目突帯文
体部外面  ヘラ描沈線文

口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下互
砂粒を多
量に合む

灰
褐

茶
茶

表
裏

良好

2 図版 20

深鉢

残存高83 口縁部外面 刻目突帯文
体部外面  Aラ猫沈線文

体部内面   二枚貝条痕 細～粗砂
を多量に
含む

白
黄

灰
灰

圭
全
異

良好

3 図版 20 残存高64 頸部外面  刻目突帯文 頸部内外面  板状のもので
ナデた痕あり

l mm以下α

砂粒を合
む

表 にぶ
い黄橙
裏 灰責
褐

良好

4 図版 20 口径 300
残存高 4(

口縁部外面 刻目突帯文 口縁部内面  ヘラミガキ 3mm以 下α

砂粒を含
む 黄

表
一異
い

黄灰
イこぶ

良 日縁外面

黒班

5 図版 20

粗製深鉢

口径 272
残存高12〔

口縁部外面 刻目突帯文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ヨヨナデ

体部外面
煤付着

6 図版 20 ″
鉢

口径35,4
残存高12.t

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ヘラ削り
″ 内面   ヘラミガキ 咆峰む

にぶい黄
橙

良 口縁部内
面黒斑
体部外面
煤付着

7 図版 20

縁
鉢

口
浅

状
製

波
精

残存高3,7 日縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   削り
″ 内面   ヘラミガキ 咆睦む

黒 良好

図版 20

浅鉢

残存高17〔 口縁部   円孔 1個
沈線1条

全面      ヘ ラ ミガキ

咆帷む
灰
褐

黄

黒

圭
空
異

良好 黒色磨研

9 残存高5.3 体部外面   ヘラミガキ

体部内面   ヘラミガキ
″      指頭圧痕

l mm以下C
砂粒を合
み精良で
ある。

茶 灰 良好

〕 口径 234
残存高 5'

体部内外面  ヨコナデ 2mm以 下C
砂粒を含
む

白
黄

灰
淡

表
裏

良

11 図版 20 日径 1■ 7

底径 61
器高 65

体部内外面  ヘラミガキ 2mm以
~下
C

砂粒を合
む

塁 良
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図

号

挿
番

版

号
図
番 器 種

量
＞ｍ

法
くｃ

施文の特徴 成形及び調整技法 胎 土 色  調 焼成 備  考

事13図
-1

図版 21 弥生土器
蓋

口径10,6

残存高 21
体部外面  円孔1個 体部内外面  ヘラミガキ 2mm以 下互

砂粒を合
む

表 にぶ
い黄褐
裏 仄黄

良 体部内面
黒斑、外
面に赤色
顔料によ
る模様

2 口径5.8

残存高89
体部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ヘラミガキ
″ 内面   指頭圧痕

l mm以下C
砂粒を含
む

表にぶい

橙
裏 灰褐

良好 体部外面
煤付着

3 重 口径 168
残存高 4.

口縁部外面  指頭圧痕
体部内外面  ヘラミガキ

lmm以下α

砂粒を合
む

橙
表

い
一晏

イこぶ

橙

良

4 図版 21 残存高 4,C 体部外面  違孤文 体部内外面  ヘラミガキ lmm以
~下

α

砂粒を含
む

灰黄 良好

5 ″ 甕 ２７
一島

径
存

口
残

口縁端部  刻目文 体部内面   ヨコナデ 2mm以 下π

砂粒を合
む

黄灰 不良

6 口径258
残存高19:

口縁端部  刻目文 体部外面
煤付着

7 鉢 口径26.2

底径 7.6

残存高10.

以上

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ヘラミガキ

l mm程度¢

砂粒を含
む

灰白 良 底部内部
に黒斑

底 部 口径 76
残存高 2.7

底 部 穿孔 体部内面   ヨコナデ 1～ 2mmの

砂粒を含
む

黄
黄

灰
浅

表
裏

良

壺底部

口径 70
残存高 5'

体部外面   ヘラミガキ
体部内面   ヘラ状工具に

よるナデ
底部外面   ヨコナデ

ナデの粗ミガ

1～ 3mm大
の長石石
英の砂粒
を多量に

合む

表

裏
茶灰
黄灰

良好

底 部

口径 9,0

残存高 3.こ

体部外面   ヘラミガキ
体部内面   表面剥落の為

不明
底部外面   ヨコナデ

1～ 3mm大
の砂粒を

多量に合
む

灰 白 良

口径9.2

残存高3,7

体部外面   ヘラミガキ
体部内面   ヘラミガキ
底部外面   ヘラケズリ

ハケロ

砂粒を多
量に合む

灰白 良 体部内面

底部外面
黒斑

弥生上器
底部

日径21.0

残存高4.4
体部内外面  ヘラミガキ

底部外面    ″
3mm以 下¢

砂粒を合
む

表

裏
灰白
責灰

良 外

斑

内

黒
部底

面
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3区 ST01 出土土器

図

号

挿
番

版
号

図
番

器  種
法 量

(cm)
施文の特徴 成形及び調整技法 胎  土 色 調 焼成 備 考

宥28図
-1

図版 21 弥生土器 口径n4
残存高10(

口縁端部  凹線 1条 体部外面   ハケロ
″ 内面   ヨコナデ

″      しぼり目

3mm以 下¢

砂粒を合
む

褐
白

黒
灰

表
裏

良 体部内面

黒斑

2 図版 21 日径11.4

残存高21.(

口縁部内外面 ヨコナデ

休部外面 (上部)粗いハケE
″  (下部)ヘ ラミガキ

″ 内面   磨減の為の調
整不明

的帷む
表裏 褐
灰

良

3区  ST02 出土土器

幕28図
-3

弥生土器
重

口径18.2

残存高37
口縁端部  刻目文
頸部外面  咳1目 突帯文

2条

日縁部内外面 ヨコナデ l mm程度ω

砂粒を含
む

表裏 赤 良好

4 口径 182
残存高 5[

口縁端部  刻目文
口縁部内面 亥1目 突帯文

3条

口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下C
砂粒を含
む

表裏 に
ぶい責橙

良

5 口径 180
残存高 3.を

日縁端部  刻目文 2mm以 下¢

砂粒を合
む

白
黄

灰
浅

表
裏
橙

不良

6 口径 19,4

残存高 1

口縁端部  凹線3条 口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下C
砂粒を合
む

表裏 褐 良

7 口径 202
残存高 4.1

口縁端部

条

弱い凹線 4 口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下α

砂粒を合
む

表 褐
裏 褐灰

良好

口径 8.8

残存高 5(
口縁部外面 凹線 1条

頸部外面  沈線2条

面外内

面
部
内

縁
部

口
頸

ヨヨナデ

指頭圧痕

l nlnttTC

砂粒を含
む

表裏 に
ぶい褐

良好

図版 21 口径 8.4

残存高7.5
頸部外面  凹線5条

ハケ原体に
よる押圧文

口縁部内外面 ヨコナデ

頸部内面   しぼり目
l mm以下¢

砂粒を含
む

明赤褐 良好

弥生土器
甕

日径22.4

残存高30
口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下しE

砂粒を合
む

にぶい褐 良好
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図
号

挿
番

版

号
図
番 器 種

量

ｍナ
法
ぐｃ

施文の特徴 成形及び調整技法 胎  土 色  調 焼成 備 考

第28図
―H

弥生上器
甕

口径132
残存高 3.(

日縁部内外面 ヨヨナデ l mm以下α

砂粒を含
む

明赤褐 良 好

1 口径16.4

残存高 6.(

日縁瑞部  凹線2条 口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

5mm以 下C
砂粒を含
む

表 橙
裏 褐灰

良

弥生土器
高杯

□径258
残存高3.2

体部内外面  磨滅のため調
整不明

l mm以下α

砂粒を含
む

にぶ い橙 良好

口径24.2

残存高11.4

体部内外面  磨減のため調
整不明

lmm以
~下

α

砂粒を合
む

明褐 良好

底径174
残存高 4

脚部内面   ヘラ削り lmm以下互

砂粒を合
む

灰 白 良

底径 92
残存高10.

体部内外面  磨減のため調
整不明

lmm以下C
砂粒を合
む

灰白

良好

17 図版 2〕 弥生土器
蓋

口径129
残存高 2.〔

体部内外面  ナデ 1～ 2mmの

砂粒を合
む

にぶい赤
掲

良

紡鍾草 外径   4.2× 3,7cm(縦 ×横)

孔径   08× 0.9cm(縦 ×横)

l mm以下
`[

砂 粒 を合

む

表 にぶ
い褐
裏 オリ
ーブ褐

良 上器片利
用

1区 SX01 出土土器

有30図
-1

弥生土器 口径182
残存高 5,こ

口縁端部  斜格子文
口縁部内面 刻目突帯文

体部内外面  磨減のため調
整不明

l mm以下の

砂粒を合
む

淡黄 良

2 回径164
残存高 67

頸部外面  押圧突帯文 体部内外面  磨減のため調
整不明

3mm以 下α

砂粒を合
む

橙 不 良

3 口径166
残存高 6.モ

口縁端部  凹線 1条
口縁部内面 円孔2孔 1芥

頸部外面  押圧突帯文

体部内外面  磨減のため調
整不明

5mm以 下¢

砂粒を含
む

赤
橙
明

表
裏
褐

不 良
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図
号

挿
番

版
号

図
番

器 種
量

ｍ，
法
くｃ

施文の特徴 成形及び調整技法 胎 土 色  調 焼成 備  考

窮30図
-4

弥生土器
甕

口径 26.4

残存高 4.マ

口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下C
砂粒を多
量に含む

にぶい橙 不良

5 口径 30.0

残存高 9,C

口縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ

5～ 6条/cm
ク 内面   指ナデ

l mm以下し1

砂粒を含
む

表 灰責
褐
裏 にぶ
い責橙

良

6 弥生土器
高杯

口径 200
残存高 6(

杯部内外面  磨減のため調
整不明

2mm以 下互

砂粒を含
む

表 にぶ
い橙

裏 橙

良好 杯部内面
黒斑

7 弥生土器
高杯

底径146
残存高104

脚部内外面  磨滅のため調
整不明

脚部内面   しばり目

3mm以
~下

互

砂粒含む
にぶい責
橙

不良

8 紡鍾車 外径   33× 3.4cm(縦 ×横)

孔径   0.5× 0,3cm(縦 ×横)

両面     磨滅のため調
整不明

中央部    穿孔

lmm以下互
砂粒を含
む

表 黒
裏 黒褐

良 土器片利
用

1区  SX02 出土土器

書30図
-9

弥生土器
底部

底径 76
残存高 2(

底部内外面  磨滅のため調
整不明

2mm以 下α

砂粒を含
む

褐
橙
暗

表
裏
色

良

″　
士更

口径 110
残存高 4

頸部 円孔2個 1対 口縁部内外面 ヨヨナデ lmm程度α

砂粒を合
む

灰白 良

底 部

７
一島

径
存

底
残

底部内外面  磨減のため調
整不明

2mm以
~下

¢

砂粒を合
む

橙
表

い
一長
灰

イこぶ

明褐

良 底部外面
黒斑

3区 SX03 出土土器

再31図
-1

弥生土器 日径112
残存高 5〔

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以下の

砂粒を含
む

浅黄 良

2 口径160
残存高 3〔

口縁部内外面 ヨコナデ 1～ 2mmの

砂粒を含
む

赤 良

3 口径168
残存高 2.(

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   磨減のため調

整不明 ”帷む
褐
褐

黒
明

表
一畏
灰

良
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挿図
番号

図版
番号

器 種
法 量
(cm)

施文の特徴 成形及び調整技法 胎  土 色 調 焼成 備  考

幕31図
-4

弥生土器 口径204
残存高 2.4

口縁端部  斜格子文 口縁部内外面 磨滅の為調整
不明

31nm以 下の

砂粒 を含む

灰白 不良

5 ‐６
一島

径
存

口
残

口縁端部  弱い凹線 2奔 口縁部内外面 磨減の為調整
不明

lmm以下の

砂粒 を含む

褐 良 好 口縁部内面
に黒斑

6 口径216
残存高 3.1

日縁部外面 弱い凹線 2タ 体部内外面  磨滅の為調整
不明

2mm以 下の

砂粒 を含む

こぶい黄橙| 良

7 日径236
残存高 1

口縁端部  凹線3条 口縁部内外面 ヨヨナデ 2帥以下の

砂粒を含む
灰 自 長

弥生土器
高杯

口径 29,0

残存高 6(
口縁部内外面 ヨコナデ 砂粒含む

ぶ

橙

に
橙

表

裏

黄

良

口径23.4

残存高 47
口縁端部  凹線 2条 口縁部内外面 ヨコナデ l lnm以下の

砂粒を含む

ぶ
　

白

に
　

灰

表

橙

裏

良好

口径27_8

残存高 6(
口縁部外面 凹線 4条 口縁部内面  ヨヨナデ 2mm以 下の

砂粒 を含む

灰 白 良 口縁部内面

黒斑

ll 口径302
残存高 7

日縁部外面 凹線2条 口縁部内外面 ヨコナデ
杯部内面   ヘラミガキ

I nln程度の

砂粒 を多量

含む

褐

表

赤

裏

にぶヤ

暗赤誓

良好

底径 176
残存高 3.(

脚部内外面  磨減の為調整
不明

3mn以下の

砂粒 を合む

灰

褐

黄

灰

表

裏
良

底径 160
残存高 2i

脚端部   凹線1条 脚部外面   ヨヨナデ
脚部内面   磨減の為調整

不明

2mm以下の

砂粒を含む

にぶい黄モ 良

14 残存高 61 脚部外面 粗い
ヘラミガキ

円板充填杯底部

砂粒 を含む にぶい橙 良
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1・ 3区  5b砂層出土土器

図

号
挿
番

版
号

図
番

器 種
量

ｍ＞
法
くｃ

施文の特徴 成形及び調整技法 胎 土 色  調 腕成 備  考

第 38図
-1

弥生上器
壷

日径124
残存高 4

口縁端部  刻目文 口縁部外面  ヨコナデ

内面  ヨコナデ

指頭圧痕

頸部外面   ハケロ
10条 /cm

lmm以下C
砂粒を合
む

にぶい責
橙

良好

2 口径156
残存高 3千

口縁端部  刻目文 体部内外面  磨減のため調
整不明

2mm以下C
砂粒を合
む

明赤褐 良

3 口径146
残存高 5(

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ

頸部外面   ハケロ
6条 /cm

2mm以 下C
砂粒を合
む

表 褐
裏 灰白

良

4 日径166
残存高 6。 (

口縁端部  刻目文 頸部外面   ハケロ 2mm以下¢

砂粒を合
む

表 橙
裏 灰褐

良

5 口径148
残存高 6

日縁端部
頸部外面 文帯

文
突

目
圧

刻
押

体部内外面  磨減のため調
整不明

2nm以 下の

砂粒を含
む

表 灰黄
褐
裏 にぶ
い責橙

良 口縁頚部

黒斑

6 口径 140
残存高 6セ

口縁端部  刻目文

頸部外面  刻目突帯文
3条

口縁部内外面 ヨコナデ 1～ 2mm程
度の砂粒
を合む

灰白 良好

7 口径156
残存高 7.こ

口縁端部  円形浮文
3イ回

口縁部から 刻目突帯文
頸部外面  4条

体部内外面  磨減のため調
整不明

l mm以下C
砂粒を合
む

灰白 良

8 口径14.2

存残高 9〔

体部外面  櫛描直線文
7条
波状文 4条

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ
6～ 7条/cm

″ 内面   指頭圧痕

2mm以 下の

砂粒を含
む

灰白 良

9 口径188
残存高93

頸部外面  押圧突帯文 体部内外面  磨減のため調
整不明

2mm以下¢

砂粒を合
む

褐
表

い
裏

にぶ

橙

良

口径120
残存高9,3

口縁端部  刻目文 頸部外面   ハケロ

体部内面   ハケロ
2mmttT互
砂粒を含
む

にぶい責
橙

良

11 ２‐
一局

径
存

口
残

日縁端部  刻目文
口縁部   円子し2個 1え

2組
頸部外面  突帯文 1条

2mm以 下C
砂粒を多
量に合む

にぶい褐 良好

図版 22 口径26.4

残存高10〈

口縁端部  斜格子文
頸部外面  押圧突帯文

体部内外面  磨減のため調
整不明 ”雌む

橙 良
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図

号

挿
番

版

号

図
番 器 種

法 量
(cm)

施文の特徴 成形及び調整技法 胎  土 色 調 焼成 備  考

窮38図
-13

弥生土器
重

口径 23.0

残存高 2.5

日縁端部  円形浮文
3個 1組
刻目文

口縁部内面 斜格子文
円孔 2個 1文

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以
~下

¢

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

不 良

14 図版 22 口径 24.8

残存高 9,4

口縁部内面 斜格子文
列点文

頸部外面  押圧突帯文

体部外面   磨減のため調
整不明

3mm以 下互

砂粒を合
む

ぶ
　

褐

に
橙
黄

黄
表

い
裏

良

15 日径 238
残存高 4(

口縁端部  凹線 3条
棒状浮文

口縁部内面 円孔 21回 1女

2組
櫛状工具
による束J突
文斜格子文

日縁部内外面 ヨヨナデ 2mm以下互

砂粒を含
む

茶褐 良好

朗
一‐

口径 190
残存高 7〔

口縁端部  凹線 4条
体部外面  刻目文

□縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   しばり目

4mm以 下α

砂粒を多
量に合む

褐 不良

2 図版 22 底径 70
残存高16

顕部外面  刻目文 頸部内面   しばり目
体部内面   指頭圧痕
体部外面   上部ハケメ
″      下部ヘラミガ

キ

呻帷む
表

裏
淡黄
黄灰

良好

3 口径252
残存高 5.(

口縁端部  凹線 3条 口縁内外面  ヨコナデ 3mm以 下¢

砂粒を含
む

褐 灰 良

4 日径18.5

残存高 4[
口縁部外面 凹線3条 口縁内外面  ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
lmm以下£

砂粒を含
む

にぶい橙 良

5 図版 22 口径■ 7

残存高20.

底径 4,9

口縁端部  弱い凹線2タ

ロ縁部内面 円形浮文
3個 1組

頸部外面  刻目文

体部外面   磨減の為調整
不明

″内面ナデ  指頭圧痕

l mm以下C
砂粒を多
量に合む

明赤褐 体部外面
下部黒斑
あり

窮40図
-1

弥生土器
甕

日径 230
残存高19(

口縁端部  刻目文 体部外面   磨滅のため調
整不明

体部内面   ヘラミガキ

3mm以 下C
砂粒を合
む

灰白 良

2 口径 17.0

残存高10.(

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
体部内面   ハケロ

2mm以 下α

砂粒を含
む

にぶい責
橙

良 体部内面
黒斑

3 日径202
残存高 3.4

口縁部内外面 ヨコナデ 1～ 5mmの

砂粒を含
む

表 にぶ
い赤褐
裏 淡橙

良 好

4 日径 250
残存高 7(

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下互

砂粒を合
む

表 にぶ
い黄橙
裏 灰白

良
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法
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施文の特徴 成形及び調整技法 胎  土 色  調 焼成 備  考

書40図
-5

弥生土器
甕

口径 270
残存高 71

口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下α

砂粒を合
む

黄
　
白

浅
　
灰

表
橙
裏

良 内
斑

部
黒

縁日
面

6 口径 29,0

残存高 4.7

体部外面   ヨコナデ
体部内面   磨減のため調

整不明

5mm以 下α

砂粒を多
量に合む

明褐 良好

7 口径 102
残存高 5.〔

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ

3mm以 下兌

砂粒を含
む

表 灰責
褐
裏 にぶ
い黄褐

良

8 口径 250
残存高 5(

口縁端部  凹線 3条 口縁部内外面 ヨコナデ 1～ 2mln以

下の砂粒
を含む

黄掲 良

9 口径314
残存高 2.

□縁端部  凹線3条 2mmttTC
砂粒を含
む

表 にぶ
い黄橙
裏 黄褐

良

10 弥生土器
奏底部

底径 6.4

残存高 7

底 部 穿孔 底部外面   ヘラミガキ
底面内面   ヘラ削り

l mm程度¢

砂粒を合
む

赤
　
褐

明
　
灰

表
褐
裏

良 下部
斑

底
黒

11 底径 7.4

残存高 9,〔

底部外面   ヘラミガキ
底部内面   ヘラミガキ

2mm以 下の

石粒者千
含む

橙

灰

赤
赤

表
裏

良好 底部外面
煤付着

脅41図
-1

図版 22 弥生土器
高杯

口径 23.4

残存高 8,
口縁端部  刻目文

円形浮文
3個 1組

杯部外面   ヘラミガキ
杯部内面   ナデ 的帷む

灰白 良好 杯部外面
黒斑あり

2 ″
鉢

口径26.9

残存高11.

体部内面   ヘラミガキ lmm以下C
砂粒を合
む

表 赤橙
裏 橙

良

3 図版 22
杯

″
一島

口径 14.0

底径 10.3

器高 20.6

底部    三角形透孔
7イ回

杯部内面   ヘラミガキ 2mm以下α

砂粒を合
む

表 黒褐
裏 橙

良 杯部内面
煤付着
脚部外面
黒斑

4

高杯

底径 12.2

残存高 4.[

脚端部   凹線 2条 脚部内外面  ヨコナデ 2mm以 下¢

砂粒を合
む

表 黒褐
裏 橙

良好 脚部外面

黒斑

5

鉢

口径 12.0

底径 4.0
器高 58

体部内外面  磨減のため調
整不明

砂粒を合
む

表 灰白
裏 橙

良 底部 黒
斑
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2.4区  SD09出 土土器

図

号

挿
番

版

号

図
番 器 種

法 量

(cm)
施文の特徴 成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備  考

喜52図
-1

弥生土暑
壼

口径16.1

残存高14
口縁部外面  ヘラミガキ

″ 内面  ヨコナデ
l mm以下α

砂粒を含
む

にぶい橙 良好

2 口径16.6

残存高3.9

口縁部外面  ヨコナデ
″ 内面  ヘラミガキ 咆帷む

黒褐 良

3 口径13.5

残存高7,7

面
面

外
内

部体

″

ヘラミガキ

指頭圧痕・ヘ

ラミガキ

l mm以下C
砂粒を合
む

灰白 良好 体部外面
黒斑

4 回径102
残存高15

9

面
面

外
内

部体

″

ヘラミガキ
指頭圧痕

l mm以下C
砂粒を合
む

灰白 良好 体部外面
黒斑

口径125
残存高49

口縁部内外面 磨減の為調整
不明

4mm以 下C
石粒を含
む

灰 白 不良 □縁部内
外面 黒
斑

6 口径■ 9

残存高50
頸部外面  押圧突帯文 口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ5条/

″ 内面   指頭圧痕 細
かいハケロ

l mm以下α

砂粒を合
む

表 にぶ
い赤褐
裏 橙

良

7 図版 30 口径33.8

残存高2.5

口縁端部  刻目文 押
圧突帯文

口縁内面  押圧突帯文
鋸歯文

2mm以 下C
砂粒を合
む

黄灰 良

8 口径124
残存高4.8

口縁端部  刻目文 日縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ10条/

1～ 2mmの

砂粒を合
む

表 淡黄
裏 黒

良

9 口径215
残存高90

口縁端部  刻目文
頸部外面  押圧突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ハケロ

1～ 2mm以

下の砂粒
を合む

灰黄 良

口径18.6

残存高1,9

口縁端部  凹線 4条
″ 内部  波状文

日縁部外面  ヨヨナデ l mm以下し[
砂粒を含
む

仄黄褐 良好

11 口径15.7

残存高2.1

口縁部内面 ナデによる
擬凹線

口縁部内外面 ヨヨナデ l mm以
~F¢

砂粒を含
む

にぶい責
橙

良好
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号

挿
番

版

号

図
番 器  種

量

ｍ，
法
ぐｃ

施文の特徴 成形及び調整技法 胎  土 色  調 焼成 備  考

窮52図
-12

弥生土器
霊

口径17.4

残存高23
口縁部内面 ナデによる

擬凹線

口縁部内外面 ヨコナデ l mm以
~下

¢

砂粒を合
む

表 暗灰
責
裏 にぶ
い黄橙

良好

″
甕

口径22.7

残存高67
口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ハケロ
″ 内外面  ヘラミガキ

3mm以下¢

砂粒を含
む

表 にぶ
い黄橙
裏 灰白

良

口径27.0

残存高55
口縁端部  刻目文
体部外面  櫛描直線文

10条
刺突文

口縁内面   ヘラミガキ 2mm以 下α

砂粒を合
む

灰
白

褐

灰

表
裏

曼 表面全部
煤付着

口径15,4

残存高5,9
体部外面  櫛描直線文 口縁端部   指頭圧痕

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

砂粒を合
む

白
責

灰
灰

表
裏

良 体部外面
煤付着

口径240
残存高7.0

体部外面  櫛描直線文
40条

口縁内面   指頭圧痕
体部内面   磨減の為調整

不明

l mm以下¢

砂粒を合
む

表 灰白
裏 にぶ
い黄橙

良 体部内外
面 煤付
着

日径24

残存高78
体部外面  櫛描直線文

28条
口縁内外面  ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ Ш帷む

表 にぶ
い黄橙
裏 にぶ
い責褐

良 体部内外
面 煤付
着

口径274
残存高50

日縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ4条/

2mm以 下α

砂粒多量
に合む

橙 艮

口径384
残存高65

口縁部内外面 ヨコナデ 2.5 mm以 下
の砂粒含
む

灰オリー

ブ
良

口径123
残存高31

面
面

外
内

部体

″

ハケロ
指頭圧痕

l mm,ス
~F¢

砂粒を合
む

にぶい橙 良好 体部外面
煤付着

口径222
残存高22

口縁端部  凹線 3条 口縁内外面  ヨコナデ l mm以
~ド
笠

砂粒を含
む

赤 良 日縁内外
面 黒斑

弥生土器
高杯

口径20.0

残存高4,0
口縁端部  凹線 3条 面

面

外
内

部体

″

ヘラミガキ

噸嵯む
にぶい黄
橙

良 杯部外面
黒斑

口径20,0

残存高42
回線端部  凹線3条 面

面

外
内

部体

″

ヘラミガキ
ハケロ 咆帷む

灰 白 良好 杯部内外
面 黒斑
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版
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図
番 器 種

量

ｍナ
法
くｃ

施文の特徴 成形及び調整技法 胎  土 色  調 焼成 備 考

有52図
-24

図版 23 弥生土器
鉢

口径 15.0

器高 10.0

底径 62

体部外面   粘土接合痕明
瞭

体部内面   ナデ

lmm以下£

砂粒を含
む

灰 白 良好 体部内面
下部 黒
斑

図版 23 弥生土器
蓋

口径 202
器高 103

体部外面   ナデ ?

体部内面   ヘラミガキ
3mm以 下冤

砂粒を合
む

にぶい橙 良好

4区 SPll 出土土器

名56図
-1

図版 23 弥生土器 口径 8.3

底径 42
器高 H5

体部内面   しぼり目 3mm以 下α

砂粒を合
む

白

灰
灰
褐

表
裏

良 体部外面
黒斑

4区  SP13 出土土器

窮57図
-1

図版 23 弥生土器
霊

口径 12.6

底径 57
器高 112

体部外面
体部内面 ラヘ

目
痕

ケ
頭

り

ハ
指
削

3mmttTC
砂粒を合
む

白
橙
灰

表
裏

良 体部内面
黒斑

2 弥生土器
底部

底径 5.6

残存高45
体部外面   ヨコナデ
体部内面   磨減のため調

整不明

1～ 3mm位
の砂粒を
多量に含
む

赤

　
灰

明
　
赤

表
褐
裏

良 底に黒斑

3 弥生土器
甕

口径 25.5

残存高α4

口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下¢

砂粒を者
千含む

褐
赤

黒
明

表
裏
褐

良 外

斑

内

黒
部体

面

4 口径 22,0

残存高 5,0

3mln以 下α

砂粒を含
む

にぶい赤
褐

良 体部外面
黒斑

5 口径 244
残存高 13

□縁端部  刻目文 5～ 6mm以

下の砂粒
を含む

褐
表

い
裏
褐

1こ ぶ

灰 黄

良

4区  SK09 出土土器

密58図
-1

弥生土器
霊

口径133
残存高40

口縁部内外面 磨減のため調
整不明

3mm以下互

砂粒を者
干含む

表 にぶ
い黄褐
裏 にぶ
い赤橙

良

2 弥生土器
甕

口径 145
残存高 10

口縁部内外面 磨減のため調
整不明

2mm以 下¢

砂粒を合
む

浅黄橙 不良
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版
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図
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量
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法
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施文の特徴 成形及び調整技法 胎  土 色  調 焼成 備 考

第58図
-3

図版 23 弥生上器
甕

口径18.9

残存高10(
口縁部内外面 ヨコナデ

体部内外面  磨減のため調
整不明

l mm以下¢

砂粒を合
む

黒褐 不 良

4 弥生土番
底部

底径6.1

残存高6.3
体部外面   磨滅のため調

整不明
3～4mn以
下の砂粒
を含む

責
　
橙

浅
　
赤

表
橙
裏

不良

5 弥生土承
底部

底径62
残存高13.

体部外面   ヘラミガキ

体部内面   磨滅のため調
整不明

2mm以 下¢

砂粒を合
む

白
責

灰
淡

表

裏
不 良 体部外面

黒斑

6 底 部 底部10.8

残存高15.2

体部外面   ヘラミガキ
体部内面   ヘラ削り後ナ

デ

2mm以 下¢

砂粒を合
む

表 にぶ
い橙
裏 にぶ
い褐

良 好

2. 4区 SR01 10～ 11層出土土器

窮59図
-1

弥生土碁 口径136
残存高7.9

口縁部外面 波状文 9条
櫛描直線文
10条

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ 7条/

″ 内面   指頭圧痕が顕
者に残る

的睦む
褐 灰 良好

2 口径154
残存高70

口縁端部  刻目文
顕部外面  ヘラ記号

口縁部内外面 ヨコナデ

頸部外面   ハケロ
″ 内面   しばり目

砂粒を含
む 橙

表

い
一異

に ぶ

淡 橙

良 内面全体
黒斑

3 口径174
残存高9.3

口縁端部  刻目文

頸部外面  貼付突帯文

条

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以 下¢

砂粒を合
む

淡黄橙 良好

4 日径202
残存高92

口縁端部  刻目文
頸部外面  押圧突帯文

櫛描直線文〔
条 (現存)

日縁部外面  ヨコナデ

頸部外面   ハケロ9～ 10

条/cm
″ 内面   磨減のため調

整不明

l mm以下互
砂粒を含
む

仄白 良

5 口径180
残存高5.7

口縁端部  凹線3条
口縁部内面 半円連弧文

櫛描直線文

口縁部外面  ヨコナデ
頸部外面   ハケロ

3mm以 下の

砂粒を含
む

黄

灰
灰
褐

表
裏

良 口縁瑞部

黒斑

6 図版 30 口径208
残存高82

口縁端部  斜格子文
口縁部内面 lm描波状文 (

条
円孔 21回 1碧

頸部外面  刻目突帯文 i

条
″ 内面  櫛描波状文 (

条

(約 60° 問
隔で波状文
がある)

口縁部外面  ヨコナデ

粗いハケロ

l mm以下互

砂粒を合
む

灰 白 良好
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施文の特徴 成形及び調整技法 胎 土 色  調 焼 成 備 考

富59図
-7

図版30 弥生土器
壷

口径19,4

残存高50
口縁端部  斜格子文
″ 部内面 貼付突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  磨滅のため調

整不明

1～ 3mm以
下の砂粒
を少量含
む

灰白 良 口縁部
黒斑

8 図版 30 口径214
残存高1,9

口縁端部  刻目文
弱い凹線2タ

日縁部内面 斜格子文
円孔2孔 1文

lmm以下C
砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良好 内
斑

部
黒

縁口
面

9 弥生上器
甕

口径254
残存高6.8

口縁端部
体部外面

文
文

目
状

刻
波

日縁部外面  ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

lmm以下α

砂粒を合
む

表 にぶ
い黄橙
裏 灰責
褐

良

弥生土器
高杯

口径216
残存高37

日縁端部  凹線 3条 杯部内外面  磨滅のため調
整不明

lmmttTα
砂粒を含
む

にぶい責
橙

良

紡錘車 外径   49× 50(縦 ×横) 未完通 2～3mm以

下の砂粒
を合む

黒 褐 良

紡錘草 径
径

外

孔
4.0× 4.1(縦×横)

06× 0.5(縦 ×横)

内外面    磨減のため調
整不明
中央部穿孔

l mm以下C
砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良

弥生土器
ミニチュ
ア

口径31
残存高23

脚部外面  円孔2好 1文 体部内面   ヨコナデ 砂粒を含
む

灰 白 良 舛面 黒
斑

14 弥生土器
高杯脚部

底径68
残存高36

脚部外面 指頭圧痕が顕
著に残る
磨減のため調
整不明

内 面

l mm以下C
砂粒を合
む

橙

表
橙
裏

い

淡赤

1こ ぶ

良好

15 弥生土器
把手

lmm以下α

砂粒を含
む

淡黄 良好

弥生土器
鉢

口径410
残存高7.4

口縁端部  凹線3条
口縁部外面 凹線5条

体部外面   ハケロ
″ 内面   ハケロ

3mm以 下¢

砂粒含む
表 褐灰
裏 にぶ
い黄橙

良 体部内面
黒斑

4区 SR01 11層 出土土器

喜60Eコ

ー 1

弥生土器
笙

口径102
残存高50

頸部外面  凹線 16条 □縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
3mm以 下互

砂粒を合
む

灰白 良好
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施文の特徴 成形及び調整技法 胎  上 色  調 焼成 備  考

幸60図
-2

弥生土器
壺

口径154
残存高50

休部内面   ヘラミガキ l mm以下C
砂粒を合
む

灰白 良

3 口径13.4

残存高6.7

日縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下児

砂粒を合
む

灰黄 良 外面 黒
斑

4 口径16.1

残存高57
口縁部外面  磨減の為調整

不明
″ 内面  ヘラミガキ

1～ 5mmの

砂粒を多
量に合む

表 浅黄
橙
裏 にぶ
い黄橙

良 内面 黒
斑

5 口径118
残存高65

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ヘラミガキ

砂粒を合
む

褐灰色 良

6 図版 24 日径276
残存高11〔

頸部外面  沈線7条・冽
点文

口縁部内面  ヨコナデ 3mmttTC
砂粒を多
量に合む

灰 良

7 図版 24 口径76
残存高60

頸部外面  laI描直線文
18条
束1突文

日縁部内外面 ヨコナデ
頸部内面   しばり目

l mm以
~ド

α

砂粒を含
む

灰白 艮

図版 24 口径65
残存高11

口縁部   櫛描直線文
12条
波状文

頸部    櫛描直線文 (

条
波状文
櫛摘直線文 (

条
波状文

体部    櫛描直線文 (

条
波状文
櫛描直線文6

条
波状文

口縁内部   ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

l nam以
~F互

砂粒を含
む

暗赤褐 良 好

口径132
残存高60

口縁端部
頸部外面

文
曝
瑚

目
線
孔

刻
凹
円

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ 呻峰む

灰白 良

10 図版 24 口径15.2

残存高11

口縁端部  刻目文
頸部外面  櫛描直線文

20条
体部外面  列点文 波

状文4条

口縁部内外面 ヨヨナデ 2mm以 下C
砂粒を合
む

灰白 良

11 口径13.4

残存高33
口縁部外面  ヨコナデ

″ 内面  ヘラミガキ
体部外面   ハケロ

砂粒を合
む

黒褐 良

口径9.2

残存高8,0

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   しばり目

l mm以下α

砂粒少々

合む

灰白 良好
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書60[コ

ー13

図版 24 弥生土器
重

口径100
器高152
底径45

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ナデ

2mm以下C
砂粒を

少々含む

灰 白 良 外面 黒
斑

口径78
残存高60

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

l mm以下C
砂粒を合
む

褐
　
褐

明
　
灰

表
灰
裏

良好 外面 黒
斑

15 口径15,0

残存高6.6

日縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ

2mm大の靱
粒含む

灰白 良

口径12.8

残存高9.8

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面上部 ハケロ

内面   指頭圧痕

砂粒を合
む

灰白 良 体部外面
黒斑

窮61図
-1

弥生土器
甕

２〇
一局

径
存

口
残

休部外面  ヘラ描沈線
10条
刺突文

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面上部 ハケロ

2mm以 下¢

砂粒合む
赤 良

2 口径23.2

残存高45
体部外面  ヘラ描沈線 |

条
体部外面  弱い凹線ユ劣
上部

口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下秘
粒含む

灰白 良

3 日径282
残存高98

体部外面  ヘラ描沈線
10条

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
体部内面   ヘラミガキ

l mm以下¢

砂粒を合
む

灰 黄 良 体部外面
黒斑

4 口径26.2

残存高10〔

日縁端部  刻目文
体部外面  ヘラ描沈線

H条
束1突文

口縁部内外面 ヨコナデ lmm以 下
`[

砂 粒 を含

む

灰白 良 体部外面
煤付着

5 □径28.2

残存高8.5
体部外面  ヘラ描沈線

11条
列点文

口縁部内外面 ヨコナデ
体部 外面  ハケロ6条/

lmm希皇を毒互

砂粒を多
量に含む

灰白 良 体部外面
煤付着

6 口径240
残存高59

□縁端部  列点文
体部外面  ヘラ描沈線

文 12条
列点支

体部外面   ハケロ
体部内面   指頭圧痕

2～3mmの

砂粒を多
量に合む

灰 白 良好 体部外面
煤付着

7 口径263
残存高7.1

体部外面  ヘラ描沈線
文14条
束1突文

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

2～ 3mmの

砂粒を含
む

灰 臼 良 好 口縁部外
面 煤付
着

8 口径28.8

残存高9,0

口縁端部  列点文
体部外面  ヘラ描沈線

文H条
列点文

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

多

む

を
含

粒

に

砂
量

灰 臼 良好
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膏62図
-1

図版 25 弥生土器
甕

口径12.8

底径6.2

器高9.2

口縁部内外面 ヨヨナデ
ク 内面  細いハケロ

体部外面   ヘラミガキ後
ハケロ8条/

l mm以下の

砂粒を含
む

表 にぶ
い責橙
裏 黒

良 外部全体
黒斑

2 口径15,1

残存高4.5

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以 下α

砂粒を含
む

明赤灰 良 口縁部外
面 黒斑

3 口径160
残存高60

口縁部内外面 ヨコナデ
″ 内面  指頭圧痕

体部外面   ハケロ9条/

にぶい橙 良

4 口径20.0

残存高53
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   指頭E痕

″    ハケロH条 /
1 2cm

lmm以下α

砂粒少々

を含む

灰白 良 全体 煤
付着

5 口径25,3

残存高46
口縁部外面  指頭圧痕

ヨコナデ
″ 内面  ヘラミガキ

ヨコナデ

体部外面   ハケロ

l mm以
~F互

砂粒を含
む

表 黒褐
裏 オ
リーブ黒

良好 全体 煤
付着

6 口径18.6

器高10.5

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ 9～ 10

条/cm
ク 内面   ナデ

5mm以下α

砂粒を含
む

灰 白 良好 体部外面
煤付着

7 口径205
残存高77

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
体部内面   指ナデ

l mm以下C
砂粒を含
む

表 にぶ
い赤褐
裏 橙

良 体部外面
黒斑

8 図版 25 口径169
底径54
器高195

体部内外面  ヘラミガキ 3mm以 下α

砂粒を含
む

灰白 良

9 口径16.4

残存高8.0

口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下C
砂粒を含
む

橙
表

い
裏
緒

イこぶ

浅黄

不 良

口径187
残存高10,t

口縁部外面  ヨコナデ
″ 内面  磨減のため調

整不明

1～ 3 mm以

下の砂粒
を者干合
む

明赤灰 良 体部外面
黒斑

11 口径21.0

残存高79
口縁部内外面 ヨコナデ

″ 内面  指頭圧痕が顕
著に残る

1～ 3mm以

下の砂粒
を多量に

含む

赤褐 良好

12 口径216
残存高3.1

口縁部内外面 ヨコナデ
″ 内面  指頭圧痕

3～ 4 mm以

下の砂粒
を多量に

合む

褐 良好 口縁部外
面全体に

煤付着
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喜62図
-13

弥生土器
甕

日径22.0

残存高6.5

日縁部内外面 ヨコナデ 2々
ヤ5mmの

砂粒を多
量に含む

にぶい黄
褐

良 煤体
着

全
付

14 口径310
残存高6.1

口縁部外面  ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

l mm以下¢

砂粒を合
む

灰白 良好 体部外面

黒斑

15 図版25 日径32.6

残存高8.2

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ ナデ
″ 内面   ヘラミガキ

指ナデ
］帷む

灰白 良好

有63図
-1

弥生土器

鉢

口径286
残存高48

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ヘラミガキ
ク 内面   ヘラミガキ

2mm以 下π

砂粒を含
む

灰白 良 外面 黒
斑

2 口径140
残存高58

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ミガキを行っ
ていると思わ
れるが調整不
明

2～ 3mm以

下の砂粒
を含む

褐
黄

灰
灰

表
裏

褐

不良 体部外面
煤付着

3 口径180
残存高13C

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ヘラミガキ

砂粒を
少々合む

灰 白 良

有64図
-1

弥生上器
変

口径174
残存高8.0

体部外面  櫛描沈線 11

条
″    波状文3条

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ヘラミガキ

l mm以下C
砂粒を含
む

灰 臼 良 好 全体 煤
付着

2 口径20,6

残存高10,(

体部外面  櫛描沈線 14

条
″    櫛描波状文

4条

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ハケロ9条/

l mm以下兌

砂粒を含
む

灰白 良好

3 口径23.5

残存高12

体部外面  lm描直線文
20条
波状文 4条

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ヘラミガキ
″    ハケロ10条 /

体部内面   ヘラミガキ

2mm以 下α

砂粒を含
む

褐灰 良好 煤体
着

全
付

4 口径20.6

残存高10,4
体部外面  櫛描直線文

30条
波状文 5条

体部内外面  ヘラミガキ lmmttT,
砂粒を含
む

灰白 良好 全体 煤
付着

5 口径222
残存高10.1

口縁端部  刻目文
体部外面  櫛描直線文

12条
波状文3条

口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下冤

砂粒を合
む

灰白 良好

6 口径23.2

残存高11.(

体部外面  櫛描直線文
23条

口縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

砂粒を含
む

仄 白 良 体部外面
黒斑
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咽
・７

弥生土器
甕

口径250
残存高6.7

体部外面  櫛描直線文
21条

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

2mm以 下C
砂粒を含
む

灰白 良好

8 日径167
残存高62

体部外面  櫛描直線文
18条
簾状文 6条

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ナデ

l mm以下α

砂粒を合
む

灰
赤

赤
暗

表
裏
褐

良好

9 口径236
残存高90

体部外面 櫛描直線文
12条

口縁部内外面 ヨコナデ
″ 外面  指頭圧痕

l mm以下α

砂粒を含
む

灰 白 良好 体部外面
黒斑

口径246
残存高56

体部外面  櫛描直線文
23条

口縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ
体部内面   ヘラミガキ

″     指頭圧痕

砂粒を少
量含む

表 にぶ
い黄橙
裏 明赤
褐

良好

日径194
残存高6.9

体部外面  櫛描直線文
28条

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

砂粒を合
む

灰白 良好 体部外面
黒斑

口径23.1

残存高12.〔

口縁端部  刻目文
体部外面  櫛描直線文

21条
刺突文

体部内外面  ヘラミガキ l mm以下C
砂粒を合
む

灰白 良好 体部外面
煤付着

図版25 口径216
残存高10.当

体部外面  櫛描直線文
35条
波状文 7条

体部内外面  ヘラミガキ

咆峰む
灰黄褐 良 煤体

着
全
付

14 口径23.0

残存高89
体部外面  櫛描直線文

33条
波状文7条

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ヘラミガキ

砂粒を合
む

灰 賣 良好

窮65図
-1

口径26.4

残存高13.(

体部外面  櫛描直線文
21条
刺突文

口縁部内外面 ヨヨナデ
体部内外面  ヘラミガキ

l mm以下C
砂粒を合
む

仄白 良 体部外面
煤付着

2 日径26.0

残存高13〔

体部外面  櫛描直線文
28条
束J突文

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内外面  ヘラミガキ
lmm以

~下
¢

砂粒を合
む

灰白 良好 煤体
着

全
付

3 図版 25 口径29,0

残存高12.(

体部外面  櫛描直線文
28条
刺突文

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ヘラミガキ

lmmttT¢
砂粒を含
む

灰 白 良 全体 煤
付着

4 口径312
残存高15(

体部外面  櫛描直線文
波状文

口縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁部外面  指頭圧痕
体部外面   ヘラミガキ
体部内面   指頭圧痕

l mm以下互

砂粒を含
む

灰白 良 体部外面
煤付着
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書66図
一 l

弥生土器
重

口径68
残存高2,7

体部内外面  ヨコナデ 2～ 3mmの

砂粒を若
干含む

灰白 良好

2 口径11.0

残存高40
口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下¢

砂粒を合
む

灰白 良

3 口径■ 0

残存高3.3

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ

3々
ヤ5mm大

の砂粒を

合む

灰白 良

4 口径128
残存高32

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  磨減の為調

整不明

lmm以
~F互

砂粒を合
む

灰白 良

5 口径121
残存高3.4

体部外面  円孔 1イ固 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   9条/cmハ ケ

目 ］峰む
にぶい橙 良

6 口径144
残存高4.0

口縁部内外面 ヨヨナデ lmmの 砂活
を含む

橙 良

7 口径130
残存高80

休部外面  沈線 2条 体部外面   ハケロ 2mn以 下互

砂粒を合
む

灰白 良

8 口径15.6

残存高5.5

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ 1～ 3mmの

小石を多
量に合む

にぶい橙 良

9 図版30 口径104
残存高5,3

日縁部外面 円孔1個
口縁部内面 刻目突帯文
頸部外面  刻目突帯文

2条

口縁部外面  8～ 9条 /cm
ハケロ

l mm以下の
砂粒合む

橙 良好

日径182
残存高91

口縁端部  刻目文
刻目突帯文

口縁部端部 円孔1対
頸部外面  櫛描列点文

断面三角形
の突帯文
櫛描直線文
3条

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   5条 /cmのハ

ケロ

l mm以下C
砂粒を合
む

灰 臼 良 好

11 口径19.4

残存高1.4

口縁端部  ハケロ原体
による押圧
文

口縁部外面 U字浮文の
上に亥」目文

口縁外部   ナデ l mm以下α

砂粒を含
む

灰
ぶ

黄

に
橙

圭全
晏
い

良好

残存高94 頸部外面  押圧突帯文
2条

頸部外面   ハケロ
頸部内面   ヨコナデ

l mm以下 互

砂 粒 を合

む

灰白 良
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第66図
-13

弥生上器
壷

口径21.0

残存高3.3

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下C
砂粒を多
数合む

赤橙 良

14 残存高8.5 口縁部内面 刺突文
体部外面  突帯文3条

体部外面  櫛描沈線現
存6条

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以 下α

砂粒を含
む

表 にぶ
い責橙
裏 にぶ
い橙

良好

15 口径256
残存高80

部
面

端
外

縁
部

口
体

刻目文2条

凹線2条

体部外面   10条 /cnの
アヽケロ

体部外面   ヨコナデ

l mm以下
`[砂粒含む

仄白 良好

第67図
-1

日径13.5

残存高50
口縁部外面 押圧突帯文3

条
櫛描直線文8

条

日縁部内外面 ヨコナデ
″ 外面  ハケロ

砂粒を
少々含む

灰 白 良好

2 口径16.6

残存高40
口縁瑞部  刻目文
″部外面 押圧突帯文〔

条

口縁部内外面 ヨコナデ
″ 内面  ハケロ6条/

6mm

l mm以下究

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良好

3 口径13.0

残存高65
口縁部外面 刻目突帯文3

条
3 mm以 下α

砂粒を含
む

にぶい橙 良

4 口径140
残存高71

口縁部外面 刻目突帯文3

条

口縁 部外面   ヨコナ デ 2mm以 下C
砂粒を含
む

橙 良

口径12.8

残存高6.1

口縁端部  刻目文
″ 部外面 刻目突帯文2

条

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以
~下

互

砂粒を
少々含む

表 にぶ
い黄橙
裏 灰白

良 好

6 口径18.4

残存高6.0

口縁部外面 刻目突帯文3

条

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ

lmm以下互

砂粒を含
む

にぶい橙 良好

7 口径17.1

残存高6.5

口縁端部
口縁部外面 文帯

文
突

目

目

刻
刻
条

口縁部外面  ヨヨナデ
″ 内面  ハケロ

2mれ 以下¢

砂粒を含
む

灰白 良

8 口径10.6

残存高46
口縁端部  刻目文 口縁部外面  ハケロ6条/

″ 内面  ヘラミガキ

lmm以下C
砂粒を合
む

灰黄褐 良

口径9.2

残存高51
口縁端部  刻目文 □縁部内外面 ハケロ lmm以下しE

砂粒を含
む

明褐灰 良好 口縁部外
面 黒斑
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奉67図
-10

弥生土器
重

口径130
残存高62

口縁端部  刻目文 □縁部内外面 ヨコナデ
ル  外面 粗いハケロ

2mm以 下¢

砂粒を含
む

灰白 良

口径116
残存高70

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨヨナデ l mm以下もE

砂粒を含
む

灰白 良 頸部外面
黒斑

口径103
残存高60

口縁端部  亥u目 文 □縁部外面  ヘラミガキ
彦 内面  ナデ

l mm以下互

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良好

口径117
残存高77

口縁端部  刻目文
体部外面  櫛描沈線文

10条

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ5条/

l mm以下α

砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良好

口径109
残存高75

体部外面  櫛描沈線文
現存9条

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部内面   しばり目
体部外面   ハケロ

lmm以下∝

砂粒を合
む

灰白 良好

口径107
残存高46

日縁部内外面 ヨコナデ
″ 内面  粗いハケロ

頸部外面   ハケロ

l mm以下α

砂粒を含
む

灰白 良

口径107
残存高55

口縁部外面  ハケロ
ロ縁部内面  ヨコナデ

l mm以下¢

砂粒を合
む

灰

黄

責

仄

表

裏
良好

口径113
残存高56

口縁部外面  ハケロ
″ 内面  ヨヨナデ 蝉帷む

灰白 良

口径115
残存高47

面外内
面

部
外

縁
部

口
頸

ヨコナデ
ハケロ 咆帷む

灰黄 良

口径141
残存高63

口縁部外面  ハケロ 砂粒を含
む

灰 白 良

口径 108
残存高50

口縁部内面  ヨコナデ 1～ 3mmの

砂粒を含
む

灰白 良好

口径122
残存高54

口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下α

砂粒を含
む

灰白 良
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窮67図
-22

弥生土器 口径14,8

残存高6.2

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   指頭圧痕
″ 内面   しばり目

3mm以下C
砂粒を合
む

淡貢 良好

口径■ 5

残存高2 7

口縁端部  刻目文
″ 部   円孔2個
体部外面  波状文9条

口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下C
砂粒を合
む

黄
白

灰
灰

表
裏

良

名68図
-1

弥生土器
甕

口径140
残存高11(

□縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ7条/

ヘラミガキ
ク 内面   ハケロ6条/

ヘラミガキ

l～ 2mm程
度の砂粒
含む

にぶい黄
褐

良 体部外面
煤付着
体部内面
黒斑

2 口径124
残存高80

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ヘラミガキ

l mm以下しを

砂粒を含
む

明褐灰 良 体部外面
煤付着

3 口径156
残存高6.4

口縁部外面  ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

2nm以 下¢

砂粒を合
む

仄白 艮

4 口径16.8

残存高52
国縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ8条/

lmmttTC
砂粒を合
む

にぶい責
橙

良 体部外面
煤付着

5 口径160
残存高53

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ

1～ 2mm以

下砂粒を
含む

橙
表

い
裏

イこぶ

褐 灰

良 体部外面
全体 煤
付着

6 口径18.8

残存高4.5

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

lmm以
~下

互

砂粒者干
合む

暗赤灰 艮 体部外面
全体 煤
付着

7 口径186
戎存高6.4

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

lmm以 下 互

砂粒 含 む

灰
黄

褐
灰

表
裏

里 体部外面
煤付着

8 口径192
残存高66

口縁部内外面 ヨコナデ｀

体部外面   ハケロ9条/

″ 内面   ヘラミガキ

lmm以下¢

砂粒少々

合む

灰色 良 口縁部外
面 煤付
着

9 口径200
残存高6.5

EI縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ7条/

″ 内面   ヘラミガキ 咆帷む
灰責褐 良

口径218
残存高57

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ5～ 6

条/cm
″ 内面   ヘラミガキ

l mm以下冤

砂粒を合
む

暗赤褐 良 体部外面
煤付着
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書68E]
-11

弥生土器
甕

口径21.0

残存高6.2

日縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

l mm以下し[

砂粒を含
む

黒褐 良 体部外面
全体 煤
付着

口径19.2

残存高65
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ7条/

″ 内面   ヘラミガキ

lmm以下C
砂粒を含
む

灰褐 良 体部外面
煤付着

図版 25 口径18.1

器高24.9

底径5.6

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ
底部外面   ミガキ
″ 内面   ナデ

lmm以下
`を砂粒を合

む

にぶい黄
橙

良好

口径193
残存高8.0

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ5条/

″ 内面   ヘラミガキ

l mm以
~F¢

砂粒を含
む

褐灰 良好 体部外面
煤付着

日径202
残存高95

日縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ8条/ ］帷む

表 赤
裏 にぶ
い責橙

良好

口径21.2

残存高14

体部外面  竹管文 2条 口縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ 呻帷む

表 灰黄
褐
裏 にぶ
い黄褐

良好

口径24.4

残存高9.8
体部外面  列点文2条 口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ
l mm以下C
砂粒を合
む

白

ぶ

灰

に
橙

土奎
暴
い

良

書69図
-1

図版 25 口径228
残存高15[

口縁部外面  指頭圧痕
″ 内面  ヨコナデ

体部外面下部 ヘラミガキ
指頭圧痕

″ 内面   ヘラミガキ
底部内面   ヘラミガキ

3mm以 下α

砂粒を合
む

灰白 良 面
黒

外部
部

体

下
斑

2 口径26.6

残存高11(
口縁部外面  ヨコナデ
体部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ヘラミガキ

指頭圧痕

2mm以 下¢

砂粒を合
む

灰 自 良好

口径29.2

残存高6.5

口縁部外面  ヨコナデ
″ 内面  ヨコナデ

ヘラミガキ

体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

咆帷む
灰 白 良 口縁部外

面 煤付
着

4 口径29.4

残存高10モ

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

2mm以 下C
砂粒を含
む

灰 白 良
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書69[コ

ー 5

口径320
残存高78

日縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ7条/

ク 内面   ヘラミガキ

l mm以下C
砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良好 体部外面
全体 煤
付着

口径314
器高90

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ

砂粒を少
量含む

明褐灰 良 体部内外
面 煤付

着

7 口径324
残存高7_8

日縁部外面  ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ 的帷む

明褐灰 良 好 口縁外面
体部外面
煤付着

零70図
-1

図版 27 弥生土器
高杯

口径236
残存高58

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   磨減のため調

整不明

1～ 3mm砂
粒を若千
含む

にぶい黄 良好

2 口径234
残存高76

口縁端部  凹線 1条
口縁部   円孔 2孔 1対

口縁部内外面 ヨヨナデ
体部内外面  ヘラミガキ

lmm以下C
砂粒を合
む

灰 良好

3 図版 27 口径250
底径l16
器高205

□縁部
脚部外面

円

円
体部外面   ヘラミガキ
彦 内面   ヨコナデ
脚部外面   ヘラミガキ
″ 内面   しぼり目

磨減の為調整
不明

1´-5mmの

砂粒を合
む

にぶい赤
褐

良

4 口径202
残存高55

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ヘラミガキ

lmm以下¢

砂粒を合
む

にぶい黄
褐

良

5 口径260
残存高45

口縁端部  刻目文 体部内面   ヘラミガキ 2～3mm以
下の砂粒
を含む

橙

表
褐
裏
い

明赤

イこぶ

良 体部内面
黒斑

6 図版 27 口径268
底径130
器高18.6

口縁端部  刻目文 体
面

全
内

面
部

外

体

ハケロ
磨減のため調
整不明

5mm以 下¢

砂粒を含
む

仄黄褐 良

7 弥生土器
鉢

口径324
残存高50

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ハケロ

1～ 2mm以

下の砂粒
を含む

黄

褐
灰

黒

表
裏

良 好

8 口径206
残存高53

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

1～ 2mm以

下の砂粒
を含む

灰 白 良 好
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落70図
-9

弥生土器
鉢

口径190
残存高53

口縁端部  刻目文
口縁部外面 刻目突帯文

2条
体部外面  櫛描列点文

口縁部内面  ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

l mm以下¢

砂粒を含
む

灰責 良好

口径228
残存高60

口縁端部  刻目文
日縁部外面 刻目突帯文

2条
体部外面  櫛描列点文

口縁部内面  ヨコナデ
体部外面   ハケロ7条/

″ 内面   ヘラミガキ

l mm以下C
砂粒を合
む

淡貢 良好

口径216
残存高80

磨滅のため調整不明 l mm以下C
砂粒を合
む

灰オリー

ブ
良

口径256
残存高5.3

口縁端部  刻目文 2～3mmの

砂粒を含
む

灰白 良好

口径27.8

残存高4.4

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ7条/

″ 内面   ヘラミガキ

l mm以下C
砂粒を含
む

灰 自 良好

日径182
残存高75

口縁端部  刻目文
口縁部内面 刻目文

″ 外面 波状文4条
体部外面  波状文10条

櫛描直線文
5条

体部内面   ヘラミガキ lmm以 下¢

砂粒を合
む

表 黒
裏 灰オ
リーブ

良好

図版 28 口径176
底径132
器高196

口縁部外面 波状文
円孔 2孔一

対
体部外面  櫛描直線文

波状文
底部外面  円孔 (2孔一

対 )

体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ
底部内外面  ヘラミガキ

lmm以下兌

砂粒を含
む

灰 白 良好 体部から
底部にか

けて黒斑

幸71図
-1

弥生土器
室

口径118
残存高30

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ8条/

l mnl以 下C
砂粒を含
む

灰黄 良

2 口径144
残存高5.6

日縁端部  刻目文
顕部外面  沈線1条 (現

存 )

□縁部内外面 ヨヨナデ
頸部外面   ハケロ5条/

l mv以下C
砂粒を含
む

灰白 良 □縁部外
面
頸部外面
黒斑

3 日径140
残存高6.9

口縁端部  刻目文
頸部外面  櫛描直線文

9条
体部外面  波状文

口縁部内外面 ヨコナデ

頸部・体部外面ハケロ
体部内面   指頭圧漠

砂粒を多
量に合む

黒褐 良好

4 日径10.8

残存高4.1

口縁端部
頸部外面

文
曝
吼

目
線
孔

刻
凹
円

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ5条/

l mm以下しE

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良好
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喜71図
-5

弥生土器
壺

口径15,8

残存高1.5

口縁端部  刻目文
″    円形浮文

口縁部内外面 ヨコナデ 砂粒を含
む

白
褐

灰
黒

表
裏

良

6 口径16.1

残存高40
口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ

1～ 3mmの

砂粒を者
干含む

淡橙 良 口縁部内
面 黒斑

(磨滅あり

7 口径224
残存高7.7

口縁端部  刻目文
頸部外面  押圧突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部内外面  ハケロ

2mm以 下C
砂粒を含
む

灰 白 良好

8 口径24.0

残存高2.8

日縁端部  刻目文
″    円形浮文 2

個1組
口縁部内面 違弧文

円孔2孔 1対

口縁部内外面 ヨヨナデ 2mm以 下C
砂粒を含
む

仄白 良好

9 口径236
残存高84

口縁端部  斜格子文
頸部外面  押圧突帯文

″    沈線6条

口縁部内外面 ヨコナデ

頸部外面   ハケロ11～
12条 /cm

″ 内面   ハケロ9条/

l mm以下¢

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良好

口径25,0

城存高5.5

口縁端部  刻目文
口縁部内面 円孔2孔 1対

4組

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以 下C
砂粒を多
量に合む

橙 良

11 口径134
残存高1.5

口縁端部  斜格子文 口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下C
砂粒を合
む

灰白 良

12 日径14.4

残存高3.5

口縁端部  斜格子文
口縁部内面 円孔2孔 1対

口縁部内外面 ヨコナデ

頸部内面   ハケロ7～ 8

条/cm

2～ 3mmの

砂粒を多
量に含む

表 灰白
裏 黒

良

13 口径16.8

残存高6.0

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ 砂粒を少
量合む

灰白 良好

口径236
残存高7.9

口縁端部  刻目文
円形浮文

頸部外面  押圧突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   粗いハケロ
″ 内面   指頭圧廃

l mm以下C
砂粒を合
む

にぶい褐 良好

1 口径240
残存高25

口縁端部  斜格子文
口縁部内面 半円連弧文

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以 下C
砂粒少々

含む

にぶい橙 良

16 口径26.4

残存高30
口縁端部  斜格子文
口縁部内面 斜格子文

櫛描列点文

口縁部外面  ヨコナデ 砂粒を多
量に含む

にぶい黄
橙

良好
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窮72図
-1

弥生土器 口径132
残存高4.0

口縁端部  斜格子文
頸部外面  円孔

□縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ

l mm以下の

砂粒を含
む

灰白 良好

2 口径142
残存高4.3

日縁端部  斜格子文 日縁部内外面 ヨヨナデ l mm以下C
砂粒を含
む

灰白 良

3 口径16.6

残存高3.5

口縁端部  刻目文
口縁部内面 円孔2孔 1対

口縁部内外面 ヨコナデ lmm程度砲

砂粒を合
む

灰 白 良好

4 口径210
残存高60

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ6条/

3mm以 下¢

砂粒を含
む

灰 白 不 良

5 口径231
残存高5.5

口縁端部  斜格子文
頸部外面  押圧突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下¢

砂粒を含
む

にぶい橙 良好

6 口径245
残存高66

口縁端部  斜格子文
頸部外面  押圧突帯文

日縁部外面  ヨコナデ
□縁部内面  ヘラミガキ

5mm以 下C
砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良好

7 口径30.6

残存高57
口縁端部  斜格子文
頸部外面  押圧突帝文

口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下■

砂粒を含
む

灰白 良好

8 図版 26 口径304
残存高30

口縁端部  刻目文 口縁部外面  ヨコナデ
ハケロ8条/

口縁部内面  ヨコナデ

l mm以
~下
C

砂粒を合
む

灰 白 良好

9 日径286
残存高86

口縁端部  斜格子文
頸部外面  押圧突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部内面   ハケロ6条/

l mm以下C
砂粒を多
量に合む

にぶい責
褐

良

口径31,6

残存高7.0

部
面

端
外

縁
部

口
頸

斜格子文
押圧突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下しE

砂粒を多
量に含む

にぶい赤
褐

良

11 口径16.7

残存高35
口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ 砂粒を含

む
灰黄褐 良

12 口径170
残存高80

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ

l mm以下¢

砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良好
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幸72図
-13

弥生土器
壷

口径178
残存高7.0

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ6条/

l mm以下C
砂粒を含
む

灰 白 良

口径206
残存高7.3

部
　
面

端
部
外

縁
縁
部

口
□
頸

斜格子文
円孔2孔 1対

押圧突帯文
欠損部分

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ

l mm以下α

砂粒を合
む

灰白 良好 口縁部外
面 煤付
着

口径30,8

残存高60
口縁端部  刻目文 口縁部外面  ヨコナデ

日縁部内面  ヘラミガキ
1～ 2mm
の砂粒を

少々含む

灰オリー

ブ
良

口径338
残存高65

口縁端部  斜格子文 口縁部外面  指頭圧痕
口縁部内面  ヨコナデ

l mm以下互
砂粒を多
量に含む

灰白 良好

17 口径35.4

残存高70
口縁端部  斜格子文 口縁端部   指頭圧痕

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ヘラミガキ

2nm以 下定

砂粒を合
む

灰黄褐 良好

口径294
残存高5,9

口縁端部  斜格子文 頸部外面   磨減の為調整
不明

頸部内面   ハケロ6条/

3 mm以下¢

砂粒を含
む

灰白 良

膏73図
-1

図版 26 口径132
残存高55

日縁端部  斜格子文 口縁部内外面 ヨヨナデ
対部外面   ハケロ8条/

1～ 2mm程
度の砂粒
を含む

にぶい橙 良好 口縁端部
黒斑

2 図版 26 口径130
残存高62

日縁端部  斜格子文
頸部外面  刻目文

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ6条/

l mm以下α

砂粒を含
む

白
赤

灰
淡

表
裏
橙

良

口径143
残存高9.5

頸部外面  櫛摘直線文
7条

体部外面  櫛描波状文
14条
櫛描直線文
7条

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ7～ 8

条/cm
体部外面   ハケロ7～ 8

条/cm
″ 内面   ハケロ7～ 8

条/cm
指頭圧痕

lmm以下しE

砂粒を合
む

天白 良好

4 口径200
残存高4.5

口縁端部  円形浮文

刻目文

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以
~下

互

砂粒を多
量に含む

黒褐 良

5 図版 26 口径190
残存高21

日縁端部  刻目文
頸部外面  押圧突帯文

櫛描直線文
H条

体部外面  波状文22条
櫛摘直線文
12条

口縁部内外面 ヨコナデ
ク 外面  指頭圧痕

頸部外面   ハケロ
体部内外面  ハケロ

3mm以 下互

砂粒を合
む

灰白 良好
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第74図
-1

弥生土器
空

口径124
残存高4.5

口縁端部  刻目文
口縁部外面 刻目突帯文

3条

口縁部内面  ヨコナデ 2mm以 下α

砂粒含む

にぶい橙 良

2 口径134
残存高40

口縁端部  刻目文
日縁部外面 刻目突帯文

1条

口縁部外面  ナデ
内面     粗いナデ

lmm以下α

砂粒を合
む

灰オリー

ブ
良

3 口径13.2

残存高5,0

口縁部外面 刻目突帯文
2条

口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以
~ド
α

砂粒を合
む

橙
表

い
裏

1こ ぶ

褐 灰

良

4 図版26 口径14.0

底径8.4

器高22.4

口縁部外面 刻目突帯文 体部外面   磨減の為調整
不明

2mm以 下互
砂粒を多
量に合む

にぶい褐 良 体部外面
黒斑

5 口径14.0

残存高50
口縁端部  円形浮文
口縁部外面 断面三角形

の突帯文 4

条
棒状浮文

口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下ιE

砂粒を含
む

にぶい橙 良好

6 図版 26 口径153
残存高92

口縁部外面 突帯文 3条 口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  磨滅のため調

整不明

l mm以下
`£砂粒を合

む

灰色 良好

7 口径11.2

残存高69
口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ

体部内外面  ハケロ5条/
l mm以下

`[
砂 粒 を合

む

灰黄 良

8 □径12,7

残存高8.2

口縁端部  刻目文 体部内外面  磨滅のため調
整不明

2nm以 下α

砂粒を合
む

にぶい橙 良好

9 口径180
残存高10〔

口縁端部  刻目文
頸部外面  押圧突帯文

2条
体部外面  波状文 5条

口縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ8条/

砂粒を含
む

灰 白 良

図版 26 口径18.1

残存高86
回縁端部  刻目文
頸部外面  押圧突帯文

2条

口縁部内外面 ヨコナデ 砂粒を含
む

暗灰黄 良

11 ‐２
一局

径
存

口
残

頸部外面  突帯文1条 口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以 下互

砂粒を含
む

灰白 良

12 日径117
残存高55

頸部外面  押圧突帯文
1条

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ (磨減

のため不明
瞭)

l mm以下¢

砂粒を

少々含む

灰白 艮
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言74図
-13

弥生土器
笠

口径155
残存高12〔

頸部外面  押圧突帯文
1条

口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下
`[砂粒を多

量に合む
ぶ

橙
に

橙

表
裏

い

良

口径178
残存高4.2

口縁端部  斜格子文 口縁部内外面 ヨヨナデ
″ 外面  ヘラミガキ

2mm以 下C
砂粒を合
む

灰 白 良

15 口径170
残存高3.3

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ 砂粒を多
量に合む

黄

　

ぶ

浅

　

に
橙

表
橙
裏

い

良好

口径19,0

残存高2.3

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下もE

砂粒を合
む

灰白 良

口径18.9

残存高4.0

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ 1～ 2mm以

下の砂粒
を合む

浅 責 良

口径11.4

残存高6.7

面
面

外
内

部体

″

ヘラミガキ
ョコナデ

2mm以 下C
砂粒を合
む

橙
表

い
裏
褐

に ぶ

灰黄

良好

19 口径106
残存高7.8

体部外面   ハケロ8～ 10

条/cm
″ 内面   磨減のため調

整不明
咆帷む

灰黄 良

口径9,8

残存高H
口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   磨減のため調

整不明

lmm以下C
砂粒を含
む

灰白 良 外
斑

内

黒

部体
面

口径112
残存高111

体部外面  列点文 体部内面   磨減のため調

整不明

l mm以下α

砂粒を含
む

表 灰黄
裏 にぶ
い黄褐

良

口径124
残存高101

頸部外面  ヘラ状圧痕
文

面
面

外

内
部体

″

ヘラミガキ

指頭圧痕

l mm以下6[

砂粒を含
む

灰白 良好

図版 30 口径338
残存高6.5

口縁端部  刻目文
凹線 1条

口縁部内面 貼付突帯文
2条

口縁部外面  ハケロ7条/ 3mm以 下互

砂粒を含
む

橙 良

君75図
-1

弥生土器
奏

□径152
残存高40

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケメ 咆帷む
灰黄 良
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寄75図
-2

口径152
残存高6.5

口縁部内外面 ヨヨナデ
体部内面   ヘラミガキ

l mm以下 互

砂粒 を含

む

仄 白 良

3 口径19,2

残存高4.5

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ7条/

″ 内面   ハケロ10条
/cm

l mmウス
~F'

砂粒を合
む

にぶい責
橙

良 口縁部外
面 煤付
着

4 口径160
残存高6.6

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  磨減の為調整

不明

1～ 3mm以

下の砂粒
を含む

にぶい黄
橙

良

5 口径171
残存高51

口縁部内外面 ヨコナデ
ハケロ7条/

l mm以下C
砂粒を含
む

にぶい責
橙

良

6 口径18.6

残存高4.3

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

lmm以下C
砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良

7 口径20.4

残存高47
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ11条

/cm
″ 内面   ヘラミガキ

lmm以
~下

兌

砂粒を含
む

灰白 良 体部外面
煤付着

8 口径186
残存高52

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

l mln以
~下

¢

砂粒を含
む

黄

ぶ

灰

に
黄

表

裏

い

良 口縁部外
面 煤付

着

9 口径176
残存高47

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  磨減の為調整

不明

2mm以 下互

砂粒を合
む

ぶ
　
ぶ

に
　

に
橙

橙
　
責

表

い
裏

い

不良

口径14.2

残存高5.5

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ9条/

″ 内面   ヘラミガキ 咆帷む
灰 自 良好 口縁部内

面
体部外面
黒斑

口径15.4

残存高7.3

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕 呻嵯む

灰 責 良

口径20.8

残存高68
口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

2mm以 下¢

砂粒を合
む

灰責 良 体部外面
黒斑
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著75図
-13

口径23.4

残存高5.5

口縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

l mm以下C
砂粒を合
む

白
黄

灰
灰

表
裏

良 体部外面
煤付着

14 口径192
残存高8.7

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

14-3mmの

砂粒を若
干含む

灰黄褐 艮

1 日径20.8

残存高5,0

口縁部内外面 磨減の為調整
不明

体部内面   ヘラミガキ

l mm以下しE

砂粒を含
む

にぶい責
橙

良

日径194
残存高5.8

口縁部外面  ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

1～ 3 mml以

下の砂粒
を含む

にぶい責
橙

良

17 口径19.6

残存高61
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

lmm以下
`[砂粒を合

む

灰黄 良好 体部外面
黒斑

日径224
残存高70

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

lmm以下互

砂粒を含
む

灰
褐

褐

灰

表
裏

良 体部外面
黒斑

口径24.1

残存高58
口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ハケロ7～ 8

条/cm

lmm下呈ほ至互

砂粒を含
む

にぶ い褐 良

口径184
残存高9.7

口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下¢

砂粒を含
む

灰 黄 良

幕76図
-1

弥生土器
甕

口径290
残存高8.5

口縁部外面  ハケロのあと
ヨコナデ

″ 内面  ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ハケロの上か

らヘラミガキ

やや細い

砂粒を含
む

淡 黄 良好

2 口径308
残存高80

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ9条/

″ 内面   ヘラミガキ

1～ 4mmの

砂粒を含
む

明赤褐 良

3 口径332
残存高9.4

口縁部内外面 ヨヨナデ

体部外面   ハケロ9～ 10

条/cm
″ 内面   ハケロ9～ 10

条/cm
ヘラミガキ

l mm以下C
砂粒少々

含む

浅黄 良 口縁部

体部外面
黒斑

―-215-―



図
号

挿
番

版
号

図
番 器 種

量
＞ｍ

法
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第76図
-4

弥生土器
甕

口径29.1

残存高55
日縁部内外面 ヨコナデ

咆帷む
赤 良 口縁部内

面 黒lkl

5 口径31.0

残存高45
国縁部内外面 ヨヨナデ

咆孵魏
灰 白 良好

6 口径330
残存高95

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ9～ 10

条/cm
″ 内面   ヘラミガキ

l mm以下の

砂粒を含
む

にぶい責 良好

7 口径33.2

残存高13.〔

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

砂粒を少
量合む

灰黄褐 良好 体部外面
煤付着

喜77図
-1

口径204
残存高62

体部外面  列点文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ハケロ

lmm以下C
砂粒を
少々合む

灰白 良 口縁外面
黒斑

2 口径188
残存高8,0

体部外面  円孔2孔 1対 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ヘラミガキ
″ 内面   指頭圧痕

3mm以 下α

砂粒を含
む

灰黄 良

3 口径23,4

残存高52
口縁端部  斜格子文 口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

1～ 2mmの

砂粒を含
む

灰褐 良 体部内面
黒斑

4 口径25.6

残存高5,1

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

lmm以下ιE

砂粒を含
む

灰 白 良好

5 口径244
残存高4.4

頸部外面  押圧突帯文 口縁部内外面 ヨヨナデ
体部内面   ヘラミガキ

l mm以
~F¢

砂粒を含
む

黄灰 良好

6 日径27.4

残存高28
口縁端部  刻目文
頸部外面  押圧突帝文

口縁部内外面 ヨコナデ lmmttTα
砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良

7 口径382
残存高4.5

頸部外面  押圧突帯文 口縁部内外面 ヨコナデ lmmttTC
砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良好

口径136
残存高57

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ
″ 内面   ヘラミガキ

l mm以下 互

砂 粒 を含

む

にぶい責
橙

良好
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奉77図
-9

弥生土器
密

口径18,6

残存高3.3

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下しE

砂粒を含
む

灰黄褐 良好

口径168
残存高58

口縁端部  斜格子文
(変形)

口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以下¢

砂粒を合
む

灰白 良 体部外面
黒斑

口径172
残存高45

口縁端部  斜格子文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ

粗

‐ｍｍの砂櫛
明赤褐 良

口径176
残存高8.0

口縁端部  刻目文 口縁部外面  ヨコナデ
″ 内面  ヨコナデ ハ

ケロ
体部外面   ハケメ ヘラ

ミガキ

咆帷む
にぶい褐 良 好

13 口径198
残存高85

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ

lmm以 下C
砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良

14 日径212
残存高92

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ヘラミガキ

lmm以下C
砂粒を合
む

橙 良 体部外面
煤付着

15 口径206
残存高55

日縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ4条/

l mm以下¢

砂粒を合
む

褐 良

口径218
残存高69

頸部外面  押圧突帯文 口縁部内面  ヨヨナデ

Ш帷む
浅責 良

17 口径252
残存高68

口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ9～ 10

条/cm

l mmをス
~F互

砂粒を含
む

にぶい橙 良好

窮78図
-1

弥生土器
鉢

口径224
残存高4.4

体部外面 ヘラミガキ
ハケロ
ハケロ体部内面

l mmルス
~F'

砂粒を含
む

灰黄褐 良

2 口径272
残存高56

体部内外面  磨減のため調
整不明

3～4mm以

下の砂粒
を含む

灰 責 不 良

3 口径348
残存高7.0

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ナデ
″ 内面   ヘラミガキ

1～ 31nm以

下の砂粒
を者千含
む

にぶい橙 良好
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姻
・４

図版28 弥生土器
鉢

口径172
残存高11.1

体部外面  lm橋直線文
3テ J

口縁部   円孔 2イ回1対

体 部 内面    ナデ l mm以下¢
砂粒を若
干含む

灰 白 良好 体部外面
煤付着

咽
一‐

図版 30 弥生土器
笙

口径16.6

残存高1.4

口縁端部  刻目文・棒状
浮文
凹線 3条

口縁部内面 斜格子文
円孔

l mm以下
`[砂粒を含

む

にぶい黄 良好

2 図版 30 口径16.8

残存高16
口縁端部  刻目文

凹線2条
口縁部内外面 ヨコナデ lmm以

~ド
互

砂粒を合
む

仄白 良 好

3 口径160
残存高39

口縁端部  凹線 3条
口縁部内面 斜格子文

円孔

口縁部外面  ヨコナデ 砂粒を多
量に含む

褐灰色 良好

4 口径16.2

残存高5.6 面
部
外

縁
部

口
体

凹線2条
押圧突帯文

口縁部内外面 ヨヨナデ
休部外面   ハケロ9条/

″ 内面   しばり目

l mm以
~下

互

砂粒を含
む

灰白 良

5 日径16.0

残存高37
文
　
線

燐
蠅
硼

円
個
弱
条

部端縁口 口縁部内外面 ナデ 2mm以下互

砂粒を含
む

浅黄 良好 体部内面
黒斑

6 口径17.0

残存高5,5

口縁端部  円形浮文
凹線 3条

口縁部内外面 ナデ

頸部外面   ハケロ5～ 6

条/cn

inm以下C
砂粒合む

外 灰黄 艮 口縁部内
面全体
黒斑

7 口径17.0

残存高75
口縁端部  凹線3条

棒状浮文 3

本1組
口縁部外面 刻目突帯文

口縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ7条/

l mm以 下C
砂粒を多
量に合む

赤褐 良

幸80図
-1

弥生土器
甕

口径133
残存高6.9

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラ削り

2mm以 下C
砂粒を含
む

灰オリー

ブ
良好 体部外面

黒斑

2 口径17.7

残存高4,7
口縁端部  凹線2条 口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ

l mm以下α

砂粒を合
む

にぶい責
橙

良

3 口径185
残存高51

条
個

線
孔

凹
円

部端
部

縁
縁

日
国

国縁部内外面 ヨコナデ l mm以下 CC

砂粒を含
む

灰白 良

4 口径202
残存高35

日縁端部  凹線 3条 口縁部内外面 ヨコナデ l mln以 下
`[砂粒を合

む

灰白 良好 外

斑
部
黒

縁日
面
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窮80図
-5

弥生土器
密

口径22.0

残存高5.5

口縁端部  凹線2条 口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラ削り

l mm以下¢

砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良

6 口径21.8

残存高9.5

口縁端部  凹線 3条
円形浮文 2

個 1組

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ7条/

2mm以 下α

砂粒を多
量に含む

暗灰黄 良

7 口径25,7

残存高55
□縁端部  凹線 2条 口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   指頭圧痕
l mm以下α

砂粒を含
む

暗灰黄 良

8 口径268
残存高2.7

口縁端部  凹線 3条 口縁部内外面 ヨコナデ l mmttTし[

砂粒を含
む

灰 白 良

9 口径318
残存高2.0

口縁端部
併
条
的

凹線 3

刻目文

口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下α

砂粒を合
む

仄白 良好

口径30,0

残存高37
口縁端部  凹線 3条 口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以 下α

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良

口径334
残存高55

口縁端部
口縁部外面

際
痕

線
圧

凹
爪

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ハケロ

l mm以下α

砂粒を含
む

灰黄 良 体部外面
煤付着

有81図
-1

弥生土器
高杯

口径240
残存高4.1

体部内外面  ヨコナデ lm以下の

砂粒を合
む

にぶ い褐 良好 体部内外
面 黒斑

2 口径31.2

残存高35
口縁部内外面 ヨコナデ l mmm以 下

の砂粒を
合む

灰 白 良好

3 口径396
残存高57

日縁端部  斜格子文
口縁部外面 刻目文

体部外面   ハケロ
ク 内面   ヘラミガキ

l mm以下¢

砂粒を含
む

にぶい黄
褐

良好

窮82図
-1

弥生土器
笙

口径186
残存高55

口縁端部  凹線2条
体部外面  列点文

口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ9条/

頸部内面   しばり目

l mm以下α

小石を少
量含む

灰黄

2 口径190
残存高28(

口縁端部  凹線 3条 口縁部内外面 ヨコナデ 表 にぶ
い黄橙

裏 淡黄

良 口縁部内
面 黒斑
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落82図
-3

弥生土器 口径22.2

残存高3.5

口縁端部  凹線 3条 口縁部内外面 ヨコナデ
頚部外面   ハケロ

1～ 2mm以

下の砂粒
を含む

にぶい橙 良

4 口径23.0

残存高2.5
口縁端部  凹線 2条 口縁部内外面 ヨコナデ lmm以下α

砂粒を含
む

灰白 良好 □縁外面
黒斑

5 日径24.2

残存高2.1

口縁端部  凹線 3条 口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下しE

砂粒を合
む

にぶい褐 良好

日径184
残存高21

口縁端部  凹線2条
口縁部内面 波状文4条

3条 1対櫛描
直線文

口縁部外面  ヨコナデ l mm以下C
砂粒を含
む

表 橙
裏 明褐

良

7 日径20.0

残存高8.0

口縁端部  凹線 3条 口縁部内外面 ヨコナデ
頸部外面   ハケロ6条/

″ 内面   しぼり目

lmmの砂鳩
を少量合
む

淡黄 良

8 口径206
残存高 10,〔

口縁端部  凹線 3条
頸部外面  押圧文

頸部外面   ハケロ8条/ lmm以下し[

砂粒を含
む

灰責 良好

9 口径21.2

残存高58
口縁部外面 凹線3条

棒状浮文
口縁部内面  ヨコナデ
体部外面   ハケロ

l mm以
~ド
α

砂粒を含
む

白
褐

灰
明

外
内

灰

良

口径27.4

残存高50
日縁部外面 凹線3条 口縁部内面  ヨコナデ

体部内外面  ハケロ
砂粒を含
む

にぶい責
橙

良

幸83図
-1

弥生土器
甕

口径19.2

残存高7,9

口縁端部  凹線2条
刻目文

頸部外面  押圧突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ 1～ 2mmの

砂粒を多
量に合む

灰白 良好

2 国径176
残存高2.3

口縁端部  凹線 2条 口縁部内外面 ヨコナデ

咆帷む
にぶい責
橙

艮

3 口径20.4

残存高3,0

口縁端部  凹線3条
頚部外面  押圧突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ

咆帷む
橙 良
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幸83図
-4

弥生土器
甕

口径22.4

残存高7.0

口縁端部  凹線 3条 日縁部内外面 ヨコナデ lmm以下互

砂粒を含
む

灰白 良

5 口径25,4

残存高57
口縁端部  凹線3条 口縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   指頭圧痕
3mm以 下至

砂粒を多
量に合む

灰 黄 良好

口径258
残存高■ 」

口縁端部  凹線2条 口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

2mln"双
~F¢

砂粒を合
む

浅黄 良

7 口径300
残存高4.5

国縁端部  凹線 3条 口縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ

l mm以下¢

砂粒を多
量に含む

にぶい黄
橙

良

8 口径346
残存高4.0

口縁端部
頸部外面

際
文

線
圧

凹
押

口縁部内外面 ヨコナデ l mm以下¢

砂粒を合
む

表
い橙
異
い褐

イこぶ

1こ ぶ

良好

9 口径350
残存高7.5

口縁端部  凹線4条
顕部外面  押圧突帯文

口縁部内外面 ヨヨナデ 2 mm以下¢

砂粒を含
む

表 にぶ
い橙
裏 にぶ
い黄橙

良好

口径346
残存高8,1

口縁端部  凹線4条
頸部外面  押圧突帯文

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内外面  ヘラミガキ

l mm上双
~F互

砂粒を合
む

灰責 良好

落84図
-1

弥生土器
高杯

口径17.6

残存高3.0

口縁端部  凹線 2条 (弱

ヽヽⅢ
日縁部内外面 ヨコナデ

杯部内外面  ヘラミガキ 唖帷む　ヽ

灰白 良

2 口径24.7

残存高27
口縁端部  凹線3条 口縁部内外面 ヘラミガキ 2mm以 下C

砂粒を合
む

灰オリー

ブ
良

3 口径148
残存高4.2

口縁部外面 凹線 1条 口縁部内外面 ヨコナデ
杯部内外面  ヘラミガキ

2～ 3mm以

下の砂粒
を合む

にぶい橙 良

4 口径2.4

残存高33
日縁部外面 凹線2条

″ 内面 ナデによる
擬凹線

口縁部内面  ヨヨナデ

杯部内面   ハケロ
l mm以下C
砂粒を合
む

橙
表

い
一畏

1こ ぶ

灰褐

良好

5 日径24.6

残存高43
日縁部外面 凹線3条 口縁部内面  ヨコナデ

杯部内外面  磨滅の為調整

不明

3mm以
~下

¢

砂粒を含
む

表 にぶ
い橙
裏 灰

良
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市84図
-6

弥生土器
高杯

口径20.0

残存高2.3
口縁部外面 凹線 2条 杯部内外面  ヘラミガキ lmm以下α

砂粒を含
む

灰 黄 良 外
斑

部
黒

縁日
面

7 口径260
残存高4.0

口縁部外面 凹線2条 杯部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ハケロ

l mm'ス
~F互

砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良 体部外面
煤付着

8 口径24.0

残存高5.5

口縁部外面 凹線 3条 口縁部内面  ヨコナデ

杯部外面   ヘラケズリ後
ヘラミガキ

″ 内面   ヘラミガキ

l mm上双
~F¢

砂粒を含
む

にぶい橙 良

9 口径32.6

残存高4.1

口縁端部
口縁部外面

条
条

線
線

凹
凹

砂粒を含
む

良好 体部内面
黒斑

口径348
残存高4.7

口縁部外面 凹線 4条 口縁部内面  ヨコナデ
杯部外面   ヘラケズリ後

ヘラミガキ
″ 内面   ヘラミガキ

2mm以 ]〒¢

砂粒を含
む

灰黄 曼

書85図
-1

弥生土器
鉢

口径 238
残存高5,8

日縁端部
口縁部外面

条
条

線
線

凹
凹

休部内面   ヘラミガキ
ハケロ

砂粒を含
む

にぶい責
橙

良 好 体部外面
黒斑

2 口径 28.1

残存高 5,〔

口縁端部  凹線2条
口縁部外面 凹線4条

□縁部内面  ヨコナデ

体部内面   ハケロ12条
/cm

l mm以
~下

互

砂粒を合
む

浅黄橙 良好 体部外面
煤付着

3 □径 340
残存高 4〔

口縁端部  凹線 2条 日縁部内外面 ヨヨナデ
体部外面   ハケロ

砂粒を合
む

仄黄 良好

4 図版 28 口径39,8

残存高 8.(

口縁端部  凹線3条 (不

明瞭)

口縁部外面 凹線3条

口縁部内面  ヨコナデ
体部外面   ヘラミガキ

lmm以下¢

砂粒を多
量に合む

表 にぶ
い橙
裏 にぶ
い黄橙

良

5 口径 318
残存高 3を

口縁 端 部 凹線 3条
刻目文

凹線 2条口縁部外面

口縁部内外面 ヨコナデ 砂粒を含
む

灰白 良 好

6 口径 54
残存高 4

口縁端部
口縁部外面

条
条

線
線

凹
凹

口縁部内面  ヨコナデ 砂粒を含
む

淡責 良好

7 口径 40.2

残存高 4

口縁端部
口縁部外面

条
条

線
線

凹
凹

日縁部内面  ナデ 2mm以 下α

砂粒を合
む

褐

ぶ

里
小
に

橙黄

圭
全

異

い

良好
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お86図
-1

弥生土器 口径 15,0

残存高 1.

口縁端部   竹管文 4イ隠口縁部内面  ヨコナデ l mm以下C
砂粒含む

にぶい橙 良

2 口径 18.0

残存高 4.(

口縁端部   刺突文 口縁部内外面 ヨコナデ 2 mv以下¢

砂粒を含
む

灰褐 良

3 口径16.8

残存高 31
口縁端部   凹線2条 口縁部内外面 ヨコナデ 2mm以 下α

砂粒を含
む

灰責 良

4 日径 166
残存高 3

口縁端部   凹線 3条 回縁部内外面 ヨコナデ l mm以下互

砂粒を合
む

浅黄 艮

5 口径 146
残存高 5,

口縁端部   凹線3条 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ5条/

l mm以下α

砂粒を多
量に含む

にぶ い橙 良

6 □径 17.6

残存高 4.

口縁端部   凹線2条 口縁部内外面 ヨコナデ 2～5mmの

砂粒を含
む

明オリー

ブ灰
良好

7 口径 154
戎存高 5(

口縁端部外面 凹線 3条 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ5条/

ク 内面   指頭圧痕
咆帷む

灰黄褐 良

8 口径 18.0

残存高 8.ち

日縁端部外面 凹線 4条
頸部外面   刻目文

口縁部内外面 ヨヨナデ
頸部外面   ハケロ

3～ 5mm大
の砂粒を

含む

にぶい黄
褐

良好

口径 10.6

残存高 5,(

口縁端部   凹線3条 口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   磨減の為調整

不明

l mm以下α

砂粒を合
む

にぶい褐 良

1 図版 26 口径 101
底径 96
器高 28.4

口縁部外面  凹線3条 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ヘラミガキ
″ 内面   しぼり目

指頭圧痕

1～ 2mmの

砂粒を多
量に合む

にぶい橙 良

11 口径 86
残存高 8こ

体部外面   凹線7条 口縁部内面  ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

砂粒を若
千含む

表
色
一異
色

灰 褐

黒褐

良 好

口径 10.5

残存高 5〔

日縁端部上面 凹線2条
″ 部外面 凹線8条

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

砂粒を者
千含む

褐灰色 良好
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窮87図
-1

弥生土器
高杯

口径 166
残存高3.2

口縁部外面  凹線3条 口縁部内面  ヨコナデ

杯部外面   ヘラミガキ
lmm以下C
砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良

2 口径 23.5

残存高 5.C

口縁端部外面
日縁部外面

条
条

線
線

凹
凹

口縁部内外面 ヨコナデ

杯部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ハケロ

2mm以下∝

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良 杯部外面
黒斑

3 口径 26.9

残存高5.5

口縁端部
口縁部外面

条
条

線
線

凹
凹

口縁部内外面 ヨコナデ

杯部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ヘラミガキ

2mm以 下α

砂粒を含
む

仄黄褐 良好 杯部内面
黒斑

4 口径 282
残存高 5.:

口縁部外面  凹線3条 口縁部内外面 ヨコナデ

杯部外面   ヘラ削りの後
ヘラミガキ

lmmtス
~F互

砂粒を含
む

にぶい橙 良

5 口径 289
残存高 3.〔

口縁部外面  凹線4条 杯部外面   ヘラミガキ 3mm以 下C
砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良

書88Eコ

ー 1

弥生上器 口径 14.6

残存高4.3

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   磨滅のため調
整不明

lmm以下¢

砂粒を者

千含む

仄 白 良好

2 口径 172
残存高43

口縁部内外面 ヨヨナデ lmm以下C
砂粒を含
む

にぶい責
橙

良 好

3 日径 17.2

残存高52
口縁端部   凹線 3条

(不明瞭 )

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ
″ 内面   ハケロ 咆帷む

にぶい黄
橙

良好

4 口径 140
残存高6.8

口縁部内外面 ハケロ
体部外面   ハケロ
体部内面上部 ハケロ
″ 下部   ヘラ削り

砂粒を少
量含む

灰白 良

喜89図
-1

弥生土器
甕

日径 24.6

残存高3.4

口縁端部   凹線3条 3mm以下互

砂粒を含
む

橙
表

い
裏

1こ ぶ

褐 灰

良

2 口径 176
残存高47

口縁端部   凹線1条 口縁部内外面 却 ナデ
体部内面   指頭圧痕

lmm以下¢

砂粒を合
む

灰 白 良好

3 口径 28.6

残存高37
口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以 下¢

砂粒を含
む

にぶい責
橙

良好
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膏89図
-4

弥生土器
甕

口径 152
残存高 3(

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   指頭圧痕

lmm以下互

砂粒を含
む

表 にぶ
い黄橙
裏 褐灰

良 口縁端部

体部外面
黒斑

5 口径 180
残存高 3.(

口縁部内外面 ヨコナデ

咆帷む
にぶい橙 艮

口径 19,6

残存高 3[
口縁部内外面 ヨコナデ

頸部内面   強いヨコナデ

体部外面   ハケロ

l mm以下互

砂粒を含
む

灰 責 良

7 口径 184
残存高 2[

口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケロ

l mmをス
~F,

砂粒を含
む

にぶい褐 良

8 口径 193
残存高 4.7

口縁部内外面 ヨコナデ 3mm以下C
砂粒を含
む

にぶい褐 良好

9 日径 20.8

残存高 7.こ

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

3mm以下¢

砂粒を含
む

明褐灰 良好

口径 14.4

残存高 5C
口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   指頭圧痕

l mm以下C
砂粒を合
む

橙 良

11 口径 144
残存高 8(

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ6～ 7

条/cm
″ 内面   指頭圧痕

2mm以 下の

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良好

日径 15.5

残存高 8を

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ハケロ
″ 内面   指頭圧痕 呻睦む

表 にぶ
い黄橙
裏 にぶ
い橙

良好 体部外面
煤付着

常90図
-1

弥生上器
高杯

口径 17.0

残存高 3.(

口縁部内外面 ヨコナデ
杯部外面   ヘラ削り後ヘ

ラミガキ

l mmをス
~Fα

砂粒を含
む

にぶい橙 良

2 口径 167
残存高 4[

口縁部内外面 磨滅の為調整

］孵む 橙

表
褐
裏
い

明赤

に 妥ド

良

3 口径 210
残存高 3.を

口縁部内外面 ヨコナデ l mm'ス
~F互

砂粒を者
干合む

表
褐
裏

灰黄

褐灰

良 好
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窮90図
-4

弥生土器
高杯

口径 208
残存高 5.〔

口縁部内外面 ヨヨナデ
杯部外面   ヘラ削り
″ 内面   ヘラミガキ

l mm以
~下

¢

砂粒を含
む

にぶい橙 良好

5 ２
一局

径
存

口
残

口縁部内外面 ヨコナデ
ナデによる擬
凹線4条

杯部外面   ヘラ削り
″内面   ヘラ削り、 ミ

ガキ

1～ 3mmの

砂粒を合
む

灰オリー

ブ
良好 杯部外面

煤付着

6 図版 27 口径 21.0

残存高■.〔

杯部外面   ヘラ削 りの後
ヘラミガキ下
方、四方にヘ

ラミガキ

もみ痕あり
″ 内面   ヘラミガキ

2mm以 下¢

砂粒を合
む

にぶい橙 良好

7 図版 27 口径 21.2

残存高18,t

部端
部

脚
脚

凹線 1条
円孔

口縁部内外面 ヨコナデ
杯部外面   ヘラ削りの後

ヘラミガキ
″ 内面   ヘラミガキ
脚部内面   ヘラ削り

咆嵯む
橙 良好

8 弥生土器
鉢

口径 21,7

残存高 4.:

体部外面   ヘラ削り
″ 内面   ハケロ

砂粒を少
量含む

にぶい褐 良好

9 口径 231
残存高 8.(

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラミガキ

ハケロ
指頭圧痕

1´-3mmの

砂粒を多
量に合む

にぶい貢
橙

良好 体部外面
煤付着

言91図
-1

弥生土器
壷体部

残存高 7.7 体部外面  波状文9条
″    櫛描直線文

9条

体部内面   指頭圧痕 l mm以
~下
C

砂粒を含
む

白

灰
灰
褐

表
裏

曼好

残存高 6セ 体部外面  櫛描直線文
23条
波状文5条

体部内面   指頭圧痕
しIFり 目

1～ 3mm以

下の砂粒
を含む

にぶい黄
橙

良

残存高 5.〔 体部外面  櫛描直線文
波状文3条

体部内面   指頭圧痕
しIFり 目

lmm以下¢

砂粒を含
む

表 にぶ
い黄橙
裏 灰白

良好 面外部
部
斑

体

一
黒

4 残存高 7 体部外面  列点文 体部内面   ハケロ、しぼ
り目

l mm以
~F互

砂粒を含
む

にぶい黄 長

5 残存高 4.C 体部外面  円形浮文
櫛描列点文

体部内面   ハケロ

咆帷む
にぶい責
橙

良好
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窮91図
-6

弥生土器
壷体部

残存高 5.( 体部外面  櫛描直線文
8条
波状文 8条
斜格子文
刺突文
円形浮文

体部内面   指頭圧痕
ハケロ9条/

l mln以
~下

α

砂粒を含
む

白
灰

灰
褐

表
裏

良好

7 残存高 4 体部外面  円形浮文

斜格子文
列点文
櫛描直線文
9条

l mm以
~下

α

砂粒を合
む

灰白 良好

残存高 5( 体部外面  円形浮文
斜格子文
列点文
櫛描直線文

体部内面   ハケロ 1～ 2nm以

下の砂粒
を含む

にぶい責
橙

艮

残存高 6〔 体部外面  波状文13条
櫛描直線文
14条

体部内面   ヘラミガキ l mm以
~F互

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良

残存高12′ 体部外面  櫛描直線文
18条
波状文18条

体部外面   ハケロ10～
12条 /cm

lmm以下C
砂粒を合
む

白

褐
灰
黒

表
裏

良好 体部外面
黒斑

11 図版 24 残存高12.I 体部外面  櫛描直線文
6条
波状文 6条
流水文 6条

体部内面   指頭圧痕 l mm以下α

砂粒を含
む

表 灰黄
褐
裏 にぶ
い黄橙

良好 体部外面
煤付着

12 残存高10,〔 体部外面  櫛描直線文
波状文
押圧痕突帯文

lmm以 下しE

砂粒を含
む

表 灰白
裏 黒

良

13 残存高 9.1 体部外面  櫛描直線文
波状文
斜格子文

体部内面   ハケロ 3～ 4mm以

下の砂粒
を含む

黄

灰
灰
明

表
一畏
黄

良

零92図
-1

器
部

上
脚

生
杯

弥
高

８
一局

径
存

底
残

脚部外面  円孔2孔 1対 脚部外面   ヨコナデ、ヘ

ラミガキ 咆帷む
にぶい橙 良

2 底径 10.2

残存高 74
脚部外面  円孔 2孔 1対 体部内外面

ヘラミガキ
脚部内外面

2mm以 下C
砂粒を合
む

にぶい橙 良

3 底径 72
残存高 4.

底部外面   ヨコナデ l mm程度C
砂粒を合
む

表 灰白
裏 灰

良好
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膏92図
-4

弥生土器
高杯脚部

８
一局

径
存

底
残

杯部内外面  ハケロ
杯部外面   ヘラミガキ
底部外面   ヨコナデ

l mm以下¢

砂粒を含
む

褐
杯

黄
黄

表
裏

良好

底径 12.0

残存高 9.i

脚部外面  円孔2孔 1対 面
　
面

外
　
内

部
　
部
部

脚
　
脚
底

磨減の為調整
不明
しIFり 目
ヨコナデ

lmm以下
`[砂粒を合

む

灰白 良 好 脚部外面
黒斑

底径 13.6

残存高 9.1

脚部外面  円孔2孔 1対 脚部外面   ヘラミガキ
″ 内面   しばり目
脚部内面   ヨヨナデ

l mm以下互

砂粒を含
む

黄
白

灰
灰

表
裏

良 脚部外面
黒斑
円板充填

7 底径 116
残存高 7.ι

脚部外面   ハケロ
″      磨減の為調整

不明
脚部内面   指頭圧痕・ナ

デ

2mm以下C
砂粒を多
量に含む

にぶい赤 良

8 日径 14.4

残存高 5〔

脚部外面   ヘラミガキ
脚部内外面  ヨコナデ

lmm程度の

砂粒を合
む

黒褐 良好

9 口径 106
残存高 8〔

杯部内外面  ナデ
各部外面   ハケロ
脚部内面   しばり目 咆帷む

灰白 良好

口径 8.6

残存高 9.

脚部外面  円孔2孔 1対 脚部外面   ヘラミガキ lmm以下¢

砂粒を含
む

赤 良

口径 140
残存高 7

脚部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ヨコナデ

1～ 3mm砂
粒を多量
に含む

灰 黄 良

口径 100
残存高 7[

脚部外面  三角形透孔
沈縁3条

l mm以下α

砂粒を合
む

灰白 良好 脚部内面
黒斑

残存高 6.1 脚部外面  円了し1孔
″内面   竹管文

2mm以
~下
C

砂粒を含
む

表 にぶ
い責橙
裏 褐灰

良 脚部外面
黒斑

残存高 7 脚部外面  円孔2孔 1対 脚部外面   ヘラミガキ
″ 内面   しぼり目

l mm以
~下

¢

砂粒を合
む

表 にぶ
い責橙
裏 灰責
褐

良好 脚部外面
黒斑

残存高10.〔 即部外面  三角形透孔 脚部杯部外面 ヨコナデ

杯部内面   ヘラミガキ
2mm以 下C
砂粒を含
む

にぶい責
橙

良好
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嘉92図
-16

図版 27 弥生土器
高杯脚部

底径 12.8

残存高16.(

脚部外面  円孔2孔 1対 杯部内外面 ヘラミガキ
脚部外面  ヘラミガキ
脚部内面  しばり目

l mm程度しC

砂粒を合
む

灰黄 良 脚部外面
黒斑

有93図
-1

底径 13.0

残存高 8

脚部内外面 ヘラミガキ 3mm以 下α

砂粒を合
む

表裏 に
ぶい橙

良好

2 底径 12.8

残存高 9.彎

脚部外面  ヘラミガキ
ク 内面  ヘラ削り

1～ 2 mm程

度の砂粒
を含む

表裏 に
ぶい赤褐

良好 部
斑

脚
黒

3 底径 96
残存高 4.(

脚端部   凹線 2条 脚部外面  ヨコナデ
″ 内面  ヘラ削り

2mmttTC
砂粒を合
む

表裏 灰
白

良

4 底径 90
残存高 4.〔

脚端部   凹線 3条
(不明瞭 )

脚部内外面 ヨコナデ
″ 内面  ヘラ削り

lmm以 下C
砂粒を合
む

明 褐 良好

5 底径 9,6

残存高 47
脚端部内外面 ヨコナデ

脚部外面  ハケロ
″ 内面  ヘラ削り

2mm以 下C
砂粒を含
む

灰 黄 良好

6 底径12.0

残存高 3(
脚端部   凹線 2条 脚部外面  ヨコナデ

″ 内面  ヘラ削り

l mm以下¢

砂粒を合
む

にぶい黄
橙

良

7 底径 104
残存高 4

脚部外面  ヘラミガキ
ク 内面  ヘラ削り 的睦む

表裏 灰
責

艮 脚部外面
黒斑

8 底径 120
残存高 4

脚端部   凹線 2条 lmm以下兌

砂粒を含
む

橙
表

い
裏

にぶ

赤黒

里 脚部外面
黒斑

9 底径 144
残存高 6

脚端部   凹線 1条 脚部内面  しばり目 l mmをスT,
砂粒を含
む

表
褐
裏

明赤

黒褐

良

底径 15,0

残存高 5]
脚端部   凹線 1条 脚部内外面 ヨコナデ 1～ 3mmの

砂粒を若
千含む

表裏 に
ぶい責褐

良

底径 11.0

残存高10
脚端部   凹線2条 面

面

外
内

部脚

″

ヨコナデ
ヘラ削り

1～ 5mmの

砂粒を多
量に含む

にぶい黄
橙

良好 杯部内面
黒斑
脚端部
黒斑
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膏93図
-12

弥生土器
高杯脚部

底径 88
残存高 4.〔

脚端部   凹線2条
脚部外面  櫛描直線文

脚部外面   ヨコナデ
″ 内面   ヘラ削り

lmm以下した

砂粒を合
む

灰一畏表
白

良 好

底径 8.0

残存高 4.1
脚端部   凹線 3条 脚部内面   ヘラ削り lmm以下α

砂粒を合
む

表 にぶ
い黄橙
裏 灰赤

良好

底径 10.0

残存高 3〔

脚端部   凹線2条
脚部外面  へら描沈線

4条 (現存)

ヘラ描文

脚部内面   ヘラ削り やや粗い

2～ 3mmの

砂粒を含
む

にぶい橙 良好

15 底径 98
残存高 5,t

脚部外面 ヘラ描直線
文4条
沈線7条

脚部内面   ヘラ削り lmm以下し[

砂粒を含
む

表裏 明
赤褐

良好

底径 9.4

残存高 3(
脚端部   凹線 2条
脚部外面  ヘラ描直線

文 4条

脚部外面   ヨコナデ
″ 内面   ヘラ削り

1～ 5mmの

砂粒を多
量に合む

赤 良好

17 底径 126
残存高 4.(

脚端部   凹線 2条
脚部外面  laI描直線文
″     長方形透孔

脚部外面   ヨコナデ
″ 内面   ヘラ削り

砂粒を多
量に含む

灰白 良好 脚部外面
黒斑

底径 142
残存高 6.l

脚端部   凹線1条
脚部外面  三角形透孔

(未貫通)

″     ヘラ描直線
文9条

脚部内面   ヘラ削り l mm以下¢

砂粒を合
む

灰 白 良

　

、

図版 27 底径 10,0

残存高10.

脚端部   凹線2条
脚部外面  ヘラ描直線

文6条
ヘラ描直線
文5条
ヘラ描直線
文3条
鋸歯文

脚部内面   ヘラ削り 2mm,火
~F互

砂粒を含
む

ぶ
　
部

に
　
下
　
黒

橙
　
褐

表

い
表
黒
裏

良 好

残存高 8〔 柱状部外面 ヘラ拍直線
文4条

杯部外面   ヘラミガキ
″ 内面   ヘラミガキ、

ハケロ
柱状部外面  ヘラミガキ

″ 内面  ヘラ削り

l mmニスT互
砂粒を含
む

表裏 灰
白

良好 柱状部外
面 黒斑

残存高 7.C 柱状部外面 ヘラ柏沈線
8条

杯部内面   ヘラミガキ
柱状部内面  ヘラ削り ］帷む

にぶい責
橙

良 好
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窮94図
-1

弥生土器
蓋形土器

口径 12.0

残存高35,(

口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面   ヘラ削り

lmmの砂狙
を含む

灰 白 良

図版 28 口径 33.0

残存高 6〔

体部外面   ヘラによるハ

ケロ
″ 内面   弱く細いハケ

目少々あり

lmmの砂鳩
を含む

里 良好

3 口径 56
残存高 8(

口縁部内外面 ナデ 3mm以 下¢

砂粒を含
む

灰白 良

4 口径 216
残存高 5〔

口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面   ヘラミガキ

白
褐

灰
明

表
裏

灰

口縁部
煤付着

5 口径 21.3

残存高 7.1

口縁部内面  ヨコナデ
体部外面   磨減の為調整

不明
″ 内面   ヘラミガキ

ヘラによる刻
目あり

2mm以
~下

互

砂粒を合
む

灰 白 良 体部内面
黒斑

6 図版 28 残存高 3 体部外面  lm描沈線文
6条
櫛描波状文
6条
円子Llr回
つまみが4

+回 に分かれ
ている

体部内面   ヘラミガキ l mm以下互
砂粒を合
む

灰白 良好

7 口径 19.5

残存高 2を

口縁外面  凹線 2条 口縁部外面  磨減の為調整
不明

日縁部内面  ヨコナデ

l lnm以
~F互

砂粒を合
む

明褐色 良

図
号

挿
番

図版
番号

器  種
法 量

(cm)
成形及び調整技法 胎 土 色  調 焼 成 備  考

有95図
-1

図版30 紡錘車 径
径

外
孔

縦40×横40
04×  04

表面     ヘラミガキ

中央部穿孔 ］帷む
にぶい橙 良好 上器片利

用

2 図版 30 径
径

外

孔
縦 4.3×横 3.8

04×  04
表面     ヘラミガキ
中央部穿孔

灰責褐 良好

3 図版 30 径
径

外

孔
縦 37×横 35

0.3×  0.3
両面     ヘラミガキ

中央部穿孔

表
灰
裏

明 褐

黒褐

良

4 図版 30 外 径  縦 48×横 47 表面     ヘラミガキ 灰 白 良好

日山成
″
未
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窮95図
-5

図版 30 紡錘車 径
径

外
孔

縦 4.7×横 4.6

0.4〉(   0.4

表面     刻目文
中央部穿孔 咆帷む

褐
黄

黒
灰

表
裏
褐

良 土器片利
用

6 図版 30 径
径

外
孔

縦 4.8×横52
05×  0.5

裏面 ヘラミガキ

中央部穿孔
指頭圧痕
磨減のため調
整不明

表面

にぶい褐 良

7 図版 30 径
径

外
孔

縦 5.0×横42
04×  04

裏面     ヘラミガキ
中央部穿孔

里
小

良

図

号

挿
番

版

号

図
番 器 種

法 量
(cm)

施文の特徴 成形及び調整技法 胎 土 色  調 焼 成 備  考

8 弥生土器
把手 咆帷む

灰白 良

9 図版28 弥生土器
鉢
ミニチュ
ア

国径 6.3

底径 4.4

器高 6.2

体部外面ツメによる押圧
文

体部外面   ハケメ 指頭
圧痕

ク 内面   指頭圧痕

砂粒を含
む

にぶい黄
橙

良 体部外面
黒斑

日径 7.4

残存高 4

体部外面円孔 (貫通) 体部外面   ヘラミガキ

指頭圧痕
″ 内面   ヘラミガキ

指頭圧痕

l mm以下C
砂粒少々

含む

黒 良

図版 28 口径 58
器高 36

体部外面   指頭圧痕
″ 内面   ヨコナデ

ヘラミガキ 咆峰む
表 灰オ
リーブ

裏 黒褐

良 外面 黒
斑

弥生土器
脚付壷

底径 7.3

残存高 9(
体部内外面  磨滅のため調

整不明 呻帷む
灰白 不 良 外面全体

黒斑

底径 69
残存高 9(

体部外面   指頭圧痕が頭
者に残る

2mm以下兌

砂粒を合
む

灰 白 良 体部外面
黒斑

弥生土器
底部

底径 68
残存高 9(

体部内面   ヘラミガキ 1～ 5mmの

石粒を多
量に含む

表 にぶ
い黄橙
裏 灰白

良 体部外面
黒斑

1 3区  4a層 出土土器

第 107
図-1

須恵器
蓋のつま
み

口径 1.3

残存高 1

lmm以下C
砂粒を合
む

明貢褐 不良

2 須恵器
杯蓋

口径 153
残存高 2〔

l mm以下しE

砂粒を合
む

灰白 良 堅緻
反転復元
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‐ ０

一

第
図

須恵器
杯蓋

日径 15。 8

残存高 0。 C

lmm以下互

砂粒を合
む

灰白 良好 堅級
反転復元

4 口径 12.0

残存高 1.4

l mln以 下互

砂粒を合
む

灰 良好 聯
反転復元

5 須恵器
杯身

底径 127
残存高 1.t

底部外面   ヘラ切りのあ
と高台付

l mm以下C
砂粒を合
む

灰
青

青
暗

表
裏
灰

良 好 堅織
反転復元

6 底径 15.4

残存高 2,
体部外面   接合痕が顕著

に残る
lmm以下C
砂粒を含
む

灰白 良 反転復元

7 須恵器
皿

日径 141
残存高 2.与

l mm以下α

砂粒を含
む

灰白 良 反転復元

8 ９
一島

径
存

底
残

底部外面   ヘラ切りのち
ナデ

lmm以
~ド
α

砂粒を合
む

灰 良 反転復元

9 底径 8.2

残存高 1.(

底部外面   ヘラ切りのち
ナデ

lmm以下E
砂粒を合
む

室同
　
灰

明
　
青

表
灰
裏

良 反転復元

底径 9,0

残存高 1.(

底部外面   ヘラ切 りのち
ナデ

lmm以下もを

砂粒を合
む

灰白 良 反転復元

底径 12.2

残存高 1.

底部外面   ヘラ切りのち
ナデ

lmn以下α

砂粒を含
む

灰白 良 反転復元

底径 10,0

残存高 1.【

底部外面   ヘラ切りのち
ナデ

l mln以 下α

砂粒を合
む

灰白 良好 勤
反転復元

底径 9.2

残存高 2.(

体部内外面  ヨコナデ
底部外面   ヘラ切りのち

ナデ

l mln以 下互

砂粒を合
む

灰白 良 反転復元

底径 13.0

残存高 2.〔

底部外面   ヘラ切りのち
ナデ

l mln以 下¢

砂粒を含
む

灰白 良好 反転復元
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第107
図-15 部

器
脚

恵
杯

須
高

残存高 2.1 l mm以¬ぐ互
砂粒を合
む

青灰 良好 堅級
反転復元

4区 SR01 6a～ 9b層出土土器

第109
図-1

須恵器
蓋

口径 14.4

残存高 1.

体部内外面  ヨヨナデ l mm,ス
~F¢

砂粒を含
む

灰 良 反転復元

2 口径 14.2

残存高 1.

体部外面   ヨコナデ lmm以下互
砂粒を合
む

灰白 良 堅緻
反転復元

3 口径 170
残存高 2.(

内外面    ヨコナデ 砂粒を含
む

仄白 良 反転復元

4 口径 18.9

残存高 2.(

面
面

外
内

ヨコナデ
ナデ

lmm以下α

砂粒を合
む

灰白 良好 反転復元

図版29 日径 20.3

残存高 1,
砂粒を合
む

仄白 良 反転復元

日径 20.7

残存高 1.4
内外面    ヨコナデ 砂粒を含

む
灰白 良 反転復元

7 図版 29 口径19.9

残存高 2.ウ

内外面    ヨコナデ 3mmttTC
砂粒を合
む

灰白 良好 反転復元

図版 29 器恵
身

須
杯

底径 8,2

残存高 3.〔

lmn以 下互

砂粒を合
む

表 暗灰
裏 灰

良好 堅織
反転復元

日径 13.1

残存高 2.4

l mm以下¢

砂粒を含
む

青仄 良 堅級
反転復元

日径 13.0

残存高 3.1

lmm以下¢

砂粒を含
む

着青灰 良好 堅緻
反転復元

11 日径 128
底径 100
器高 4.0

底部外面   ヘラ切りのあ
と高台を付け
る

l mm以下互

砂粒を含
む

灰 白 良 堅緻
反転復元
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第109
図-12

須恵器
杯身

口径 15.0

残存高 2〔 ］帷む
灰 良好

一死復
級
転

堅
反

図版 29 日径 15.8

残存高 2.(

l mm以下C
砂粒を含
む

灰白 良好 堅緻
反転復元

口径 16.4

残存高 2.1

l nm以下C
砂粒を合
む

青灰 良 反転復元

口径 20.4

残存高 3.(

内外面    ヨコナデ lmn以下α

砂粒を含
む

青灰 良好 堅級
反転復元

底径 14.2

残存高 1.

底部外面   ヘラ切りの後
ナデ
高台付

lmm以下互

砂粒を含
む

灰 良好 堅繊

反転復元

17 底径 14.2

残存高 1.1

内外面    ヨコナデ l mlt以 下¢

砂粒を合
む

灰自 良 堅級
反転復元

底径 9.4

残存高 2.4

底部外面  凹線2条 体部内外面  ヨヨナデ
底部外面   ヘラ切り

lmm以下α

砂粒を合
む

灰白 良 堅級
反転復元

底径 9.2

残存高 2.1

底部外面   ヘラ切り

咆帷む
仄白 良 堅繊

反転復元

底径 10.4

残存高 1.

底部外面   ヘラ切りの後
ナデ

lmm以下しE

砂粒を含
む

仄白 良 反転復元

１
高

径
存

底
残 面

面
外

外
部

内
底

ヨヨナデ
ヘラ切りの後
あり

l mm以下互

砂粒を含
む

灰白 良好 堅級
反転復元

８
高

径
存

底
残

体部内外面  ヨコナデ
底部外面   ヘラ切りの後

ナデ消し

lmm以下¢

砂粒を含
む

灰白 良好
一死復

緻
転

堅
反

底径 9.0

残存高 1.〔

底部外面   ヘラ切り lmm,ス
~F¢

砂粒を含
む

灰色 良 堅緻
反転復元
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第109
図-24

須恵器
皿

９
高

径
存

底
残

内外面    ヨコナデ l mm以下互

砂粒を合
む

表 灰
裏 灰白

良 反転復元

底径 10.0

残存高 0.〔

底部外面   ヘラ切り lmm以 下£

砂粒を合
む

灰白 良 反転復元

須恵器
壷

４
一島

径
存

底
残

l mm以
~ド
2

砂粒を合
む

明青灰 良 反転復元

黒色土器
A類椀

底径 7.2

残存高 1.4

内外面    ヨコナデ 2mn以 下互

砂粒を合
む

浅黄橙 良 反転復元

須恵器
杯身

目径 12.0

残存高 3,(

lmm以下¢

砂粒を合
む

灰白 良 堅緻
反転復元

口径 14.0

残存高 1.(

l mm以下C
砂粒を合
む

黒
灰

圭目
三日

表

裏
良好 堅級

反転復元

口径 20.0

残存高 3.電

lmm以下α

砂粒を合
む

灰 白 良 反転復元

須恵器
高杯

口径 162
残存高 2.〔

内外面    ヨコナデ l mm以下C
砂粒を合
む

灰 良好 堅緻
反転復元

須恵器
皿

底径 9.0

残存高 0.〔

底部外面   ヘラ切り l mm以下C
砂粒を合
む

明青灰 良 堅織
反転復元

器恵
身

須
杯

底径 9,0

残存高 1.(

内外面    ヨコナデ
底部外面   ヘラ切りのち

ヨコナデ

l mm以下C
砂粒を含
む

灰 良好 堅級
反転復元

日径 11.6

残存高 2.(

l mm以下C
砂粒を合
む

灰 白 良好 堅緻
反転復元

口径 10.0

残存高 3.

内外面 ナ デ lmn以下C
砂粒を含
む

灰
青

青
明

表
一晏
灰

良好

一死復
級
転

堅
反
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身事109

図-36
須恵器 残存高 5,こ l mnl以 下C

砂粒を含
む

青灰 良 反転復元

器恵
蓋

須
杯

口径 18.2

残存高 2.〔

l mm以
~FC

砂粒を含
む

表 灰白
裏 灰

良好 堅織
反転復元

2.4区 水田層出土土器

第■2

図-1
瓦器
椀

底径 6.4

残存高 1.C

面
面

外
内

部体

″

ヨコナデ
暗文

l mm以下C
砂粒を合
む

黄
灰

浅
晴

表
裏

良

2 黒色上器
椀

底径 6.6

残存高 2.(

体部内外面  ヨコナデ l mm以
~下
C

砂粒を合
む

表 灰白
裏 灰

良 内外面
炭素吸着

3 図版 29 須恵器
蓋

残存高 1 体部内外面  ヨコナデ l mm以下¢

砂粒を合
む

灰自 良 堅級
反転復元

4 図版 29 口径 144
残存高 2.(

体部内外面  ヨコナデ l mm以下C
砂粒を合
む

灰白 良 堅緻
反転復元

5 口径 180
残存高 2.(

体部内外面  ヨコナデ l mm以下C
砂粒を含
む

灰 白 良 堅緻
反転復元

6 口径 18.0

残存高 1.〔

体部内外面  ヨコナデ l mm以下C
砂粒を含
む

灰 白 良 堅級
反転復元

7 口径 24.0

残存高 2.1

体部内外面  ヨコナデ lmm以下も[

砂粒を合
む

表 灰白
裏 灰

良 堅級
反転復元

須恵器
皿

口径 15,1

残存高 2.と

体部内外面  ヨコナデ
底部     ヘラ切り

lmm以下¢

砂粒を合
む

灰 良 堅級
反転復元

図版 29 日径 13.0

残存高 2.〔

体部内外面  ヨコナデ
底部     ヘラ切り

l mm,ス
~F¢

砂粒を合
む

灰白 良 堅級
火欅あり
反転復元
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第112

図-10
須恵器
皿

口径 7.4

残存高 2

体部内外面
底部

ヨコナデ
ヘラ切り

lmm以下α

砂粒を合
む

灰 良 堅緻
反転復元

口径 4.3

残存高 2〔

体部内外面  ヨコナデ
底部     ヘラ切り

l mln以 下¢

砂粒を含
む

灰 白 良 堅緻
反転復元

図版 29 器恵
部

須
脚

口径 100
残存高 1(

体部内外面  ヨコナデ lmmttTC
砂粒を含
む

表 灰白
裏 灰

良 堅緻
反転復元

須恵器
皿

底径 74
残存高 1

体部内外面  ヨコナデ
底部     ヘラ切り

lmm以下¢

砂粒を含
む

灰 良 堅級
反転復元

□径 100
残存高 0

体部内外面  ヨコナデ
底部     ヘラ切り 咆帷む

灰 艮 堅織
反転復元

15 図版 29 口径 11.0

残存高 1を

体部内外面  ヨコナデ lmm以下¢

砂粒を合
む

灰 白 良 堅級
反転復元

須恵器
皿

口径 10.0

残存高 1.〔

体部内外面
底部

ヨコナデ
ヘラ切 り

l mm以下α

砂粒を合
む

灰 良 堅級
反転復元

17 底径 114
残存高 01

体部内外面  ヨコナデ
底部     ヘラ切り

l mm以
~下

¢

砂粒を合
む

灰 良
一九復

緻
転

堅
反

口径 124
残存高 0.〔

体部内外面  ヨコナデ

底部     ヘラ切 り後サ
デ消 し

l mm以下砲

砂粒を含
む

灰 良 堅緻
反転復元

須恵器
杯身

口径 9.2

残存高 1.Z

体部内外面  ヨコナデ
底部     ヘラ切り後高

台付 咆帷む
暗青灰 艮 堅緻

反転復元

図版 29 底径 95
残存高 1.4

体部内外面  ヨコナデ

底部     ヘラ切 り後高
台付ける

lmm以下C
砂粒を合
む

表 灰白
裏 灰

良 堅緻
反転復元
転用硯

図版 29 底径 110
残存高 2(

体部内外面  ヨコナデ
底部     ヘラ切り後高

台付ける

l mH以下互

砂粒を合
む

灰白 良 反転復元
外面煤付
着
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ST02 出土石器

図
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材  質 持 徴

第 29図
-1

図版 34 打製石厄丁 サヌカイ ト 両側縁に扶りをもつ。刃部は両面からの打ち欠きに

より刃をつける。背部は、両面からの粗い打ち欠き

を行なった後、敲打による背潰しを行なう。両側縁

部の狭りは、粗い打ち欠きによってつくる。厚い素

材を使用。

-2 図版 34 672 右側縁部に狭りをもち、左半分を欠損する大形のも

のである。刃部及び背部が湾曲する形態をもつ。刃

部は、鋭利な大剥離面を利用し、縁辺部には両面か

らの細かい打ち欠きを行ない刃部をつくる。背部は

敲打による粗い背潰しを行なう。袂りは、両面から

の粗い打ち欠きによりつくる。

-3 図版 34 23.3 右側縁部に狭りをもつ。刃部は大剰離面を利用し縁

辺部に両面からの打ち欠きにより刃をつける。一方

背部は、両面からの粗い打ち欠きの後、敲打による

背潰しを行う。この敲打は、狭り周辺にまで及ぶ。

挟りは両面からの打ち欠きにより細かな調整をする。

-4 図版 34 扁平片刃石斧 21 2 結晶片岩 刃部周辺のみ残存。刃部は縦方向に丁寧な研磨が行

なわれる。

-5 図版 34 刃部を欠損する。基部から刃部にむかってすぼまる

形態。全面に丁寧な研磨を行う。

-6 図版 34 削器 6.5 サヌカイト 刃部以外は裁llT面 をもつ。刃部は両面からの粗い打

ち欠きにより刃をつける。厚い素材を使用。

-7 図版 34 楔形石器 両側縁に裁断面をもつ。上縁部、下縁部とも打撃に

よる刃潰れ、階段状剥離がみられる。厚い素材を使

用。

-8 図版 34 敲打痕のある石
器

下縁部以外は明瞭な調整はみられない。下縁部は敲

打による刃潰れ、階段状剥離が顕著にみられる。工

具等の用途が考えられる。

-9 図版 34 石鏃 有茎式。やや厚めの素材を使用し、縁辺部を両面か

らの打ち欠きにより調整する。

-10 図版34 削器 下縁部以外は裁断面をもつ。下縁部は鋭利な大剥離

面を利用し、縁辺部に両面からの打ち欠きによって

刃部をつくる。

第32図
-1

図版 34 石庖丁 117.9 結晶片岩 磨製石斧を転用、左側縁に両面からの打ち欠きによ

る狭りをつくる。下縁部は敲打による刃部をつく

る。

-2 図版 34 打製石庖丁 サヌカイ ト 右側縁部に狭り残存。狭り及び背部は片面からの打

ち欠によって大半を整形する。背部は者干の敲打を

行う。刃部は欠損して不明

―-239-一



図
号

挿
香

版

号

図
番 器 種 麟くｃｍヶ

罠大幅
(cm) 頬

ｃｍ，
最

く

怪

ケ

重
く 材 質 特 徴

第 32図
-3

図版 34 削器 サヌカイ ト 上縁部は片面からの打ち欠きによって調整を行う。

下縁部は鋭利な大剥離面を利用し、簡単な打ち欠き

を行い刃部をつくる。

-4 図版 34 1_0 刃部のみ残存、両面からの打ち欠きによる鋭利な刃

部をもつ。

-5 下縁部のみに調整を行う。下縁部は両面からの粗い

打ち欠きによって刃部をつ くる。

-6 図版 34 13 両側縁に我断面をもつ。刃部は両面からの粗い打ち

欠きにより刃をつける。

-7 図版 34 石鏃 17 凹基式。先端部及び基部を欠損。縁辺部は、両面か

らの細かい打ち欠きを行い調整する。

-8 図版 34 14 凹基式。先端部から基部にかけての縁辺部に両面か

らの細かい打ち欠きを行い調整する。

-9 図版 34 凹基式。厚めの素材を使用する。先端部から基部に

かけての縁辺部に両面からの粗い打ち欠きを行い調

整する。

-10 図版 34 凹基式。基部右逆刺を欠損。先端部から基部にかけ

ての縁辺部に両面からの粗い打ち欠きを行い調整す

る。

-11 図版 34 平基式。先端部及び基部右側縁を欠損。先端部から

基部にかけての縁辺部に両面からの細かい打ち欠き

を行い調整する。

-12 図版 34 平基式。先端部を欠損。縁辺部に両面からの粗い打

ち欠きを行い調整する。

-13 図版 34 平基式。先端部及び基部両側縁を欠損。先端部から

基部にかけての縁辺部に両面からの大きな打ち欠き

を行い調整する。

-14 図版 34 16 凸基式。完形。先端部から基部にかけての縁辺部に

両面からの細かい打ち欠きを行い調整する。幅狭い

精巧な仕上りである。
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第32図
-15

図版 34 石 鏃 サヌカイ ト 凸基式。完形、先端部がやや右寄りの形をもつ。先

端部から基部にかけての縁辺部に両面からの粗い打

ち欠きを行う。

-16 図版 34 凸基有≧式。先端部を欠損。先端部から茎にかけて

の縁辺部に両面からの打ち欠きを行う。

第 33図
-1

図版34 楔形石器 下縁部以外は我Lfr面 を残す。下縁部は打撃による刃

潰れ及び階段】犬剥離がみられる。

-2 図版 34 左側縁部には裁LI面を、上縁部は自然面が残る。下

縁部から右側縁部にかけて打撃による刃潰れ及び階

段】犬剥離力`みられる。

-3 図版 34 三角形状を呈する。両側縁部に裁断面をもつ。下縁

部は打撃による刃潰れ及び階段状剥離がみられる。

-4 図版 34 10 両側縁部に裁断面をもつ。上縁部、下縁部は打撃に

よる刃潰れ、階段状剥離がみられる。

-5 図版 34 下縁部以外は、すべて我断面をもつ。下縁部は打撃

による刃潰れ、階段状剥離がみられる。厚い素材を

使用。

-6 図版 34 2.5 左側縁部に裁断面をもつ。上縁部、下縁部は打撃に

よる刃潰れ、階段状剥離がみられる。

-7 図版 34 10 両側縁部に裁断面をもつ。上縁部、下縁部は打撃に

よる刃潰れ、階段状剥離がみられる。

-8 図版 34 17 縦長の素材である。両側縁部に裁断面をもつ。上縁

部、下縁部は打撃による者子の刃潰れ、階段状剥離

がみられる。薄い素材を使用。

l 3区  5b砂層出土石器

第42図
-1

図版 35 打製石庖丁 サヌカイ ト 完形。刃部及び背部が湾曲する木葉形を呈する。刃

部は両面からの打ち欠きによって刃をつける。背部

は両面からの粗い打ち欠きの後、敲打による背潰し

を行う。
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第42図
-2

図版 35 打製石庖丁 117 サヌカイ ト 完形。背部が湾曲し、刃部は直線的で半月状を呈す

る。刃部は、両面からの細かい打ち欠きによって刃

をつけ、背部は、両面からの大きな打ち欠きを行な

った後、背部中央に敲打による背潰しを行う。

-3 図版 35 732 左側縁に狭り残存。刃部は直線的で、背部は者干湾

曲する。刃部は両面からの打ち欠きにより鋭利な刃

をつける。背部は両面からの大きな打ち欠きの後、

敲打による背潰しを行う。狭り部は、敲打による刃

潰しを行う。厚めの素材を使用。

-4 図版 35 左側縁の狭り部分周辺残存。刃部は、縁辺部に両面

からの打ち欠きにより刃をつける。背部においても

両面からの打ち欠きを行なった後、敲打による背潰

しを行なう。狭り部は、両面からの打ち欠きの後、

敲打による刃潰しを行う。

-5 図版 35 左側縁に狭り残存。刃部は直線的で、背部は湾曲す

る。刃部は両面からの打ち欠きにより刃をつける。

刃部には使用によると考えられる磨減痕がみられ、

背部は、粗い打ち欠きの後、敲打による背潰しを行

なう。狭り部は、両面からの粗い打ち欠きの後、敲

打による刃潰しを行なう。

-6 図版 35 削器 49 左側縁に我断面をもつ。右側縁は敲打によって扶り

状の凹みをつくる。下縁部は両面からの打ち欠きに

より刃をつくる。上縁部は、粗い打ち欠きを行う。

石庖丁の可能性もある。

-7 図版 35 下縁部は両面からの打ち欠きにより刃部をつくる。

左側縁部は片面からの打ち欠きにより袂り状の凹み

をつくる。右側縁部は両面からの打ち欠きにより鋭

利な刃をつける。上縁部は敲打による背潰しを行う。

-8 図版 35 378 下縁部が湾曲するもので、両面からの打ち欠きによ

り刃部をつくる。上縁部は湾曲し、両面からの打ち

欠きを行うが、残存部分が少ない為詳細は不明であ

る。右側縁部は欠損する。

-9 右側縁部に裁断面をもつ。下縁部は両面からの打ち

欠きによって刃部をつくる。上縁部、左側縁部とも

粗い打ち欠きを行うのみである。

-10 図版 35 1.5 524 右側縁部及び下縁部は鋭利な大剰離面を利用し縁辺

部に両面からの打ち欠きを行い刃部をつくる。左側

縁部は大きな打ち欠きを行なった後、粗い敲打を行

い刃潰しを行う。

-11 図版 35 12 下縁部以外は、すべて裁断面をもつ。下縁部は両面

からの打ち欠きにより刃部をつくる。

第 43図
-1

図版 35 円板状を呈する
石器

2279 上縁部以外は、打撃による敲打痕、階段状剥離がみ

られる。何らかの工具の可能性がある。

-2 図版 35 楔形石器 128 両側縁に裁断面をもつ。上縁部、下縁部とも打撃に

よる刃潰れ、階段状剥離がみられる。
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第 43図
-3

図版 35 楔形石器 サヌカイ ト 下縁部以外は、裁断面を残す。打撃による刃潰れ、

階段状剥離がみられる。厚い素材を使用

-4 図版 35 削器 左側縁部に裁断面をもつ。右側縁部には、片面から

の打ち欠きにより換り状の凹みがみられる。上縁部、

下縁部とも両面からの打ち久きを行ない刃部をつく

る。

-5 図版 35 両側縁部に裁断面をもつ。上縁部、下縁部とも両面

からの打ち欠きを行い刃部をつくる。

-6 図版 35 右側縁部に裁断面をもつ。上縁部、下縁部とも両面

からの打ち欠きを行い刃部をつくる。

-7 図版 35 左側縁部及び上縁部を欠損する。刃部は両面からの

打ち欠きを行ない鋭い刃をつける。側縁部は両面か

らの打ち欠きを行ない狭り状の凹みをつくる。片面

の刃部から体部にかけて使用によるものと考えられ

る磨耗痕がみられ、石庖丁の可能性が考えられる。

-8 図版35 削器 右側縁部を欠損する。刃部は、両面からの粗い打ち

欠きを行ない刃をつける。上縁部は両面からの粗い

打ち欠きを行なった後、敲打による背潰しを行う。

-9 H6 側縁部に狭りをもつ。下縁部は両面からの打ち欠き

によって刃部をつくる。側縁部の狭りは、両面から

の打ち欠きによりつくりだす。上縁部は欠損して不

明である。狭りをもつことより石庖丁の可能性があ

る。

-10 図版 35 石槍 9,7 基部を欠損。尖頭部は両面からの打ち欠きにより縁

辺部を調整する。尖頭部の縁辺は鋭利な刃はつけな

モヽ。

一 H 図版 35 石鏃 1.5 凸基式。先端部、基部、左側縁部を欠損。左側縁部

以外は最近の欠損である。右側縁部は両面からの打

ち欠きにより刃をつける。一方左側縁部は明確な刃

はつけない。

-12 図版35 凸基式。両側縁部は、両面からの打ち欠きにより刃

をつける。

-13 図版 35 凹基式。先端から基部にかけて縁辺部に両面からの

粗い打ち欠きを行い、鋭利な刃をつける。狭りは、

両面からの粗い打ち欠きを行ない扶り部をつくる。

全体に粗雑なつくりで大型の石鏃である。

第44図
-1

砥 石 22.3 砂 岩 2面 を使用する。うち1面は使用による磨減で中央

部が凹む。
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第 44図
-2

砥石 12.0 安山岩 1面を使用する。中央部は若千凹む。

-3 砂岩 2面を使用する。両面とも使用による磨減で表面は

なめらかである。

SR01 11層 出土石器

第 97図
-1

図版 32 打製石庖丁 474 サヌカイ ト 完形。両端に狭りをもつ。片面は、自然面を多く残

す。刃部は粗い調整、刃部中央に使用による磨耗痕

あり。

-2 図版 32 片側に狭りをもつ、刃部は両面からの打ち欠きによ

って鋭利な刃をつくる。背部は敲打による背潰しを

行う。刃部及び背部が湾曲する。

-3 図版 32 完形。両端に狭りをもつ。背都は刃部に比べ長さが

短い。刃部は両面からの打ち欠きにより鋭利な刃を

つける。背部は敲打による背潰しを行う。刃部から

体部にかけて使用による磨耗痕あり。

-4 図版 32 Ll 完形。両端に狭りをもつ。やや厚い素材を利用。刃

部は、両面からの打き欠きにより鋭利な刃をつける。

背部は敲打による背潰しを行う。挟りにおいても敲

打による刃潰しを行う。

-5 図版 32 片側辺に狭り残存。狭りは、敲打による刃潰し。

部は片面からのみの打ち欠きにより刃をつける。

部は敲打による背潰しを行う。

刃

背

-6 図版 32 153 片側辺に扶り残存。狭りは、敲打による刃潰し、刃

部は、ほとんどを片面からの打ち欠きにより刃をつ

ける。背部は敲打による背潰しを行う。

-7 図版 32 286 片側辺に挟り残存、狭 りは、敲打による刃潰 し、

は両面からの打ち欠きにより鋭利な刃をつける。

部は敲打による背潰 しを行う。

瑯
背

-8 図版 32 11 片側辺に狭り残存。狭りは、敲打による刃潰し、刃

部は両面からの打ち欠きにより鋭利な刃をつける。

背部は敲打による背潰しを行う。

-9 図版 32 片側辺に狭りが残存するが、扶りは両面からの打ち

欠きにより鋭利である。刃部は、厚めの素材を両面

からの打ち欠きにより刃をつける。
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第96図
-1

図版 32 局部磨製石庖丁 讃岐岩質安山
岩

1/3を 久損。半月状を呈する。2孔一対の紐穴をも

つ。刃部は、両面からの横方向の研磨により刃をつ

ける。背部においても縁辺部において両面からの研

磨を行う。握り部は、敲打による背潰を行う。

-2 図版 32 打製石庖丁 サヌカイ ト 完形。刃部は鋭利な大剤離面を利用し、縁辺部に者

子の打ち欠きを行う。背部は、片面からの打ち欠き

のみによって整形。部分的に敲打による背つぶしを

行う。

-3 図版 32 10 728 形

し

る

とん
用

け

側辺部に自然面をもつ、刃部は大剥離面を利

縁辺部を両面からの打ち欠きによって刃をつ

背部は敲打による背潰しを行う。

-4 図版 32 刃部及び背部は、側縁部にむかって湾曲する木葉形

を呈する。刃部は両面からの粗い打ち欠きによって

鋭利な刃をつける。背部は敲打による背潰しを行う。

体部には使用によると考えられる磨耗痕あり。

-5 図版 32 残存する側辺部に自然面をもつ。刃部は両面からの

打ち欠きによって鋭利な刃部をつくる。

第98図
-1

図版 31 蛤刃石斧 カンラン石を
合む
讃岐岩質安山
岩

全面に丁寧な研磨。基部欠損。刃部に使用による刃

こばれあり。

-2 図版 31 132 77 7522 完形。全面に丁寧な研磨、基端部に敲打痕を残す。

刃部に使用による擦痕が残る。

第 99図
-1

基端部及び刃部を欠損、欠損部以外は全面に研磨

-2 図版 31 讃岐岩質安山
岩

基端部及び両側面に成形による敲打痕が残る。他の

面は研磨を行う。

-3 図版 31 柱状片刃石斧 10.3 10 結 晶 片岩 一側面を残し、大半を欠損。基部中央に狭り、残存

する一狽J面 は研磨を行う。欠損する面においても研

磨を行うことより破損後に転用を意図したもの ?

-4 図版 31 21 刃部及び両側面を欠損。残存する面は、丁寧な研磨

を行う。

-5 図版 31 一側面及び基部を欠損。残存する面は、丁寧な研磨

を行う。刃部先端は使用による摩減が残る。
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第 99図
-6

図版 31 柱状片刀石斧 結晶片岩 一側面及び刃部の一部を残し大半を欠損。残る面は

丁寧な研磨を行う。刃部先端は使用による摩減が残

る。

-7 図版 31 扁平片刃石斧 一側面及び刃部を欠損。残存する一側面も成形によ

る敲打痕が竣る。残存する面は、丁寧な研磨を行う。

第100図

-1

図版 31 讃岐岩質安世
岩

完形。正方形を呈す。刃部は鈍い刃をつける。全面

に丁寧な研磨を行う。

-2 図版 31 結品片岩 基端部及び一側面を欠損。残存する面は、丁寧な研

磨を行う。側面中央部に、使用によると考えられる

擦痕が顕著に残る。

-3 図版 31 完形。断面カマボコ状を呈する。刃部は鋭く、丁寧

なつくりである。全面に丁寧な研磨を行う。

第101図
-1

削器 0.5 サヌカイ ト 刃部は、鋭利な大剥離面を利用し、者千の打ち欠き

を行い刃をつくる。

-2 図版 32 275 両側縁に裁断面に残す。刃部は、鋭利な大剥離面を

利用し、若子の打ち欠きを行い刃をつくる。背部は、

敲打による背潰しを行う。

-3 図版 32 11 やや厚い素材を利用する。刃部は両面からの打ち欠

きによって刃をつける。背部は敲打による背潰しを

行う。刃部中央に使用によると考えられる磨減痕が

みられる。

-4 図版 32 4.2 左側縁及び上縁はほとんど調整を行わない。下縁部

は、粗い打ち欠きにより鋭利な刃部をつくる。右側

縁部は敲打による刃潰 しを行 う。

-5 図版 32 左側縁及び上縁はほとんど調整を行わない。下縁部

は、粗い打ち欠きにより鋭利な刃部をつくる。右側

縁部中央にのみ両面からの打ち欠きを行う。

-6 下縁部に粗い打ち欠きを行い、刃部をつくる。その

他の縁は、調整をあまり行なわない。

-7 上縁及び下縁部のみに片面からの打ち欠きによって

調整を行う。
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第101図

-8
図版 32 削器 サヌカイ ト 下縁部は鋭利な大剥離面をそのまま利用する刃部を

もち、上縁部は敲打による背潰しを行う。

-9 図版 32 上縁及び下縁部に調整がみられる。いずれも片面か

らの打ち欠きによってのみ調整を行う。

-10 図版 32 53 Ll 下縁部は、鈍利な大剥離面を利用し、縁辺部に両面

からの細かい打ち欠きを行い刃部をつくる。右側縁

は一部自然面を残し、下部は両面からの打ち欠きに

より刃をつける。上縁部は、敲■による軽い刃潰し

を行う。

一 H 図版 32 57 44 22_1 下縁部は、両面からの打ち欠きによって刃部をつく

る。上縁部は、敲打による背潰しを行う。

第102図

-1

楔形石器 サヌカイ ト 右側縁に我断面を残す。下縁部に両面からの剥離カ

みられる。

-2 図版 33 27 両側縁に裁断面をもつ。上縁部は打撃による刃潰れ

がみられる。

-3 図版 33 16 厚い素材を利用する。両側縁に裁断面をもつ。上下

縁部とも打撃による刃潰れ、階段状剥離が顕著にみ

られる。

-4 左側縁に自然面を残す。上縁部は裁断面を残す。下

縁部は打撃による階段状剥離がみられる。

-5 図版 33 両側縁に裁断面を残す。上縁部、下縁部とも打撃に

よる刃潰れ、階段状剥離がみられる。特に上縁部は

顕著である。

-6 図版 33 18.0 両側縁に我断面を残す。上縁部・下縁部とも打撃に

よる刃潰れ、階段状剥離がみられる。

-7 図版 33 14 370 大形のものである。厚い素材を利用する。両側縁に

裁断面をもつ。上縁部、下縁部とも打撃による刃潰

れ、階段状剥離がみられる。
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第103図
-1

図版 33 砥 石 砂岩 大形の砥石で、1面のみを使用する。使用痕が認め

られる面は、使用によって中央部が凹む。中央部に

擦痕が顕者に残る。

-2 図版 33 425.6 安山岩 長方形状を呈する。使用痕が認められる反対の面を

欠損する。使用痕が認められる面は全体を使用して

ヽヽる。

第104図
-1

図版31 石鏃 サヌカイ ト 凹基式。逆刺部分を欠損

-2 図版 31 凹基式。

-3 図版 31 凹基式。

-4 図版 31 凹基式。

-5 図版 31 凹基式。左側逆刺部分を欠損

-6 図版 31 石槍 サヌカイ ト 尖頭部を欠損。尖頭部から基部にかけて両面からの

打ち欠きにより鋭利な刃部をつくる。丁寧なつくり

である。

-7 図版 31 尖頭部を欠損。基部から尖頭部にむかってすぼまる。

両側縁は、敲打による刃潰しを丁寧に行う。やや厚

い素材を利用。

-8 図版31 655 尖頭部を欠損。基部の両側縁が平行になる。両側縁

は敲打による粗い刃潰しを行う。厚い素材をTll用 。

-9 図版 31 1,0 23.2 尖頭部を欠損。基部の両側縁が平行になる。両側縁

は両面からの打ち欠きを行なった後、敲打による刃

潰しを行う。

-10 図版31 尖頭部及び基部を欠損。尖頭部へのすぼまり方は左

右対称ではない。両側縁は両面からの打ち欠きによ

り鋭利な刃部をつくる。
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第104図

―m
図版 31 石 槍 3.7 サヌカイ ト 基部の両側縁が並行になり、尖頭部ですぼまる。両

側縁は両面からの打ち欠きの後、敲打による刃潰し、

尖頭部は両面からの打ち欠きによる鋭利な刃部をつ

くる。完形。

1 3区出土石器

3区 側溝1

第■6図
-1

図版 35 打製石庖丁 12 サヌカイ ト 刃部及び背部がブーメラン状に湾曲する形態、背部

に比べ、刃部が長い。両側縁部に扶りをもつ。刃部

は鋭利な大剥離面を利用し、縁辺部を両面からの打

ち欠きにより刃をつける。背部は両面からの打ち欠

きの後、敲打による背潰しを行う。両狭りは、両面

からの打ち欠きの後、敲打による刃潰しを行う。

-2 図版 35 115 11 平面形は長方形状を呈する。直線的な刃部は鋭利な

大剥離面を利用し、両面からの細かい打ち欠きを行

ない刃をつける。背部は、両面からの打ち欠きの後、

敲打による背潰しを行う。

1区 7層

第 1 図

３

‐６

・

図版 35 打製石庖丁 77 43 10 サヌカイト 約半分を欠損する。背部は直線的で、刃部は湾曲す

る。刃部は両面からの打ち欠きにより鋭利な刃をつ

ける。背部は、両面からの打ち欠きの後、敲打によ

る背潰しを行なう。背部の一部は裁断面をそのまま

利用する。刃部には使用によると考えられる磨耗痕

がみられる。

3区 4a)吾

第 1 16区

-4
図版 35 打製石庖丁 サヌカイ ト 平面形は台形を呈する。刃部は両面からの打ち欠き

により鋭利な刃をつける。背部は、敲打による背潰

しを行なう。右側縁部も両面からの打ち欠きにより

刃をつける。左側縁部は裁断面を残す。

出土地不明

第 1 16区

-5
打製石庖丁 サヌカイ ト 両側縁に狭りをもつ。刃部は両面からの粗い打ち欠

きを行ない刃をつける。背部は両面からの粗い打ち

欠きの後、敲打による背潰しを行なう。両側縁の袂

りは両面からの打ち欠きを行なった後、敲打による

刃潰しを行なう。

床土層

16区

-6
第 1 図版 35 円板状を呈する

石器
67 10 サヌカイ ト 平面形は円形を呈する。縁辺部に両面からの打ち欠

きを行ない敲打による刃潰しを行う。
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SR01 10～ 11層出土石器

第117図
-13

図版 33 石鏃 サヌカイ ト 凹基式変形。凹基式の鏃身中央部に狭りをもつもの

である。縁辺部は先端から基部にかけて両面からの

細かい打ち欠きを行ない。鋭利な先端部をつくる。

狭りは両面からの打ち欠きによりつくる。

SR01 8～ 9層出土石器

第117図

-3
図版 32 石庖丁 安山岩 紐孔をもつ。刃部及び側縁部は欠損し、平面形態は

不明である。紐孔は両面から穿つもので孔径は04
cmで ある。背部は面をもつ。全体に風化による縞模

様がみられる。

-8 図版 32 削器 07 サヌカイト 右側縁部に裁断面をもつ。下縁部は、両面からの打

ち欠きを行ない、刃をつける。左側縁部は両面から

粗い打ち欠きを行なう。

-9 図版 33 石鏃 07 凹基式。基部右逆束Jを 欠損する。大形の石鏃である。

先端部から基部にかけて両面からの細かい打ち欠き

を行ない鏃身部をつくる。

SR01 5b層 出土石器

第■7区

-6
図版 32 削器 サヌカイ ト 刃部以外は自然面、我断面を残す。刃部は両面から

の細かい打ち欠きによって刃をつける。

-7 H2 刃部以外は自然面、裁断面を残す。刃部は鋭利な大

剥離面を利用し、片面からの打ち欠きにより刃をつ

ける。育部は面をなす大剥離面をそのまま利用する。

SR01 西肩検出中出土

区

１
Ｗ
一

第 図版 32 打製石庖丁 1.0 サヌカイ ト 右半分を欠損する。刃部は大剥離面をほぼ利用し、

簡単な打ち欠きを行なう。背部は敲打による背潰し

を行なう。側縁部は両面からの粗い打ち欠きを行な

う。

-2 図版 32 11 676 右半分を欠損する。厚い素材を使用。長方形を呈す

る。刃部は両面からの打ち欠きにより刃をつける。

背部は、敲打による粗い背潰しを行なう。扶り部は、

両面からの打ち欠きにより換りをつくり敲打による

刃潰しを行なう。刃部には使用によるものと考えら

れる磨耗痕がみられる。
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第117図
-4

打製石庖丁 サヌカイ ト 平面形態は半月状を三し、刃部は両面からの打ち欠

きにより鋭利な刃をつける。背部は両面からの粗い

打ち欠きを行なった後、敲打による背潰しを行なう。

刃部から体部にかけて使用によるものと考えられる

磨耗痕がみられる。

-5 図版 32 平面形態は半月状を呈し、約半分を欠損する。刃部

は直線的で、背部は湾曲する。刃部は、片面からの

打ち欠きを多く行ない刃をつける。背部は、両面か

らの打ち欠きの後、敲打による背潰しを行なう。片

面のほぼ全体に使用によると考えられる磨耗痕がみ

られる。

SD09 出土石器

第117図

-12
図版 33 打製石庖丁 サヌカイ ト 平基式、先端部が狭い二等辺三角形状を呈する。縁

辺部は、両面からの細かい打ち欠きを行ない、鋭Tll

な刃先をつくる。左側縁基部を欠損する。

SR01 西岸微高地上 4b層

第■7図
-10

打製石庖丁 17 サヌカイ ト 凹基式。基部右逆刺を欠損する。小形の石鏃である。

先端部から基部にかけて両面からの細かい打ち欠き

を行なう。狭りについても両面からの細かい打ち欠

きを行なう。

第117図
―H

石鏃 1,3 平基式。三角形状を呈する。縁辺部に両面からの粗

い打ち欠きを行ない。鋭利な縁辺部をつくる。長 さ

の割に幅が狭い形態をする。

-14 図版 33 石槍 1.2 尖頭部を欠損する。基部から尖頭部へは両側縁が平

行になる形態をする。両側縁部は両面からの打ち欠

きの後、敲打による刃潰しを行う。

-15 図版 33 石錐 両面からの打ち欠きにより鋭利な縁辺部及び先端部

をつくる。表面は風化が著しい。
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調査前状況全景 (東から)
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3区 ST01完掘状況 (北西から)

3区 S T02完 掘状況 (南から)
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3区 S B 01完 掘状況 (東 か ら)

3区 S D02完 掘状況 (北 か ら)
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1区 SX01遺物出上状況

1区 SX 03完 掘状況 (西 から)


